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I. 平成２２年度スーパーサイエンスハイスクール
研究開発実施報告（要約）



別紙様式１－１
秋田県立横手清陵学院中学校・高等学校 22～26

平成２２年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

国際的に活躍できる創造的な研究を① 研究開発課題 おらほのスーパーサイエンス
、 、行う未来の科学者・技術者を育成するための 秋田県の自然環境・天然資源を活かした探究活動や

研究機関・地域との連携を重視した中高一貫教育に関する研究開発
② 研究開発の概要
（１）中高一貫教育の特色を活かし、科学好きな生徒を育成する教育の研究

科学男子・科学女子プログラム
○探究活動「清陵プロジェクト」による自然科学のスキルの習得や研究機関との連携による
探究の深化○スーパーサイエンスレクチャー、清陵科学セミナー、ドリームサイエンスなど
の、研究者の特別授業による科学への興味関心の育成

（２）効果的な高大連携・地域連携により、創造的な研究を行える人材を育成する教育の研究
アドバンストサイエンス
○土曜日や長期休業を利用した、地域のエネルギー資源や環境を科学的に探究するプロジェ
クト研究○県内大学教員、博士号教員によるスーパー理数授業や、科学オリンピックへの挑
戦などによる、創造力と競争力の育成

（３）地域の科学を発見し、地域とともに創造する科学教育の研究
ふるさとスーパーサイエンス
○地域の資源・産業・エネルギーに関する探究テーマの開発研究○地域住民や小中学生を対
象とした「清陵☆わくわくサイエンス」や「理科出張授業」への生徒の参加

（４）国際的な自然科学研究で活躍する生徒を育成する研究
グローバルサイエンス
○海外の研究施設訪問・高校生との交流○外国人研究者による英語授業○アドバンストコー
ス生徒による英語での成果発表会

普通科数理コースと総合技術科の希望者からなる「アドバンストサ③ 平成２２年度実施規模
イエンスコース」の生徒を中心に、中学校、高等学校の全生徒を対象として行う。

④ 研究開発内容
○研究計画

第一年次
ア 中高一貫教育の特色を活かし、科学好きな生徒を育成する教育の研究

科学男子・科学女子プログラム
( )清陵プロジェクト（全校 、( )スーパーサイエンスレクチャー（全校 、( )清陵科学a b c） ）
セミナー（全校 、( )ドリームサイエンス（中学校３年次 、( )清陵サイエンスライブ） ）d f
ラリーを実施する。また( )科学部の連携については、中校合同の「自然科学部」を新たe
に立ち上げ、意欲的な生徒を募る。

イ 効果的な高大連携・地域連携により、創造的な研究を行える人材を育成する教育の研究
アドバンストサイエンス
２年生アドバンストサイエンスコースを対象に、( )プロジェクト研究、( )清陵科学オg h
リンピック、( )スーパー理数授業 を実施する。j

ウ 地域の科学を発見し、地域とともに発展する科学教育の研究
ふるさとスーパーサイエンス
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( )秋田の科学再発見、( )清陵エネルギー体験講座、( )ヤングティーチングアシスタl m n
ント、( )清陵☆わくわくサイエンス を実施する。o

エ 国際的な自然科学研究で活躍する生徒を育成する研究
グローバルサイエンス
( )サイエンスダイアログ、( )プロジェクト研究発表会、( )海外研修 を実施する。p q r

第二年次
前年度の成果を参考にして、各カリキュラムを改善して実施する。前年度に生徒が身に付
けた基礎的学力を土台にして、科学・技術系のコンテストなどに積極的に応募する。( )r
海外研修の実施対象をアドバンストサイエンスコース全体に拡大する。

第三年次
第二年次と同様に実施する。第一年次に入学した生徒は三年生になっているので、新しい
カリキュラムが生徒の進路希望に与えた影響を分析する。

第四年次
第三年次の成果を生かしつつ、改善して実施する。第三年次で中・高全学年に対するカリ
キュラムを実践したことになるので、それらの成果を評価し、教育課程を徹底的に改善す
る。第一年次の中学生が高等学校に進学してくる年であり、これまでの中学生との科学的
な探究能力の違いを重点的に比較・評価する。また第三年次に高校を卒業した生徒の進路
についても詳細に検討する。

第五年次
最終年次となるので、これまでのと同様の実践を行いつつ、研究成果の発表、交流に重点
をおいて活動する。これまでの成果を総括するための研究を職員と外部機関の連携によっ
て行う。

○教育課程上の特例等特記すべき事項
（ ） （ ）、総合的な学習の時間 １単位 と高校１年生の必履修科目である情報Ａ 普通科２単位

総合技術科は総合的な学習の時間（２単位）と必履修科目である情報技術基礎（１単位）
をあわせて両学科ともに３単位とし、学校設定科目「探究基礎」として実施する。

○平成２２年度の教育課程の内容
（ ） 、 「 」 。高校２年次の総合的な学習の時間 １単位 において 学校設定科目 探究 を実施した

○具体的な研究事項・活動内容

（１）中高一貫教育の特色を活かし、科学好きな生徒を育成する教育の研究
科学男子・科学女子プログラム
○探究活動「清陵プロジェクト」による自然科学のスキルの習得や研究機関との連携による
探究の深化○スーパーサイエンスレクチャー、清陵科学セミナー、ドリームサイエンスなど
の、研究者の特別授業による科学への興味関心の育成

（２）効果的な高大連携・地域連携により、創造的な研究を行える人材を育成する教育の研究
アドバンストサイエンス
○土曜日や長期休業を利用した、地域のエネルギー資源や環境を科学的に探究するプロジェ
クト研究○県内大学教員、博士号教員によるスーパー理数授業や、科学オリンピックへの挑
戦などによる、創造力と競争力の育成

（３）地域の科学を発見し、地域とともに創造する科学教育の研究
ふるさとスーパーサイエンス

－ 2－



○地域の資源・産業・エネルギーに関する探究テーマの開発研究○地域住民や小中学生を対
象とした「清陵☆わくわくサイエンス」や「理科出張授業」への生徒の参加

（４）国際的な自然科学研究で活躍する生徒を育成する研究
グローバルサイエンス
○海外の研究施設訪問・高校生との交流○外国人研究者による英語授業○アドバンストコー
ス生徒による英語での成果発表会

⑤ 研究開発の成果と課題
○実施による効果とその評価
（１）科学男子・科学女子プログラム

年２回のスーパーサイエンスレクチャー（著名研究者による講演）を含む、様々な講演活動
を行い、生徒の科学への興味を高めた。

（２）アドバンストサイエンス
アドバンストサイエンスコースで設定した研究テーマでは、効率的な高大連携を行うことが
できた。成果発表は秋頃の各種科学賞には間に合わなかったが、東北・北海道生徒研究発表
会や校内発表会、日本天文学会ジュニアセッションなどで発表した。また、SSH指定を機に
愛好会から部に昇格した自然科学部は活発な活動を行い、日本学生科学賞入選３等など優れ
た成績を残した。

（３）ふるさとスーパーサイエンス
アドバンストサイエンスコースなどの研究テーマに「秋田の星空・横手の星空 「いぶり」、
がっこの活性酸素消去能力」など地域に密着したものを取り入れることができた。また地域
児童・保護者に向けた科学教室「清陵☆わくわくサイエンス」を開催することができた。

（４）グローバルサイエンス
英語による科学授業「サイエンス・ダイアログ」を実施し、科学研究の国際的な広がりと英
語の重要性について生徒の理解が深まった。

○実施上の課題と今後の取組

１ 学校全体でＳＳＨに取り組む姿勢の確立
残念ながら、ＳＳＨが本校の今後の大きな教育目標となるという意識を全職員が共有できて
いない現状がある。理科職員についても人数が少なく増員が必要である。教職員全体の研修
やSSH先進校学校視察（今年度６校実施）により、一部の教科や職員だけでない、学校全体
の取り組みとしたい。理数系でない教科や、中学校、総合技術科の取り組みについて検討が
必要である。

２ 事業の精選
第１回運営指導委員会や文部科学省の視察では 「内容を盛り込みすぎて、ＳＳＨ研究のね、
らいが不明瞭になっている」という指摘を受けた。様々な取り組みの中から事業の精選をし
て、ねらいを明確にし、今後４年間の詳細な実施計画を再構築する必要がある。
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３ 定例会議の開催
ＳＳＨ指定初年度ということもあって、ＳＳＨ研究の１年間の流れが把握できず、運営が一
部の職員のみで行われがちになった。職員組織の見直しと各種会議の定例化が必要である。
次年度は定例会議を計画している。

４ 広報活動の充実
広報活動の一環としてホームページを立ち上げ一定の成果をあげたが、地域や保護者、生徒
全体や職員向けなどの広報がまだ不十分である。広報部を組織として独立に設置し、校内新
聞の作成や地域への広報などを充実させたい。また、それらの内容も事業報告だけでない、
生徒の声や成長が感じられるものにしたい。来年度はＨＰ作成について外部業者への依頼も
検討する。

５ 中学生を対象とした取組の充実
理数系の進路に夢を持たせるような中学生を対象とした事業が少なかった。高校入学時のサ
イエンス探究クラスの編成を円滑に行うために、今後は中学校職員と協力して計画を練り直
したい。

６ サイエンス探究クラスの編制
高校１年次より 「サイエンス探究クラス」をつくることが職員の共通理解になった。同じ、

SSHカリキュラムであっても理数の重点的な指導を行い 科学技術への関心や知識を高める、 。
の実施により、理数系の進路希望者が今まで以上に進路実現できるようにしたい。中高一貫
校の特色を最大限に活かしたい。

７ 特設科目の新設
今年度は数学・理科・英語等の教科指導における特設科目を設置することができなかった。
来年度以降は１・２年次に数学と理科の学校設定科目を設定し、探究活動の土台となる理数

SSH SSH SSHの力を育成したい 具体的には 来年度から 特例措置による 理科総合Ａ。 、 「 」、「
数学Ｉ 「 数学Ａ」を実施する。来年度は現行指導要領に準拠した形で導入するが、」、 SSH
今後の新学習指導要領への移行も含めた検討を行いたい。

８ 探究活動を行う生徒の確保
今年度は希望者からなる「アドバンストサイエンスコース」を対象に、土曜活用の時間を用
いて高大連携研究等の活動を実施した。しかしながら、この方法では少人数の生徒しか集ま
らずＳＳＨの効果が広く波及しないことが問題となった。来年度は、１年次から数理コース
希望者の全員を対象とした事業にしていく予定である。特に 「探究基礎 「探究」につい、 」
ては、サイエンス探究クラスや数理コースの活動を強化するための検討を行う。

９ 部活動・科学オリンピック等の推進
自然科学系の部活動をさらに充実させ、全国規模の研究発表会等にチャレンジさせたい。科
学オリンピックへの参加については、高校３年生を中心に促進していきたい。

１０ スタッフの充実
理数科を持たない本校には理科教員の数が少なく、負担が集中しがちであった。来年度は非
常勤講師を採用し、より充実した教科指導・探究活動の指導を行いたい。
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II. 平成２２年度スーパーサイエンスハイスクール
研究開発の成果と課題



別紙様式２－１
学 校 名 指定期間

平成２２年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等を報告書「④関係資料」に添付すること）
（１）科学男子・科学女子プログラム

（ ） 、 、年２回のスーパーサイエンスレクチャー 著名研究者による講演 を含む 様々な講演活動を行い
生徒の科学への興味を高めた。

（２）アドバンストサイエンス
、 。アドバンストサイエンスコースで設定した研究テーマでは 効率的な高大連携を行うことができた

、 、成果発表は秋頃の各種科学賞には間に合わなかったが 東北・北海道生徒研究発表会や校内発表会
日本天文学会ジュニアセッションなどで発表した。また、SSH指定を機に愛好会から部に昇格した
自然科学部は活発な活動を行い、日本学生科学賞入選３等など優れた成績を残した。

（３）ふるさとスーパーサイエンス
アドバンストサイエンスコースなどの研究テーマに「秋田の星空・横手の星空 「いぶりがっこ」、
の活性酸素消去能力」など地域に密着したものを取り入れることができた。また地域児童・保護者
に向けた科学教室「清陵☆わくわくサイエンス」を開催することができた 、。

（４）グローバルサイエンス
英語による科学授業「サイエンス・ダイアログ」を実施し、科学研究の国際的な広がりと英語の重
要性について生徒の理解が深まった。

② 研究開発の課題 （根拠となるデータ等を報告書「④関係資料」に添付すること）

１ 学校全体でＳＳＨに取り組む姿勢の確立
残念ながら、ＳＳＨが本校の今後の大きな教育目標となるという意識を全職員が共有できていない
現状がある。理科職員についても人数が少なく増員が必要である。教職員全体の研修やSSH先進校

（ ） 、 、 。学校視察 今年度６校実施 により 一部の教科や職員だけでない 学校全体の取り組みとしたい
理数系でない教科や、中学校、総合技術科の取り組みについて検討が必要である。

２ 事業の精選
第１回運営指導委員会や文部科学省の視察では 「内容を盛り込みすぎて、ＳＳＨ研究のねらいが、
不明瞭になっている」という指摘を受けた。様々なな取り組みの中から事業の精選をして、ねらい
を明確にし、今後４年間の詳細な実施計画を再構築する必要がある。
３ 定例会議の開催

ＳＳＨ指定初年度ということもあって、ＳＳＨ研究の１年間の流れが把握できず、運営が一部の職
員のみで行われがちになった。職員組織の見直しと各種会議の定例化が必要である。次年度は定例
会議を計画している。

４ 広報活動の充実
広報活動の一環としてホームページを立ち上げ一定の成果をあげたが、地域や保護者、生徒全体や
職員向けなどの広報がまだ不十分である。広報部を組織として独立に設置し、校内新聞の作成や地
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域への広報などを充実させたい。また、それらの内容も事業報告だけでない、生徒の声や成長が感
じられるものにしたい。来年度はＨＰ作成について外部業者への依頼も検討する。

５ 中学生を対象とした取組の充実
理数系の進路に夢を持たせるような中学生を対象とした事業が少なかった。高校入学時のサイエン
ス探究クラスの編成を円滑に行うために、今後は中学校職員と協力して計画を練り直したい。

６ サイエンス探究クラスの編制
高校１年次より 「サイエンス探究クラス」をつくることが職員の共通理解になった。同じカリキ、
ュラムであっても理数の重点的な指導を行い、科学技術への関心や知識を高める。 の実施にSSH
より、理数系の進路希望者が今まで以上に進路実現できるようにしたい。中高一貫校の特色を最大
限に活かしたい。

７ 特設科目の新設
今年度は数学・理科・英語等の教科指導における特設科目を設置することができなかった。来年度
以降は１・２年次に数学と理科の学校設定科目を設定し、探究活動の土台となる理数の力を育成し
たい。具体的には、来年度から 特例措置による「 理科総合Ａ 「 数学Ｉ 「 数SSH SSH SSH SSH」、 」、
学Ａ」実施する。来年度は原稿指導要領に準拠した形で導入するが、今後の新学習指導要領への移
行も含めた検討を行いたい。

８ 探究活動を行う生徒の確保
今年度は希望者からなる「アドバンストサイエンスコース」を対象に、土曜活用の時間を用いて高
大連携研究等の活動を実施した。しかしながらこの方法では少人数の生徒が集まらずＳＳＨの効果
が広く波及しないことが問題となった。来年度は、１年次から数理コース希望者の全員を対象とし
た事業にしていく予定である。特に 「探究基礎 「探究」については、数理探究クラスの活動を、 」
強化するためのの検討を行う。

９ 部活動・科学オリンピック等の推進
自然科学系の部活動をさらに充実させ、全国規模の研究発表会等にチャレンジさせたい。科学オリ
ンピックへの参加については、高校３年生を中心に促進していきたい。

１０ スタッフの充実
理数科を持たない本校には理科教員の数が少なく、負担が集中しがちであった。来年度は非常勤講
師を採用し、より充実した教科指導・探究活動の指導を行いたい。
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III. 実 施 報 告



－１ 研究開発の課題III

１ 研究開発課題

おらほのスーパーサイエンス
、国際的に活躍できる創造的な研究を行う未来の科学者・技術者を育成するための

秋田県の自然環境・天然資源を活かした探究活動や、研究機関・地域との連携を重
視した中高一貫教育に関する研究開発

２ 研究の概要
（１）中高一貫教育の特色を活かし、科学好きな生徒を育成する教育の研究

科学男子・科学女子プログラム
○探究活動「清陵プロジェクト」による自然科学のスキルの習得や研究機関との連携による探
究の深化○スーパーサイエンスレクチャー、清陵科学セミナー、ドリームサイエンスなどの、
研究者の特別授業による科学への興味関心の育成

（２）効果的な高大連携・地域連携により、創造的な研究を行える人材を育成する教育の研究
アドバンストサイエンス
○土曜日や長期休業を利用した、地域のエネルギー資源や環境を科学的に探究するプロジェ

クト研究○県内大学教員、博士号教員によるスーパー理数授業や、科学オリンピックへの挑戦
などによる、創造力と競争力の育成

（３）地域の科学を発見し、地域とともに創造する科学教育の研究
ふるさとスーパーサイエンス
○地域の資源・産業・エネルギーに関する探究テーマの開発研究○地域住民や小中学生を対象
とした「清陵☆わくわくサイエンス」や「理科出張授業」への生徒の参加

（４）国際的な自然科学研究で活躍する生徒を育成する研究
グローバルサイエンス
○海外の研究施設訪問・高校生との交流○外国人研究者による英語授業○アドバンストコース
生徒による英語での成果発表会

３ 研究開発の実施規模
普通科数理コースと総合技術科の希望者からなる「アドバンストサイエンスコース」の生徒

を中心に、中学校、高等学校の全生徒を対象として行う。

４ 研究の内容・方法・検証
（１）現状の分析と研究の仮説

①現状の分析
本校は普通科と工業系学科（総合技術科）を併設した全国で初めての中高一貫教育校として

平成１６年４月に開校した。それ以来、教育目標『 』２１世紀を主体的に生き抜く人材の育成
のもと、国際化・情報化に対応した教育や、ものづくりを通しての人間教育などを推進し、大
学進学や就職などで実績を伸ばしている。
本校の多様な取組のなかでも、６年間を通した探究活動「清陵プロジェクト」は他に類を見

ない先進的なものとして注目を集めている。特に高等学校の「清陵プロジェクト －探究－」II
は、教科指導による知識習得型学習だけでは育てることができない 『自ら課題を発見し、検証、
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や議論を主体的に行い、その成果を伝える力 、すなわち『探究力』の養成を目標としている。』
、 「 」 、 、高校２年次には 生徒は専門分野からなる ゼミ に所属し テーマの設定・仮説の検証から

論文執筆・ポスターセッションによる成果発表に至るすべての活動を主体的に行う。この取組
によって、自らの未来を自分で切り開く能力のある人材が育ちつつある。
一方、開校６年目を迎える本校の課題のひとつに、理数系の人材育成がある。教科指導にお

いては確かな基礎学力と進路実現のための高度な学力を養成するための取組を行ってきたが、
それ以外の面でア～エのようないくつかの問題点が出てきた。

高等学校普通科には「数理コース」を設け、大学の理系学部への進学を促進してきたが、ア
近年、その進路における分野間の偏りが目立ってきた(表１)。

理 工 農 林 水 保健[表１] >
全国 １０ ５０ １０ ３０
本校 ４ ２６ １２ ５８

表１：平成２０年度の理系４分野への大学進学率（全体： ％）100
全国データは「平成 年度学校基本調査（文部科学省 」より。21 ）
本校データは普通科数理コース（平成２０年度）が対象。

特に理学部への進学率は全国進学率の半分以下である。このデータから、本校においては、科
学の神秘に純粋に魅せられ、自然科学の研究へ飛び込んでいくような、好奇心・野心・創造力
に溢れた人材の育成が不十分であると言える。

高等学校２年次「探究」終了後に行った生徒アンケートでは、自ら課題を設定することにイ
困難を感じている生徒が多いことが明らかになった（表２ 。特に理学系のゼミにおいては、日）
常生活において自然科学に関連する話題に触れる機会が少なく、広がり・深まりのあるテーマ
を設定することができない生徒が少なからずいた。

回答数(%)[ 表２]
課題( テーマ)を設定すること ２５
仮説や検証計画を立てること １１
必要な情報を収集すること １８
実際に検証を行うこと １７
検証結果に基づいて結論を導き出すこと １７
論文をまとめること ２１
発表したりディスカッションをしたりすること ７
表２： 探究でもっとも難しいことはなにか」という設問に「
対する回答（複数回答 （平成２１年度））

「 （ ） 」 、 。最も多かったのが 課題 テーマ を設定すること という回答で 全体の１／４を占める
特に数学・理科分野においては、日常生活と自然科学の関わりや大学・研究機関で行われてい
る最先端研究についての知識や実体験が乏しいために、テーマ選びで苦労し、テーマ決定後も
探究の内容が深まらないケースがみられた。
このことから、生徒に強いモチベーションをもたせ、魅力あるテーマ設定のもとで探究に向

かわせるような「仕掛け 、すなわち科学に関する話題・情報・体験が不足していると考えられ」
る。

秋田県は国内でも有数の自然環境・天然資源に恵まれているが、その存在を知らない、もウ
しくは知っていてもその意義を理解していない生徒が多い。このような題材は探究活動などの
テーマとして大変貴重だが、本校の資源・職員だけでは、広範なテーマをカバーすることがで
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きない。外部研究機関との広範囲な連携が必要である。
高等学校の課外活動、特に部活動をより活発にする必要がある。中学校「ロボット部」はエ

県内の理科コンクールで発表を行うなど、活発な活動を行っている。一方、高等学校ではロボ
ット部の受け皿となるべき「自然科学愛好会」の人数が少なく、活動も活発ではなかった。予
算や指導者などの面で、部活動への支援体制が十分でないことも原因のひとつである。

②研究の仮説
①で挙げた ～ のような事項は 「理科離れ」として本校のみならず全国的に問題となってア エ 、

いる。高等学校までの数学・理科の学習内容は、科学の基礎力を築くために欠かせないもので
あるが、その内容と、身の回りで使われる科学技術や最先端の研究との間には大きなギャップ
がある。その結果、生徒は学校での学習内容が、人々を飛躍的に幸せにし、人類の知性と技術
の限界に挑む最先端の科学研究へとつながっていくことに実感を持てずに、科学への興味を失
ってしまう。ブラックボックス化した科学技術への興味・関心・意欲を取り戻し、さらに未来
の科学技術を担っていく人材を育成するためには、本校の特色である中高一貫教育、探究、地
域の豊富な自然・資源を最大限に活かしながら、生きた科学を生徒自身の手で「再発見」でき
るような取組が必要である。

、 。本校のある秋田県は 全国でも有数の豊富な自然環境・天然資源・食物資源に恵まれている
エネルギー自給率は ％（全国 位 、食糧自給率は ％（全国 位）と国内でトップクラ14 2 174 2）
スである。また、北部の白神山地、南部の鳥海山や栗駒高原には世界的にも希少な自然環境を
有する。本県はこのような自然・環境資源を最先端科学と融合させ、 世紀の世界をリードす21
る「グリーンイノベーション」の発信源となる可能性を秘めている。このような環境のもと、

、 、地域の自然・資源環境と最先端科学の２つの視点から科学教育を推進し 自然科学の楽しさや
世界を革新する「科学の力」を実感させることにより 「理科離れ」を解消し、国際化された自、
然科学分野で活躍できる人材を育成できると考える。

、 、「 」仮説 大学や研究機関と連携し 地域の豊富な自然・資源や最先端の研究をとりいれ 生きた
科学を実感できる取組を中高一貫教育を活かして実施することにより、生徒の科学技術
に対するモチベーションを向上させ、科学的スキルや科学的探究力をもち、国際化され
た21世紀の科学技術の世界で活躍する人材を育成することができる。

上記の仮説を検証可能なものにするためには、本研究で育てたい生徒の能力を明確にしてお
く必要がある。本研究では、
科学に対する興味、関心
課題を見つけ、探究し、他人に伝える探究力
未知の世界に挑戦するチャレンジ精神

イノベーションを産み出す創造力
地域・社会に根ざした科学的活動を行う力
国際化された科学技術の分野で生き抜く力
の５つの力が、上記仮説で示したような人材を育成するため必須条件と位置づけ、これらの

力を育成できたかどうかを検証する。
（２）研究内容・方法・検証

①研究内容・方法
前節（１）②の仮説を検証するために、本校の特色と地域の特色を活かした教育を行うため

の標語
「おらほのスーパーサイエンス」

を設け、研究を推進する。
＊おらほ＝東北地方の方言で「私たちの地域・ふるさと」を意味する。
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本校の特色
中高一貫教育★工業系学科（総合技術科）を有する

★ 、 などのグリーンエネルギー施設設備雪室 太陽熱発電システム
★中高一貫の「 」活動探究
★高い研究力・教育力を併せもった、秋田県の「 」博士号教諭

地域の特色
★豊富な資源（鉱山）や自然エネルギーの活用（地熱、風力、バイオマスなど）
★地域に伝えられた豊かな発酵文化（麹、漬け物、酒など）
★自動車産業関連工場（製造業）が多く集中している
★県内でも有数の雪の多い地域での克雪、雪の利用が進められている

この構想を具現化するために、４つのプロジェクトを設ける。４つのプロジェクトは独立し
たものではなく、相互に重なりをもつ。

研究目標と名称 具体的な内容

ア 中高一貫教育の特色を活かし、科学好 ( )探究活動「清陵プロジェクト」a
きな生徒を育成する教育の研究 ( )スーパーサイエンスレクチャーb

( )清陵科学セミナー科学男子・科学女子育成 c
( )ドリームサイエンスプログラム d

育てたい力：( )、( ) ( )科学部活動の中高連携i ii e
( )清陵サイエンスライブラリーf

イ 効果的な高大連携・地域連携により、 ( )プロジェクト研究g
創造的な研究を行える人材を育成する教 ( )清陵科学オリンピックh
育の研究 ( )長期休業中の各種課外活動への積極i

的参加アドバンストサイエンス
育てたい力：( ) ( )スーパー理数授業iii j

( )自然科学系部活動の推進k

ウ 地域の科学を発見し、地域とともに創 ( )秋田の科学再発見l
造する科学教育の研究 ( )清陵エネルギー体験講座m

( )ヤングティーチングアシスタントふるさとスーパーサイエンス n
育てたい力：( ) ( )清陵☆わくわくサイエンスiv o

エ 国際的な自然科学研究で活躍する生徒 ( )サイエンスダイアログp
を育成する研究 ( )プロジェクト研究発表会q

( )海外研修グローバルサイエンス r
育てたい力：( )v
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図１：本校の特色を活かした研究の概要図

ア 中高一貫教育の特色を活かし、科学好きな生徒を育するための研究
科学男子・科学女子育成プログラム
(a)探究活動「清陵プロジェクト」
中高６年間をとおした探究活動を生徒の発達段階に応じて実施することにより、本校の目指

す「 世紀を主体的に生き抜く」人材を育成する。探究のテーマは文科系の分野にも及ぶが、21
探究を進めるための「仮説－検証」の方法論やコンピューターの扱い方、統計処理の方法など
に自然科学の要素をとりいれる。
６年間の各段階での目標と内容
中学校 「清陵プロジェクトI」
「情報収集力」と「情報発信力」の育成に主眼を置きながら、発達段階に応じて基礎的な探

究スキルを身に付けさせる。
高校１年次 清陵プロジェクトII 「探究基礎 （３単位）」
学級単位で行う授業。

、 「 」「 」前期：アンケート調査やディベート 小論文作成などの活動を通して 情報収集力 思考力
「判断力 「表現力」の４つの基礎的探究力を身に付けさせるとともに、グループによ」
る主体的探究活動に取り組ませることで、生徒に探究プロセスを習得させる。

後期：２年次の「探究」に向けた個人研究テーマの設定と初期段階の研究を行う。
高校２年次 清陵プロジェクトⅡ「探究 （２単位）」
生徒は専門分野の「ゼミ」に配属され 「探究基礎」で設定したテーマの探究活動を行う。、
指導法の工夫 探究計画の作成やディスカッションなどの指導を徹底・統一するために、指

導者・生徒の双方に「探究の手引き」を配布する。
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評価法の工夫 全員が論文を執筆し、ゼミ内の審査、指導者の審査を経て、各分野での優
秀作を選出し、表彰する（清陵ノーベル賞 。）
ポスターセッション型式による「発表会」を開催し、地域に研究成果を広める。
理科・数学分野ゼミにおける取組
「探究」の数学・理科分野ゼミにおいては、それぞれのテーマを専門とする大学や企業の
ラボ（研究室）の助言・指導のもとで探究を行う。５月には「研究計画書」を作成し、東
北大学理学部のスタッフによる指導を受ける。その後、必要に応じて近隣の大学（秋田大
学、秋田大学横手分校、秋田県立大学、岩手大学、弘前大学など）や企業と連携して探究
を行う。

高校３年次 清陵プロジェクトⅡ「探究発展 （後期・進路決定者）」
高校２年次「探究」の成果をもとに、高校卒業後の進路と「探究」との関係を明らかにした
プレゼンテーションを行う。

図２： 清陵プロジェクト」６年間の流れ「
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位単動活容内な主数時

年学。る知を容内動活の間年１・1

行 ・探究への意識付けのために、大学教授等の講演を聴く。 全校

2 ・校内ＬＡＮのしくみや使い方、利用のルール等について学ぶ。 クラス

情報収集の方法１ 2 ・インターネットを用いた情報収集のしかたを学ぶ。 クラス

スラク。ぶ学を方見の料資や聞新・2２法方の集収報情

スラク。ぶ学ていつに性憑信の報情・2３法方の集収報情

スラク。ぶ学ていつに権作著・2４法方の集収報情

スラク。ぶ学ていつに護保の報情人個・1５法方の集収報情

スラク。ぶ学を方い使のlecxE・6方い使のlecxE

スラク。ぶ学ていつに点意留と法方す表で表やフラグを報情・2方し表の報情

アンケート調査の手法 2 ・アンケート調査を効率的に行うための方法学ぶ。 クラス

アンケート調査の実際 4 ・具体的なテーマを設定して、アンケート調査を行う。 グループ

スラク。ぶ学を方い使のtnioP rewoP・2方い使のtnioP rewoP

アンケート調査の集計・分析とまと
め

4 ・アンケート調査を集計・分析し、Power Pointにまとめる。 グループ

スラク。う合し告報を容内査調・2会告報の査調トーケンア

ディベート基礎 2 ・ディベートとは何か、その意義、ルールや進め方などを学ぶ。 クラス

スラク。示演のトーベィデるよに者表代・2トーベィデ擬模

スラク。ぶ学ていつに法方論立のトーベィデ・2法論立のトーベィデ

ブレーンストーミング・ＫＪ法の基礎 2 ・ブレーンストーミング・ＫＪ法の考え方を学ぶ。 クラス

プールグ。う行を論立のトーベィデに際実・6論立のトーベィデ

プールグ。う行をルサーハリのトーベィデ・2ルサーハリトーベィデ

スラク。う行を会表発トーベィデにとごスラク・2会表発トーベィデ

スラク。ぶ学を方い使のトフソロプーワ・2方い使の郎太一・droW

スラク。ぶ学ていつに方き書の文論小・2方て立み組の文論小

人個。るす成作を文論小、てしにともを論立のトーベィデ・8成作の文論小

行 ・「学ぶ」ということの意義について、著名人の講演を聴く。 全校

スラク。ぶ学ていつに程過の究探・2程過の究探

スラク。ぶ学を法手と方え考の定設題課・2法手と方え考の定設題課

プールグ。るす定設を説仮や題課・4定設の説仮・題課

プールグ。るて立を画計、し討検を法方証検・査調・2討検の法方証検・査調

調査・検証・まとめ・論文作成 12 ・調査・検証を実施し、データの処理、分析、考察を行う。 グループ

プレゼンテーションの手法 2 ・効果的にプレゼンテーションを行うための手法を学ぶ。 クラス

プールグ。るす成作をドイラス表発でtnioP rewoP・6成作のドイラス表発

プールグ。う行をルサーハリの表発・2ルサーハリ表発

で内スラク・2会表発スラク スラク。るす価評互相、い行を会表発

2会表発年学
・各クラスから選ばれた優秀な研究グループが発表する。
・発表グループを表彰する。

学年

論文集の作成 外 ・探究委員会が中心となってレポート集を作成する。 学年

探究レクチャー３ 2
・次年度の「探究」のテーマについてゼミ担当者からレクチャーを
受ける。

学年

人個。るす想構をマーテ」究探「の度年次・3想構のマーテ究探

105 ※行…学校行事　外…課外活動

オリエンテーション

探究レクチャー１

ネットワークリテラシー※

テーマ

時数計

探究ゼミ・
テーマの構

想

探
究
プ
ロ
セ
ス
の
習
得
と

プ
レ
ゼ
ン
テ

シ

ン
の
基
礎

基
礎
的
探
究
ス
キ
ル
の
習
得

調
査
の
技
法

デ

ベ

ト
と

立
論
の
技
法

小
論
文
の

技
法

探究レクチャー２

表 3：カリキュラム（抜粋）：＜第１学年＞　「探究基礎」３単位（週３時間）
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(b)スーパーサイエンスレクチャー
全校生徒を対象とした、超一流（ノーベル賞級）の科学者による講演。オリジナルな発想の原

点や、国際化した研究の様子などを講演していただくことにより、生徒に「科学する」ことの夢
と希望を伝える （年１回、水曜日利用）。

(c)清陵科学セミナー
全校の希望者と地域一般からの参加者（中学生以上）を対象とした科学講座。

年６回実施。

(d)ドリームサイエンス
中学生を対象とした科学教育プログラム。科学への興味・関心・好奇心を育てる。
①中学校３年次の生徒のうち、自然科学に興味のある希望者対象に、秋田県の博士号教員に

よる実験、観察を行う。

内容 講師 勤務校

素粒子をみる 瀬々将吏 横手清陵学院高等学校

こまの不思議 須田宏 横手清陵学院高等学校

遠藤金吾 大曲農業高高等学校DNA抽出・分析

秋田県が主催する数学コンテスト「わか杉思考コンテスト」に参加し、難問に挑戦する態②
度を養う。

の「清陵科学セミナー」に参加し、最先端の科学技術に対する興味関心を育てる。③ア－(c)
また、高度な内容についてゆく態度を養う。

( )科学部活動の中高連携e
中学校・高等学校合同の「自然科学部」を立ち上げる。中高の部員と、中学校

ロボット部が参加する合同発表会を年に１回実施し、中学生が高校生の高度な活動
に触れることでモチベーションの向上を図る。

( )清陵サイエンスライブラリーf
「 」、 。部活動や 探究 プロジェクト研究などに必要な自然科学の書籍を充実させる

啓蒙書だけではなく、大学初年度の教科書なども導入する。

イ 効果的な高大連携・地域連携により、創造的な研究を行える人材を育成する研究
アドバンストサイエンス
高校学校２年次に 普通科数理コース・総合技術科の希望者２０名程度からなる ア、 「

ドバンストサイエンスコース」を編成し、科学技術の分野で国際的に活躍する生徒の
育成を目指す。土曜登校日（土曜活用 ・午前中に行う特別カリキュラム。）

１・２校時 プロジェクト研究
３・４校時 清陵科学セミナー
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( )プロジェクト研究g
大学・地域企業と連携し、秋田の４テーマの研究を行う。

エネルギー資源1 地熱／風力／水力／雪／太陽 秋田県立大学
エネルギー資源2 バイオマス／レアメタル 秋田大学
バイオ 横手の発酵文化の科学 秋田県立大学
天文 ／物理 横手と世界の夜空 秋田大学

インターネット望遠鏡 東北公益文科大学

特に、秋田県立大学は１・２年次に「学生自主研究制度」を実施している。秋
田県立大学に進学する生徒は、進学後も本プロジェクト研究の内容を継続・発展
させることが可能である。

エネルギー資源 風水地陽雪1
風力(仁賀保高原風力発電所) 、地熱（上の岱地熱発電所 、水力（西目発電所／六郷・七滝土）

地改良区 、太陽熱（美郷町／本校 、雪利用（本校）から題材を選ぶ。エネルギー生成の原理） ）
を理解し、さらに原理を説明できる「モデル実験」を行う。さらに、自然エネルギーが普及し
た際のエネルギー収支などを数理的手法で研究し、その成果を地域に還元する。
エネルギー資源 未来のエネルギー源2
バイオ燃料（バイオエタノール）や木材ペレットなどのバイオマス燃料や、都市鉱山（レア

メタルを含んだ廃棄物）を有効活用するための研究を行う。
バイオ分野 横手の発酵文化の科学
横手発酵文化研究所、横手市バイオマスタウン構想や博士号教員の協力のもと発酵食品で最

も重要な役割を果たす「麹菌」や、植物由来のバイオマスの生成過程についての研究を、科学
の視点から行う。

物理・地学分野 横手の星空、世界の星空
秋田大学教育文化学部総合教育実践センター、慶應義塾大学インターネット望鏡プロジェク

トと連携し、秋田大学の望遠鏡による実際の観測と 「インターネット望遠鏡」の遠隔地操作に、
よる天文観測を行う 「ケプラーの法則 「光速度の測定」など、物理と地学の両分野にまたが。 」、
るテーマを扱う。

、 。 「 」プロジェクト研究においては 図３に示したような研究過程を重視する 単に ものづくり
を行ったり、研究設備を訪問するだけではなく、それらを科学の研究として成り立たせ、結果
を社会に還元させることを目標とする。

モデル実験 → 訪問研修 → 研究 → 成果の還元

図４：プロジェクト研究のフローチャート

( )清陵科学オリンピックh
アドバンストサイエンス選択者は、各種科学オリンピック（数学・物理・生物・化学）のい

ずれか一つに挑戦する。高校１年次の後期から、各国内予選にむけた学習を行う。高校２年次
に国内予選に参加する。

( )長期休業中の各種課外活動への積極的参加i
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日本科学技術振興財団が主催する「サイエンスキャンプ 、アジアの学生が集う「アジアサイ」
エンスキャンプ 、各大学が行う特別授業などに生徒を積極的に参加させる。」

( )スーパー理数授業j
秋田県の「博士号教員」や研究者を招き、実験・観察・実習を含んだ特別授業を実施する。

ハイレベルな実験に数理的な実験結果の処理や、結果の考察をとりいれる（高２通常授業・２
時間）

物理 真空ポンプの作成 博士号教諭（秋田高校）
化学 沈殿反応 博士号教諭（秋田県）
生物 冷凍保存実習 博士号教諭（金足農業）
地学 オーロラの科学 サイエンスエンジェル（東北大学）
数学 結び目の数理 高校教諭（青森県）

( )自然科学系部活動の推進k
各部の活動
中・高等学校「自然科学部」
科学研究において最も大切な「自主性 「自由 「責任」を重視した運営を行う。 自然科学」 」

に関するテーマを設定し、調査・研究を行う。また、小中高理科研究 発表会に積極的に参加
し、研究の成果の発表を行う。
週に一回の「セミナー」では部員が興味をもった科学関連の本・ニュースなどを持ち回りで

発表させ、先輩・後輩・教師の枠を超えて自由な議論を行わせる。また、各種コンテスト・科
学賞への応募を目指して活動し、科学研究の楽しさだけではなく厳しさも体験させる。必要に
応じて、外部研究機関の協力を得ながら研究を進める。
中学校「ロボット部」
ロボットの研究・開発の活動を進め、創造アイディアロボットコンテストへ参加する。高校

の課題研究やメカトロ部の活動につなげる。
家庭クラブ
横手市は「発酵の町」として地域活性化を図る取り組みを進め、様々な情報を全国に発信し

ている。家庭クラブは 「よこて発酵文化研究所」に所属し、食品加工・開発部会の一員として、
これまで地域の農産物を活用したお菓子の商品開発や「全国発酵サミット 「よこて発酵まつ」、
り」等に参加するなど、地域活性化の取り組みに主体的にかかわってきた。
今後は、行政や地域産業、大学、市民との連携を一層強化し 「発酵」をキーワードに 「麹、 、

菌を活用した新製品の開発やその商品化 「麹文化の研究」等をすすめ、研究成果を全国に発」、
信していきたい。
メカトロ部
ロボット工学や情報工学、環境エネルギー、ものづくりに関するテーマを設定し、調査・研

究・製作を行う。また、大学等の専門的な研究・開発を行っている施設への訪問、研修や情報
収集を積極的に行う。研究の成果を創造アイデアロボットコンテストや各種ロボット大会で発
表する。

ものづくり研究班ICT
「ＩＣＴ（情報通信技術）活用によって地域を活性化できる」との仮説のもと に、パソコン

リサイクル技術の研究 「ものづくり教室 「パソコン教室」等の情報リテラシー向上について、 」、
の実践的研究、Ｊａｖａ言語を使った「ご当地ゲーム」開発を行う。
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ウ 地域の科学を発見し、地域とともに創造する科学教育の研究
ふるさとスーパーサイエンス
秋田県は豊富な自然と全国有数の自然エネルギー利用率を誇っている。秋田県でも新エネル

ギー産業を今後１０年間の中核事業と位置づけており、自然エネルギー利用の促進とバイオ産
業などの育成に注力している。しかしながら、本校のある秋田県南地区には、科学館・博物館
・大学などの住民に開かれた科学教育施設が存在しない。本校が横手地区の「科学ステーショ
ン」となることを目指して活動する。

２つのねらい
■秋田県の広大な自然と、全国トップレベルの天然資源・エネルギー利用を科学研究に取り

入れ 「科学が身近にあふれている」ことに気づかせ、科学への意欲を向上させる。、
■科学に関する活動を地域とともに行うことにより、本学と地域がともに学び発展すること

を目指す。→横手地区の科学ステーション

( )秋田の科学再発見l
、 、 の取組で取り扱うテーマとして、地域に関連したものを積極的に取り入れる。ア イ エ

風力発電 仁賀保高原風力発電所 放射線 玉川温泉
地熱発電 上の岱地熱発電所 鉱物資源 院内銀山
小水力発電 六郷・七滝土地改良区 バイオマス 横手地区
太陽熱 美郷町／本校発電システム レアメタル 小坂地区
雪利用 本校雪冷房システム
発酵文化 よこて発酵文化研究所
湧水と生物 美郷町／横手地区

プロジェクト研究 前述のとおり
「探究基礎 「探究」 個人研究のテーマは生徒が自由に選ぶが、前述のテーマを積極」、

的に提案する。
( )エネルギー体験授業m

本校が有する雪冷房システムと太陽光発電システムに関する体験授業。施設の見学と理論的
な演習を組み合わせて行う （高校 年次、全クラス対象、２時間）。 1

( )ヤングティーチングアシスタントn
本校教員が小学生・中学生を対象に行う「理科出張授業」に、高校生（自然科学部の生徒か

アドバンストサイエンスコースの生徒）がティーチングアシスタントとして参加し、実験の指
導にあたる。

( )科学教室 「清陵☆わくわくサイエンス」o
学校祭「清陵祭」において、地域住民を対象とした科学教室「清陵・わくわくサイエンス」

を実施する。

エ 国際的な自然科学研究で活躍する生徒を育成する研究
グローバルサイエンス

( )サイエンスダイアログp
による「サイエンスダイアログ」を利用し、外国人の学振研究員による教JSPS
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ふるさとスーパーサイエンス
、 、 、( l )秋田の科学再発見 (m)清陵エネルギー体験講座 (n)ヤングティーチングアシスタント

(o)清陵☆わくわくサイエンス を実施する。
エ 国際的な自然科学研究で活躍する生徒を育成する研究

グローバルサイエンス
( )サイエンスダイアログ、( )プロジェクト研究発表会、( )海外研修 を実施する。p q r

第二年次
前年度の成果を参考にして、各カリキュラムを改善して実施する。前年度に生徒が身に付け

た基礎的学力を土台にして、科学・技術系のコンテストなどに積極的に応募する。( )海外研修r
の実施対象をアドバンストサイエンスコース全体に拡大する。

第三年次
第二年次と同様に実施する。第一年次に入学した生徒は三年生になっているので、新しいカ

リキュラムが生徒の進路希望に与えた影響を分析する。
第四年次

第三年次の成果を生かしつつ、改善して実施する。第三年次で中・高全学年に対するカリキ
ュラムを実践したことになるので、それらの成果を評価し、教育課程を徹底的に改善する。
第一年次の中学生が高等学校に進学してくる年であり、これまでの中学生との科学的な探究

能力の違いを重点的に比較・評価する。また第三年次に高校を卒業した生徒の進路についても
詳細に検討する。

第五年次
最終年次となるので、これまでのと同様の実践を行いつつ、研究成果の発表、交流に重点を

。 。おいて活動する これまでの成果を総括するための研究を職員と外部機関の連携によって行う

第一年次の研究計画

研 究 内 容 対象 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
( ) ドリームサイエンス 中３ ○d
( ) 探究基礎 高１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○a
( ) エネルギー体験授業 高１ ○m
( ) 高２ ○n ヤングティーチングアシスタント

( ) 探究 高２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○a
( ) 探究発展 高３ ○ ○a
( ) スーパー理数授業 高２ ○j
( ) 自 ○o 清陵☆わくわくサイエンス

( ) 清陵科学セミナー 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○c
( ) ○ ○h 清陵科学オリンピック AS
( ) 全 ○b スーパーサイエンスレクチャー

( ) プロジェクト研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○q AS
( ) 海外研修 ○r AS

○ ○ ○ ○ ○ ○研究報告書作成
○ ○運営指導委員会

※自→自然科学部、 →アドバンストサイエンスコース、全→全学年 を表す。AS

（２）評価計画
実践の評価には、主にアンケート、探究活動の成果、外部機関からの評価等の手段を用いて

行う。

育プログラムに参加する （アドバンストサイエンスコース）。
( )プロジェクト研究発表会q

アドバンストサイエンスコースの「プロジェクト研究」の成果発表を英語で行う。英語のプ
レゼンテーションの指導を本校 と博士号教員が行う。発表会には外国人研究者（国際教養ALT
大学・秋田県立大学）を招き、議論に参加していただく。高校２年次に実施。

( )海外研修r
現地の研究機関の見学や高校生との交流を行う。
事前準備 本校と訪問先の生徒がテレビ会議を行い、現地での交流会を企画する。
候 補 地

候補地 研究機関 研究機関訪問のテーマ
韓国 急発展する韓国の科学技術・政策KAIST
台湾 新竹サイエンスパーク 世界の半導体技術
ハワイ すばる望遠鏡 「宇宙への扉」最先端の観測施設

活動内容 ・研究施設の訪問
・現地高校生との英語による交流会

対 象 アドバンストサイエンスコースの希望者

（３）必要となる教育課程の特例等
①必要となる教育課程の特例とその適用範囲

総合的な学習の時間（１単位）と高校１年生の必履修科目である情報Ａ（普通科２単位 、総）
合技術科は総合的な学習の時間（２単位）と必履修科目である情報技術基礎（１単位）をあわ
せて両学科ともに３単位とし、学校設定科目「探究基礎」として実施する。

②教育課程の特例に該当しない教育課程の変更
ア．ドリームサイエンス
中学校３年生の「総合的な学習の時間」の１０時間を用いて、学校設定科目「ドリームサイ

エンス」を実施する。
イ．探究
高校２年次の総合的な学習の時間（１単位）において、学校設定科目「探究」を実施する。

５ 研究計画・評価計画

（１）研究計画
第一年次
ア 中高一貫教育の特色を活かし、科学好きな生徒を育成する教育の研究

科学男子・科学女子プログラム
( )清陵プロジェクト（全校 、( )スーパーサイエンスレクチャー（全校 、( )清陵科学セミa b c） ）

ナー（全校 、( )ドリームサイエンス（中学校３年次 、( )清陵サイエンスライブラリーを実施） ）d f
する。また( )科学部の連携については、中校合同の「自然科学部」を新たに立ち上げ、意欲的e
な生徒を募る。

イ 効果的な高大連携・地域連携により、創造的な研究を行える人材を育成する教育の研究
アドバンストサイエンス
２年生アドバンストサイエンスコースを対象に、( )プロジェクト研究、( )清陵科学オリンg h

ピック、( )スーパー理数授業 を実施する。j
ウ 地域の科学を発見し、地域とともに発展する科学教育の研究

－ 18－



ふるさとスーパーサイエンス
、 、 、( l )秋田の科学再発見 (m)清陵エネルギー体験講座 (n)ヤングティーチングアシスタント

( o)清陵☆わくわくサイエンス を実施する。
エ 国際的な自然科学研究で活躍する生徒を育成する研究

グローバルサイエンス
( )サイエンスダイアログ、( )プロジェクト研究発表会、( )海外研修 を実施する。p q r

第二年次
前年度の成果を参考にして、各カリキュラムを改善して実施する。前年度に生徒が身に付け

た基礎的学力を土台にして、科学・技術系のコンテストなどに積極的に応募する。( )海外研修r
の実施対象をアドバンストサイエンスコース全体に拡大する。

第三年次
第二年次と同様に実施する。第一年次に入学した生徒は三年生になっているので、新しいカ

リキュラムが生徒の進路希望に与えた影響を分析する。
第四年次

第三年次の成果を生かしつつ、改善して実施する。第三年次で中・高全学年に対するカリキ
ュラムを実践したことになるので、それらの成果を評価し、教育課程を徹底的に改善する。
第一年次の中学生が高等学校に進学してくる年であり、これまでの中学生との科学的な探究

能力の違いを重点的に比較・評価する。また第三年次に高校を卒業した生徒の進路についても
詳細に検討する。

第五年次
最終年次となるので、これまでのと同様の実践を行いつつ、研究成果の発表、交流に重点を

。 。おいて活動する これまでの成果を総括するための研究を職員と外部機関の連携によって行う

第一年次の研究計画

研 究 内 容 対象 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
( ) ドリームサイエンス 中３ ○d
( ) 探究基礎 高１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○a
( ) エネルギー体験授業 高１ ○m
( ) 高２ ○n ヤングティーチングアシスタント

( ) 探究 高２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○a
( ) 探究発展 高３ ○ ○a
( ) スーパー理数授業 高２ ○j
( ) 自 ○o 清陵☆わくわくサイエンス

( ) 清陵科学セミナー 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○c
( ) ○ ○h 清陵科学オリンピック AS
( ) 全 ○b スーパーサイエンスレクチャー

( ) プロジェクト研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○q AS
( ) 海外研修 ○r AS

○ ○ ○ ○ ○ ○研究報告書作成
○ ○運営指導委員会

※自→自然科学部、 →アドバンストサイエンスコース、全→全学年 を表す。AS

（２）評価計画
実践の評価には、主にアンケート、探究活動の成果、外部機関からの評価等の手段を用いて

行う。
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実践の評価には、主にアンケート、探究活動の成果、外部機関からの評価等の手段を用いて
行う。

( )科学に対する意識調査a
生徒の科学に対する意識の調査。高校入学生、卒業生に対して行い、本取組で生徒がど
のように変容したかを分析する。

( )運営指導委員による評価b
７－（１）で定める運営指導委員に本取組の評価を依頼する。
( )校内調査c
校内職員・生徒に対して、スーパーサイエンスハイスクールの取組に関する質問調査を
行い、分析を経て次年度以降の活動を改善する。

( )研究報告書の作成d
研究報告書を作成し、本研究の成果を学内外に広めることで外部からの評価を集める。
報告書においては、コンクールでの発表歴・受賞歴や生徒の進路などの客観的な結果を
もとにして、教育効果の分析を行う。

研 究 内 容 回答 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
( )科学に対する意識調査 高1 3 ○ ○ ○a /
( )運営指導委員の評価 委員 ○ ○b
( )校内調査 全員 ○c
( )研究報告書作成 ○ ○ ○ ○ ○d

※「回答」はアンケート調査などの回答者を表す。
※ ( )において、高校１年生の調査を４月、高校３年生の調査を２月に実施する。a

－２ 研究開発の経緯III

１ 研究体制の確立
（１）組織図

ＳＳＨ事業企画本部 運営指導委員会(SSHアドバイザー)
秋田県教育庁高校教育課

統括責任者 秋田大学
吉原 慎一（校長） 秋田県立大学

東北電力
よこて発酵文化研究所

部 長 秋田県南商工業振興会
谷口 敏広 （教頭）

総 務 企 画 班高瀬 聡 （教頭）
藤肥 良清 班 長・・福原 克弘（主幹兼事務>

副班長・・上田 満
班 員・・瀬々 将吏ＳＳＨ運営企画部

［主任］ 福原 克弘
［副主任］ 佐々木純悦

カリキュラム研究班
班 長・・菅原 敏紀
副班長・・高橋 悦美
班 員・・各教科主任
数学 小松田信之アドバンストサイエン

提携
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副班長・細谷 進 情報 信田 正之
班員・・数学科・理科 家庭 粟津 奈々

国際交流班 探究研究班 評価法研究班 大学地域連携研究班
班長・・佐藤 三雄 班長・・信田 正之 班長・・小松田信之 班長・・高久 英夫
副班長・佐藤 香 副班長・上田 満 副班長・相馬 敦史 副班長・加藤 司
班員・・国際研修部 班員・・各学年主任 班員・・各学年部

（２）各班の主な研究（職務）内容
総務・企画班・・・・・・ 全般に関する企画・運営や各班の調整など。SSH
カリキュラム研究班・・・教育課程の調整、学校設定科目等に関すること。
アドバンストサイエンス推進班・・アドバンストコースの計画・運営など。
探究研究班・・・・・・・ 探究 「清陵プロジェクト」の計画・運営など。「 」
評価法研究班・・・・・・評価方法の研究及び調査、検証など。
大学・地域連携研究班・・大学や地域との連携に関すること。

（３）運営指導委員会（ＳＳＨアドバイザー）

氏 名 所 属 職 名
菅原 勉 秋田県教育庁高校教育課指導班 指導主事
佐藤 彰久 秋田県教育庁高校教育課指導班 指導主事

（ ）井上 浩 秋田大学 教授 副学長
森 弘一 秋田県立大学 教授（理事）

（ ）表 實 東北公益文科大学 教授 副学長
中沢 雅美 東北電力秋田支店 副支店長
辻田 廣光 秋田県南商工業振興会 監事所長
多賀糸敏雄 よこて発酵文化研究所 所長
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２ 研究開発の経緯
【平成２２年度事業一覧】

※運営指導委員会は年２回実施
第１回 ６月２３日（金）
第２回 １２月１４日（水）

ア 科学男子・科学女子育成プログラム
中高一貫教育の特色を活かし、科学好きな生徒を育成する教育の研究

( ) 探究活動「清陵プロジェクト」a
・清陵プロジェクトⅠ（中学 、清陵プロジェクトⅡ（高校１年）探究基礎は計画通）
り進められた。
特に、高校１年生は、後期後半から来年度の本格的な探究に向けた準備授業（グ

ループごとの探究、次年度テーマ設定）などに取り組んだ。
・清陵プロジェクトⅡ（高校２年）探究
昨年度と違い、通年１単位（火曜６校時）で取り組んだ。数学・理科分野ゼミ探究
のテーマが多岐にわたり指導に難儀している。
今年度は、探究については大学や企業の研究と重なるテーマで内容を深める追求

月日 事業内容 研究目標 場所 対象者
7月10日(土) コアＳＳＨ合同研修会（アブラナ） イ 岩手大学 自然科学部
7月13日(火) 「はやぶさ」ライブ中継 イ 横手市役所 高２ASC
8月6日(金) SSH生徒研究発表会（全国） イ パシフィコ横浜 高２ASC
8月18日(水) コアＳＳＨ研究会（ゲンジボタル） イ 八戸北高校 自然科学部
8月25日(水) IVICT講演 ア 本高 高校１年生
10月9日(土) 清陵科学セミナー① ア 本校 高２ASC

中ロボット部
10月20日(水) スーパーサイエンスレクチャー① ア 本校 中高
11月8日(月) 清陵☆わくわくサイエンス　 ウ 本校 高２ASC
11月12日(金) スーパー理数授業（化学） イ 本校 高２数理コース
11月13日(土) 秋田県児童生徒理科研究発表会 イ 秋田大学 自然科学部

ロボット部

11月17日(水) 清陵科学セミナー② ア 本校 高２ASC
家庭クラブ

12月9日(木) メカロ見学 イ 秋田県大潟村 高２ASC

1月9日(日 ) 国内研修 イ
日本科学未来館
つくば学園都市
慶應義塾大学

高１希望者

1月27日(木) 校外研修（エネルギー） イ 東北電力（能代）
能代風力発電所 高２ASC

1月28日(金) 発酵フォーラムi n横手 イ かまくら館 高２ASC
家庭クラブ

1月29日(土 ) 東北・北海道地区研究発表会 イ 大館鳳鳴高校
2月4日(金) サイエンスダイアログ エ 本校 高２数理コース
2月9日(水) 探究発表会 ア 本校 高１・高２
2月9日(水) SSH研究発表会 イ 本校 高１・高３
2月9日(水) スーパーサイエンスレクチャー② イ 本校 高校１・２年生
2月10日(木) ドリームサイエンス ア 本校 中３
2月23日(水) スーパー理数授業（生物） イ 本校 高２数理コース
2月26日(土) コアＳＳＨ報告会（アブラナ） イ 水沢高校 自然科学部

3月4日(金) スーパー理数授業（数学） イ 本校
高１
高２数理コース
中３
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月日 事業内容 研究目標 場所 対象者
7月10日(土) コアＳＳＨ合同研修会（アブラナ） イ 岩手大学 自然科学部

7月13日(火) 「はやぶさ」ライブ中継 イ 横手市役所 高２ASC

8月6日(金) SSH生徒研究発表会（全国） イ パシフィコ横浜 高２ASC

8月18日(水) コアＳＳＨ研究会（ゲンジボタル） イ 八戸北高校 自然科学部

8月25日(水) IVICT講演 ア 本高 高校１年生

10月9日(土) 清陵科学セミナー① ア 本校
高２ASC
中ロボット部

10月20日(水) スーパーサイエンスレクチャー① ア 本校 中高

11月8日(月) 清陵☆わくわくサイエンス　 ウ 本校 高２ASC

11月12日(金) スーパー理数授業（化学） イ 本校 高２数理コース

11月13日(土) 秋田県児童生徒理科研究発表会 イ 秋田大学
自然科学部
ロボット部

11月17日(水) 清陵科学セミナー② ア 本校
高２ASC
家庭クラブ

12月9日(木) メカロ見学 イ 秋田県大潟村 高２ASC

1月9日(日) 国内研修 イ
日本科学未来館
つくば学園都市
慶應義塾大学

高１希望者

1月27日(木) 校外研修（エネルギー） イ
東北電力（能代）
能代風力発電所

高２ASC

1月28日(金) 発酵フォーラムin横手 イ かまくら館
高２ASC
家庭クラブ

1月29日(土) 東北・北海道地区研究発表会 イ 大館鳳鳴高校

2月4日(金) サイエンスダイアログ エ 本校 高２数理コース

2月9日(水) 探究発表会 ア 本校 高１・高２

2月9日(水) SSH研究発表会 イ 本校 高１・高３

2月9日(水) スーパーサイエンスレクチャー② イ 本校 高校１・２年生

2月10日(木) ドリームサイエンス ア 本校 中３

2月23日(水) スーパー理数授業（生物） イ 本校
高２数理コース

2月26日(土) コアＳＳＨ報告会（アブラナ） イ 水沢高校 自然科学部

3月4日(金) スーパー理数授業（数学） イ 本校
高１
高２数理コース
中３



ができなかった。来年度の課題となる。
・２月９日（１０月学校祭で中間発表）に全員がポスターセッションを行った。当日
はＳＳＨ課題研究の発表会も同時に行い、ＪＳＴや大学からの指導・助言者の出席を
いただいた。中学３年生、高校１年生、高校２年生保護者の参加も得た。
・探究論文は２月中に完成し、抜粋論文集を作成、３月に優秀論文を表彰した。

( ) スーパーサイエンスレクチャーb
超一流の科学者による中高全員を対象とした講演会（年１回 。）

・北里大学名誉教授 医学博士 長井辰男氏 １０月２０日実施。
「頭脳のスイッチを にし、無限の可能性を開花させよう 」ON 。

・ 今まで一番感動した 「真理を追究することの大切さがわかった」等の各学年の「 」
生徒の感想が得られた。

( ) 清陵科学セミナー（中学生以上）c
地域に開かれた科学講座（全校の希望者）

・第１回 公益文科大学副学長 表 実氏 １０月９日実施
「インターネット望遠鏡について」

中学生（ロボット部 、高校生（アドバンストサイエンスコース 、横手高校天文部） ）
・第２回秋田県立大学秋山美展氏 「食物の化学」 実施。
高校生（アドバンストサイエンスコース） 家庭クラブ

・ＳＳＨ課題研究 探究発表が行われた２月９日に、岩手医科大学学長小川彰氏の講演/
「医療職を目指すに当たって」を中学３年、高校１年生を対象に実施した。

( ) ドリームサイエンス（中学生対象）d
・秋田県博士号教員（７名）による実験、観察の授業（中学３年生）
１月には、宇宙論が専門の秋田高校の博士号教員の講義を実施。

・ わか杉思考コンテスト」への参加 . 数学オリンピックへの挑戦「 Jr

( ) 科学部活動の中高連携e
・合同での実験や課題研究は進んでいないがビオトープ研究を予定している。
憩いと環境教育の場として「清陵ビオトープ」が完成。中学３年生に名称を募集し
「 （ ） 」 。 、 、青春 はる の池 と決まる 生きた教材園として理科の学習や 総合的な学習
課題研究を行える場を作る。中学生ロボット部のビオトープ班が推進役だが、今後
自然科学部と協力していく。

( ) 清陵サイエンスライブラリーf
自然科学書や大学初年度の教科書導入 「探究」で必要な書籍の充実をはかる。、
・図書部と協力して、前期・後期の２回、職員へのアンケートを実施した。前期、後
期で４０万円分の書籍を購入。 コーナーが図書室に設置され、多くの生徒が利SSH
用している。

・ 相対論」などに興味を持つ中学生や高校生でゼミを来年度より数回実施予定。「
・高校で使用する教科書を見たいという中学生の声があり、高校の各教科の教科書を
展示している。

イ アドバンストサイエンス

効果的な高大連携・地域連携により、創造的な研究を行える人材を育成する教育の研
究

( ) プロジェクト研究g
アドバンストサイエンスコースを３班構成にし、土曜日や長期休業中に大学や企業
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との連携により、課題研究を行っている。
①エネルギー資源
マグナス式風力発電の研究を、秋田県のメカロ株式会社の協力、指導を得て進め
た。１２月９日、発電施設の見学を実施。スパイラル型にこだわらず、揚力を発
生する形体について来年度より研究を進める予定。テーマの絞り込みが必要。
②バイオ分野
「いぶりがっこの活性酸素消去能力」について秋田県立大学教授秋山美展氏の指導
を受けた。ユニークなデータが得られた。２月課題研究報告会で 発表。

③物理・地学分野
秋田大学上田氏 東北公益文科大学副学長表実氏の協力、指導を得て「横手の星
空、世界の星空」というテーマで研究を行った。慶応義塾大学インターネット望
遠鏡を利用しての「ケプラーの法則の検証実験 、天体望遠鏡を利用した「月の」
クレーターの高さ」を調べる実験を行っている。２月課題研究報告会で「ハート
レー彗星の光度測定」を発表。

( ) 清陵科学オリンピックh
３年次に２年次のアドバンストサイエンス選択者の希望者を対象に、科学オリンピ
ックに挑戦する。生物選択者数名が「生物チャレンジ」に参加した。

( ) 長期休業中の各種課外活動への積極的参加i
・東北大学「科学者の卵」にアドバンストサイエンスコースから１名が参加。
・７月１０日に横手市役所で行われた「はやぶさ ライブ中継」にアドバンストサイ
エンスコースが参加した。
・１月９日～１１日に第１回国内研修として、科学未来館、高エネルギー加速器研
究機構、 、慶応大学での研修を１年生１８名を対象として実施した。JAXA
・１月２８日に横手市かまくら館で行われた「発酵フォーラム 横手」に、アドバin
ンストサイエンスコース発酵班と家庭クラブが参加した。

( ) スーパー理数授業（高２通常授業・２時間）j
秋田県内博士号教員や研究者による特別授業を実施した。
化学 秋田大学岩田吉弘教授 燃料電池 １１月実施 ２年生数理コース
生物 横手清陵学院高校 信田正之 実習 ２月実施PCR
数学 河合塾 中島さち子 数学が好きになる思考法 ３月実施

( ) 自然科学系部活動の推進k
・自然科学部（高校 「シロツメクサの多葉形成の要因について」他）

日本学生科学賞秋田県知事賞受賞 全国３等
・ロボット部（中学 「花粉管の成長」他）

秋田県小中高理科研究発表大会
・家庭クラブ（高校 「ルージュ マカロン」他） de

秋田県高校生商品開発
・メカトロ部（高校 「相撲ロボット 「エコノムーブ」他） 」

全国大会出場
・ ものづくり研究班（高校 「 による電子ミニミニかまくら」他ICT LED）

県内高校生初の実用新案特許を取得

ウ ふるさとスーパーサイエンス

秋田の科学を発見し、地域とともに創造する科学教育の研究

( ) 秋田の科学再発見l
本校を横手地区の「科学ステーション」にという目標を立て、今年度から取り組み
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。「 」「 」「 」「 」 。を始めた 風力発電 雪利用 発酵文化 湧き水と生物 が今年の課題である
・秋田の発電施設「火力発電と風力発電」の見学と学習をアドバンストコースを対
象として、能代市で１月２７日に実施 「バイオマス発電 「地熱発電」については。 」
本年度実施できなかった。

( ) 清陵エネルギー体験講座m
本校の雪冷房システムと太陽光発電システムを題材に、新エネルギーについて知識

を深める。高校１年次を対象としたが本年度は実施できなかった。
来年度秋田県温暖化対策室の講演を予定している。

( ) ヤングティーチングアシスタントn
本校職員の小中学校「理科出張授業」のティーチングアシスタントとして参加し、

実験の指導をする。→本年度は未実施
・中学生に対する体験授業（ 物理）のアシスタントとしてアドバンストコースSSH
の生徒が参加した。

( ) 清陵☆わくわくサイエンスo
学校祭にて、地域住民を対象とする科学教室を実施する。

「 」 。 、・１０月２４日に 液体窒素についてのわくわく実験 を行う 子供達ばかりでなく
一緒に来た祖父母が積極的に参加してくれた。

エ グローバルサイエンス
国際的な自然科学研究で活躍する生徒を育成する教育の研究

( ) サイエンスダイアログp
・ による、外国人の学振研究員による生物の授業（２年数理コース対象）を２JSPS
月４日に実施した。

( ) プロジェクト研究q
アドバンストサイエンスコースの「プロジェクト研究」の論文アブストラクトを英

文で作成する。指導は本校 と博士号教員。本年度は実施できなかった。ALT

( ) 海外研修r
アドバンストサイエンスコースの希望者を対象とするが今年度は実施しない。来年

度実施を検討している。
・現地の研究員と高校生の交流
・事前準備 テレビ会議
候補地 すばる望遠鏡（ハワイ） 「宇宙への扉」最先端の観測施設

新竹サイエンスパーク（台湾） 世界の半導体技術
（韓国） 急発展する韓国の科学技術KIAST

活動の評価について
① 事業の評価（生徒、保護者や運営指導委員会）SSH
②生徒や職員の科学に関する意識調査（事前・事後）
③研究報告書の作成
④評価方法の研究 来年度大学と共同研究の予定
⑤その他
・第１回 生徒アンケート「おらほのスーパーサイエンス」を実施。現在デーSSH
タ解析を進めている。中学生、職員、保護者アンケートを実施した。

・ＪＳＴのアンケートを実施した。

－ 25－



課題研究発表への取り組み

生徒科学研究発表会、 全国および地域交流会、ポスターセッション（探究 、SSH ）
各科学オリンピック、各種学会などに積極的に参加する。
アドバンストサイエンスコースや自然科学系部活動、理科の授業、ものづくり関

連など。
・秋田県小中高生徒理科研究発表大会（１１月１３日）
・北海道 東北地区 発表交流会（大館 １月実施）/ SSH
・本校の探究活動ポスターセッション及び 課題研究発表（講演会を含む）SSH

（２月９日）
・ 全国交流会（８月横浜）SSH

【研究テーマ一覧】

研究テーマ グループ 指導者
シロツメクサの多葉形成の要 自然科学部（シロツメ 信田 正之
因について クサ班） ３名
アブラナ科植物の遺伝的多様 自然科学部（アブラナ 信田 正之
性に関する研究 班） ３名
いぶりがっこの活性酸素消費 コース 発酵班 信田正之・福原克弘AS
能力 ４名 ・瀬々将吏
インターネット望遠鏡による コース 天文班 瀬々 将吏AS
ハートレー第２彗星の光度測 ５名
定
スパイラルマグナス風車を用 コース エネルギ 福原克弘・瀬々将吏AS
いた発電のしくみ ー班 ２名

【探究基礎 研究テーマ一覧】

制汗剤の香りについて 「うわさ」の広がるメカニズム
効果を通してみる横手市 恋愛上手になるために
世界の行事 なぜ携帯小説は流行ったのか
身近で雪をどのように有効活用できるか 各世代が好む色とそのイメージ
電子書籍は普及するのか 美について
納豆に合う食材は？ 美の条件
どうやったら本番で本領発揮できるか なぜ風邪を引くのか
心理的圧力と人間の行動 雪に消音効果はあるのか
もてる顔の条件 女 . 味覚の秘密 ～濃い味を好む秋田県民～Ver
言葉の違い 人を好きになる条件
時間の使い方、感じ方について 秋田活性化プロジェクト

※「探究」についてはテーマ数が多いため、参考資料に掲載した。

－ 26－



－ 27－



№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 18 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
38.9% 50.0% 11.1% 0.0% 0.0%
83.3% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0%
55.6% 38.9% 5.6% 0.0% 0.0%
83.3% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0%
66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

日本科学未来館

使用機器等

・私は今までそんなに科学というものに興味はありませんでしたが、今回この場
所を訪れて、とても興味を持つことができました。宇宙の食について詳しく調べ
ました。とても工夫されていておもしろいと感じました。また、調べて発表すること
の楽しさも感じられ、とても良い研修でした。
・展示１つ１つがとても興味深く、もっと時間が欲しかった。宇宙食の工夫や科学
を使ってのアート作品など今まで知らなかった分野を知ることもできた。自分た
ちが普段習っている数学や理科は、こんなに進んでいる科学分野の基であるこ
とを改めて感じた。
・この前国語で習った事もあるが、〝ささいな発想〟が成功につながるものであ
る。それはさまざまな分野に活かされることであるが、科学では特に影響の出る
ものである。努力と運が科学者達の武器。そういう見方があると知り、科学に対
する関心が高まった。
・科学コミュニケーターの人の話の中で「日本人がアメリカ人などと比べて発表
が苦手なのは、発表の練習をしていないからだ」という話を聞いて、自分も頑張
れば、発表が上手くなるということに自信をもてました。

国内研修（日本科学未来館）

講義題

講義内容

平成２３年１月９日（日）

高校１年生

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

Ｑ５

5

4

3

2

1
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№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 18 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
0.0% 25.0% 56.3% 18.8% 0.0%
12.5% 56.3% 25.0% 6.3% 0.0%
31.3% 43.8% 18.8% 6.3% 0.0%
87.5% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0%
26.7% 60.0% 13.3% 0.0% 0.0%

・ミニビックバンを発生させるのは、反粒子を探るためと知りました。また、粒子、
反粒子の性質の違いを明らかにするために研究をしていると知りました。詳しく
反粒子について学んでみたいと思いました。
・粒子（素粒子）の研究は地球ができてから現在に至るまでのことを調べるだけ
でなく、新薬の開発にも役立っているのを知って、分野が広いなと思った。また、
研究でも基礎が大切だということがわかった。
・ずっと興味を持っていた素粒子についての研究について、今までより詳しく知
ることができました。高度な内容でしたが、自分なりにはある程度理解できたと
思います。将来このような施設で研究していたいです。
・印象に残ったのは、微小領域を分析する放射線マイクロビームで、それで髪の
毛をみて、その人がどんな病気にかかるかわかるなど、粒子の研究でそんなこ
とまで分かるんだなと思った。
・いろんな機械を使って電子と陽子に分ける技術がすごいと思いました。

国内研修（高エネルギー加速器研究機構）

講義題

講義内容

平成２３年１月１０日（月）

高校１年生

高エネルギー加速器研究機構

使用機器等

Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

Ｑ５

5

4

3

2

1

－ 30－



№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 18 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
62.5% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0%
81.3% 18.8% 0.0% 0.0% 0.0%
68.8% 25.0% 6.3% 0.0% 0.0%
43.8% 50.0% 6.3% 0.0% 0.0%
60.0% 33.3% 6.7% 0.0% 0.0%Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

筑波宇宙センター

使用機器等

・展示しているものが見本用に作ったのでなく、実験に使ったりした物だったの
で、とてもリアルに感じた。宇宙には約3,000機もの人工衛星が飛んでいると知っ
た。人間が宇宙という存在にかなり近づいてきていると改めて知り、科学の発展
力に底はないと感じた。
・地球の自転と同じ周期の軌道にのせていつでも同じアンテナで受信できるよう
にしているということを聞いた時には、そんな事も可能なのかと驚きました。
・ロケットはめちゃ大きくてすごい威圧感だった。マジックテープという一見弱そう
なものが衛星にも使われていると知り驚いた。宇宙に少し興味をもった。
・音響体験なかなかできないのですごかったです。音だけなのに振動がすごくき
ました。
・たくさんの人工衛星について、たくさん説明を聞き、とても詳しくなった気がしま
す。きぼうに実際に入ってみて、仕組みがよく分かりました。

国内研修（筑波宇宙センター）

講義題

講義内容

平成２３年１月１０日（月）

高校１年生

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

Ｑ５

5

4

3

2

1
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№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 16 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
35.7% 42.9% 14.3% 7.1% 0.0%
64.3% 28.6% 7.1% 0.0% 0.0%
42.9% 35.7% 21.4% 0.0% 0.0%
64.3% 35.7% 0.0% 0.0% 0.0%
46.2% 46.2% 7.7% 0.0% 0.0%Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

慶應義塾大学　日吉キャンパス

使用機器等

・大学の実験を見て、みんな違う実験をしていて、しかも内容も難しかった。文系の人も
理科を１年学ぶと聞いて驚いた。高校のほうは化石や望遠鏡、いろいろと珍しいものを
みることができた。SSHに指定されていて、これから自分たちがどんな活動をしていくの
か参考になった。いろんな研究をしてまとめて発表する活動が多いんだなと思った。２
年生になって自分たちもSSHに関わっていくので、いろいろと参考になるものが見れて
よかったです。学校に望遠鏡がついていて天体観測ができるのが、すごくうらやまし
かったです。
・高校までとは違い、１つの実験室に複数のグループに別れてより高度な内容の実験
をしていた。光や音についてなど、身の回りにある物を詳しく細かく調べていた。このよ
うな授業内容にあこがれも抱いた。貴重な石や天文台など興味のある物が数多くあり
興奮した。
・「ドップラー効果」など、本で聞きかじった内容があったので、日々の積み重ねが大学
教育にもつながっていることを知ってとてもうれしかった。
・慶應義塾高校の、大学に並設していることならではの内容を見て、中・高の清陵も良
いけれど、高・大も良いところが多いなあと思いました。
・研究室がたくさんあって驚きました。研究内容もハードなもので大変だと思いました。
望遠鏡がくるくる回るところを初めて見ましたが、清陵にもつけて欲しいと思いました。

国内研修（慶應義塾大学）

講義題

講義内容

平成２３年１月１１日（火）

高校１年生
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－３ 研究開発の内容III

外部講演会等への参加

学校外部で行われる講演会等に参加することで、科学技術に関する興味１．仮 説
・関心を高めることができる。

２．検証内容・方法
以下の３つの講演会に参加し、ワークシートにより生徒の変容を捉える。

( ) 「はやぶさ」ライブ中継1
18 00 19 30日 時 平成２２年７月１３日（火） ： ～ ：

場 所 秋田大学 横手分校 （横手市役所）
講 師 川口 淳一郎 ( ) （秋田大学からのビデオ中継）JAXA
演 題 「はやぶさ」小惑星の秘密に挑んだ７年の旅
参加者 高校２年生アドバンストサイエンスコース 名12

自然科学部 名6
( ) 「楽しむ科学教室」2

13:00 17:00日 時 平成２２年１１月２１日（日） ～
場 所 ホテルサンルート一関 『芙蓉』
講 師 鈴木 厚人 ( )KEK
演 題 「素粒子で宇宙・物質を覗く」 ～素粒子加速器：顕微鏡と望遠鏡の働

き～
参加者 自然科学部 高校 年生 名1 1

( ) 発酵フォーラム 横手3 in
14 00 15 00日 時 平成２３年１月２８日（金） ： ～ ：

場 所 かまくら館２階 ホール （横手市）
講 師 小泉武夫 （東京農業大学名誉教授・よこて発酵文化研究所顧問）
演 題 スモーク（燻し）文化と人間の知恵
参加者 高校２年生アドバンストサイエンスコース 発酵班 名3

家庭クラブ 名20

３．検 証
いずれの講演会においても、それぞれのトピックに興味を持った生徒が有益な知
識を得られた。特に「はやぶさ」ライブ中継においてはワークシートの中でアン

、「 」 。ケートを実施し 自然科学への興味が湧いた と答えた生徒が過半数にのぼった
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№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 18 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

「はやぶさ」ライブ中継

講義題

講義内容

「はやぶさ」小惑星の秘密に挑んだ７年の旅

この７年間、はやぶさの宇宙の旅を見守り続けたプロジェクトマネージャ
の川口教授が講演、はやぶさプロジェクトの目的と主な科学技術成果
に触れ、また特に、復路の航海を中心に運用上のトラブルと、それを克
服してきたプロジェクトチームの活動を紹介します。

平成２２年７月１３日（火）　18：00～19：30

自然科学部（1年生）、ASコース（2年生）

秋田大学　横手分校　（横手市役所）

プロジェクタ，パソコン

JAXA宇宙航空研究開発機構

川口　淳一郎

宇宙航空システム

教諭　瀬々将吏

・ニュースでしか知ることがなかった「はやぶさ」について詳しく知ることができて
良かったと思う。カプセルの中身が何か気になった。
・イオンエンジンなど、自分たちの周りにはなかなか無いものが使われていてす
ごいと思った。
・「はやぶさ」の技術をこれからも使っていければもっと宇宙のことを知っていける
と思った。いつかこの先の未来で太陽系の大航海時代が到来すればいいなと
思った。
・クロス運転についてもっと知りたい。スウィングバイについて興味をもった。

使用機器等

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
0.0% 10.0% 60.0% 30.0% 0.0%
10.0% 60.0% 10.0% 20.0% 0.0%
20.0% 50.0% 30.0% 0.0% 0.0%
60.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0%
10.0% 70.0% 20.0% 0.0% 0.0%Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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ドリームサイエンス

秋田県の博士号教諭による授業に参加することにより、自然科学への興１．仮 説
味、関心、意欲を高めることができる。また、研究者から研究生活につ
いて話を聞くことにより、高校に入学してから取り組む「探究」などの
ＳＳＨ活動への興味・関心・期待感を高めることができる。

２．検証内容・方法
秋田高校 内田祐貴先生による宇宙論の授業参加し、ワークシートを完成させる
ことで講演によって得た知識を客観的にとらえさせる。
日 時 平成２３年２月１０日（金） ２・３校時
対 象 中学校３年生
講 師 内田祐貴 （秋田高校 博士号教員）

３．検 証
・ 宇宙」という誰でも興味をもてるテーマで、観測写真をふんだんに使った授業「
であったため 「わかりやすかった 「おもしろかった」で最高値（５）をつけて、 」
いる生徒が半数以上にのぼる。生徒に「理科は楽しい」と感じさせるのに有効だ
ったことがわかる。
・感想欄からは 「宇宙にはまだ謎がたくさんある」ということに新鮮な驚きをう、
けた生徒たちの姿がみてとれる。小学校、中学校のカリキュラムで、いかに「答
えのある問題」ばかりを教わっているかということが浮き彫りになった。高校に
入学してから本格的に取り組むことになるＳＳＨ研究における基本的な態度－答
えの知られていない問題に取り組む－を植え付けることができた。

－ 35－



№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 69 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

使用機器等

秋田高校

宇宙

瀬々　將吏

・私は理科が苦手で難しそうな内容で少し嫌だなあと思っていました。でもわかりやすくて本当におもしろ
かったです。「理科は謎があるからおもしろい」という先生の言葉をもとに苦手を克服したいです。
・授業で習ったことや数字を利用して星の距離を求めることができるなんてすごいと思った。
・私は星について少し興味を持っていたので今回の授業でもかなり興味をもつことができました。ブラック
ホールは吸いこむだけでなくエネルギーを放出していることなど分かりました。
・宇宙について分かっていることはたくさんあったと思ったけれど、まだまだ知らないことがたくさんあるという
ことにびっくりしました。高校生でも宇宙の実験について提案していたということで、自分も少し興味をもちま
した。
・人間は今まで考えられないようなことを実現していきているんだなあと驚きました。様々な方法を利用して
色々なことを証明してきている人間はすごいと改めて感じました。
・１光年があんなに遠いなんてびっくりしました。また、すばる望遠鏡でみた映像はすばらしかったです。あん
なに大きいレンズも少しみてみたいなあと思いました。いろいろな映像をみて、楽しく授業をうけることもでき
ました。
・今回の講演を聞いて思ったことは「宇宙の観測はけっこう大胆にやっている」ということです 特に 月に鏡

ドリームサイエンス

講義題

講義内容 理科の単元「宇宙と地球」に関する話題、特に宇宙論や宇宙技術など
の最先端研究の内容に触れることにより、生徒の興味関心を高める。

平成２３年２月１０日（金）　２・３校時

中学３年生

清陵ホール

プロジェクタ、パソコン

内田祐貴

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
58.5% 30.8% 10.8% 0.0% 0.0%
83.1% 13.8% 3.1% 0.0% 0.0%
60.0% 30.8% 9.2% 0.0% 0.0%
56.3% 29.7% 12.5% 1.6% 0.0%
47.6% 33.3% 15.9% 3.2% 0.0%Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

・今回の講演を聞いて思ったことは「宇宙の観測はけっこう大胆にやっている」ということです。特に、月に鏡
を置いてきているということは、とても興味深かったです。
・今日の講演では宇宙について詳しく知ることができたのでよかったです。宇宙の端はどうなっているかなど
はまだ分かっていないようですが、無限ではないということなどを知れたりしてよかったです。また、他にもい
ろいろな疑問ができたので時間があるときに調べてみたいです。
・なぜブラックホールに吸い込まれるのか？という疑問をもちました。それに、太陽系はどうやってできたの
か？宇宙はどうやってできたのか？宇宙はこの先どうなるのか？など、もっと知りたいことがたくさんでてき
て、とてもおもしろかったです。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

Ｑ５

5

4

3

2

1

－ 36－



- 1 -

清陵科学セミナー①

様々な分野の研究者による講演に参加することにより、生徒は科学をよ１．仮 説
り好きになる。また、講演テーマについて研究している生徒が自分自身
の研究内容についての理解を深めることができる。

２．検証内容・方法
アドバンストサイエンスコース天文班の指導・助言者である、東北公益文科大学
表 實氏による天文学の授業に参加し、ワークシートを完成させることで講演

によって得た知識を客観的にとらえさせる。

実施日時 平成２２年１０月９日（土） ３・４校時
対 象 高２ アドバンストサイエンスコース

自然科学部
計 ２３人

講 師 表 實 （東北公益文化大学 副学長）
-演 題 「インターネット望遠鏡の魅力

何時でも・何処でも・誰でも・天体観測 」-

３．検 証

・ 天文」という誰でも興味をもてるテーマで、観測写真をふんだんに使った授業「
であったため 「わかりやすかった 「おもしろかった」で最高値（５）をつけて、 」
いる生徒が半数以上にのぼる。生徒に「理科は楽しい」と感じさせるのに有効だ
ったことがわかる。
・感想欄からは、生徒がまだ知らない多数の事柄を学んだことがわかる。電波望
遠鏡の観測や、インターネット望遠鏡で開ける世界について、新鮮な興味をもっ
て学んでいることがわかる。
・天文班の生徒は 「ケプラーの法則」などについてこの授業で理解を深めた。こ、
の知識は今後の生徒研究に活かされることとなった。
・以上から、１．の仮説通り、研究者による講演が有効であることがわかった。

－ 37－



№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 23 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

清陵科学セミナー①

講義題

講義内容

平成２２年１０月９日（土）　３・４校時

高校２年ＡＳコース、自然科学部

清陵ホール

・今日の講話は前から興味を持っていた内容だったので、楽しく聞くことができた。今日学んだこ
とや、望遠鏡を今後の研究でいかしていけたら良いと思う。
・夜に空を見ればたくさんの星が広がっている。しかし私たちが見ているものは宇宙のほんの一
部分でしかないことが分かった。天文学はそのような私たちが知らないことを実際に観測すること
で宇宙の原理を解き明かしていくものだと思った。その概要を理解した上でインターネット望遠鏡
を通して得られるものは非常に大きいと思いました。宇宙への理解を深めるためにも積極的にイ
ンターネット望遠鏡を使っていきたいです。
・惑星や恒星などを観察する方法は光で撮るということ以外にもＸ線や電波で撮るという方法もあ
ると知ってとても感激した。
・星空というのは見上げればすぐ見えるような存在だけど、無限に広がる宇宙そのもののように奥
が深いものです。それをもっと近くに感じることのできるようになれる手段のインターネット望遠鏡
について詳しく知ることができました。
・自分たちが見ている夜空の星が実は一部でしかなく 他の波長からみれば 他に星があるかも

パソコン、プロジェクタ、配付資料あり

表　實　副学長

東北公益文科大学

天文学・宇宙論

瀬々將吏

「インターネット望遠鏡の魅力-何時でも・何処でも・誰でも・天体観測-」

慶應義塾大学インターネット望遠鏡プロジェクトにより、世界中に設置さ
れている望遠鏡で行える天体観測や、宇宙の不思議についての講演
を行う。

使用機器等

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
52.2% 21.7% 21.7% 4.3% 0.0%
56.5% 39.1% 4.3% 0.0% 0.0%
52.2% 26.1% 21.7% 0.0% 0.0%
47.8% 39.1% 13.0% 0.0% 0.0%
43.5% 43.5% 13.0% 0.0% 0.0%Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

・自分たちが見ている夜空の星が実は一部でしかなく、他の波長からみれば、他に星があるかも
しれないということに驚いた。
・特に興味を持ったのが”ケプラーの法則”です。第１法則と第２法則はなんとなく知っていまし
た。しかし、第３法則については初めて知りました。数学的な考えみたいで、とても興味を持ちまし
た。今度時間があったら、インターネットで天体を見てみようかなぁと思いました。
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清陵科学セミナー②

様々な分野の研究者による講演に参加することにより、生徒は科学がよ１．仮 説
り好きになる。また、講演テーマについて研究している生徒が自分自身
の研究内容についての理解を深めることができる。さらに、地域の科学
に

２．検証内容・方法
アドバンストサイエンスコース発酵班の指導・助言者である、秋田県立大学 秋
山 美展氏による地域の発酵食品などに関する授業に参加し、ワークシートを完
成させることで講演によって得た知識を客観的にとらえさせる。

実施日時 平成２２年１１月１３日（土） ３・４校時
対 象 高２ アドバンストサイエンスコース

家庭クラブ
計 ２７人

講 師 秋山 美展 教授 （秋田県立大学）
- -演 題 食品科学への招待 食の昔と今、その課題を探る

３．検 証

・ 発酵 「食品」という誰でも興味をもてるテーマであったため 「わかりやすか「 」 、
った 「おもしろかった」で最高値（５）をつけている生徒が半数以上にのぼる。」
生徒に「理科は楽しい」と感じさせるのに有効だったことがわかる。
ただ 「もっと知りたい」で５の割合が と少なかった。生徒がもともとよく、 20%
知っている食品がテーマであったためだと考えられる。
・感想欄からは、生徒が地域の食品に興味を持ったり、食品と科学の関係を初め
て意識したり、と、科学の広がりを意識するようになった生徒の変化がわかる。
・以上から、１．の仮説通り、研究者による講演が有効であることがわかった。

－ 39－



№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 ２７ 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

秋山　美展　教授

秋田県立大学

農学

瀬々　將吏

食品科学への招待　-食の昔と今、その課題を探る-

私たちにとって身近な存在である“食”について考えてみよう。
　本日の講演では、およそ次のことについてお話します。
１． 人類は何をどのように食べてきたのか　２． 食はどのように変化してきたか、そしてこ
れからどのように変わっていくのか。　３． 食品と健康との深い関係　４． 食に関する最
新の研究とは

平成２２年１１月１３日（土）　３・４校時

高校１年生、２年生

清陵ホール

・今回のお話を聞いて、日本の食は大昔から発達していることがわかりました。その反
面、自給率が40％を下回っているという大きな問題もあることがわかりました。これから
は、このような大きな問題が解決していければいいなと思いました。
・今回の講話で初めて食べ物を科学の面から見ました。とてもおもしろく、中でも日本食
の原形は奈良時代には完成していたということにとても驚きました。家庭クラブでも食品
を作るだけでなく科学の面から食べ物を調査してみたいと思いました。
・食品についての歴史や健康との関わりを知ることができてよかった。お茶漬けが活性酸
素の消去パワーが強いというのがおもしろい発見だと思う。また機会があったら、秋田の
郷土料理について興味を持ったので聞きたいと思った。
・たくさんの食品の成分が老化やガンになりにくくすることができるということがわかりまし
た。食べるということは味覚・嗅覚・視覚・触覚・聴覚、全てを使う唯一のことだということを
初めて知りました 何気なく普段していたことが結構すごいことなんだなと思いました

パソコン、プロジェクタ、配付資料あり使用機器等

清陵科学セミナー②

講義題

講義内容

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
64.0% 24.0% 12.0% 0.0% 0.0%
56.0% 40.0% 4.0% 0.0% 0.0%
20.0% 68.0% 12.0% 0.0% 0.0%
36.0% 52.0% 4.0% 8.0% 0.0%
20.0% 64.0% 12.0% 4.0% 0.0%Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

初めて知りました。何気なく普段していたことが結構すごいことなんだなと思いました。
・今まで詳しく知らなかった食の歴史についてや無菌包装食品という新技術、日本や世
界の食の問題点、活性酸素やそれを除去する食品など食品について多くのことを知るこ
とができ、今まで何気なく食べていた食品について科学的に考えられたので良かったと
思う。
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IVICT 講演

東北大学の第一線の研究者による講演に参加することにより、自然科学１．仮 説
への興味、関心、意欲を高めることができる。また、自然科学と人間生
活との関連について新しい知見を得て、科学と自分たちの生活の関わり
を意識することができるようになる。

２．検証内容・方法
財団法人東北活性化研究センター（ ）の支援により東北大学 大隅 典子IVICT
教授 による脳科学の講演会を行う。ワークシートを完成させることで講演によ
って得た知識を客観的にとらえさせる。

実施日時 平成２２年８月２５日（水）
対 象 高校１年生 ２００名
講 師 大隅 典子 教授 （東北大学）
演 題 脳科学の未来

３．検 証
・事後アンケートから、生徒にとってはやや程度の高い内容ではあったが 「ここ、
ろ」という誰にとっても関心のあるテーマであったため、高い興味を示していた
ことがわかる。
・感想欄からは、生徒は「こころ」がどこにあって、どのようにしてつくりださ
れているのかということに対する「素朴概念※」を持って講義に望んだが、講義
の内容によってそれが覆されたことに驚きを感じていることがわかる。仮説に述
べたとおり、生徒に科学と人間生活とのかかわりを意識させられることが検証で
きた。

※素朴概念＝日常生活の中で培われた、自然の法則に関する自分なりの見解・意
識・理論。科学者の常識とは大きく異なることがある。主に物理教育の分野で用
いられる。
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スーパーサイエンスレクチャー

第一線の研究者による講演に参加することにより、自然科学への興味、１．仮 説
関心、意欲を高めることができる。また、自然科学と人間生活との関連
について新しい知見を得て、科学と自分たちの生活の関わりを意識する
ことができるようになる。

２．検証内容・方法

日 時 平成２２年１０月２０日（水） ５・６校時
場 所 秋田県立横手清陵学院高校 第 体育館1
対 象 中学生 全員 高校生 全員
講 師 長井辰男 氏 （北里大学名誉教）
タイトル 頭脳のスイッチをＯＮにし、無限の可能性を開花させよう

３．検 証

たいへん熱のこもった講義で、長井先生が学生時代から勉学に励み、未開の分野
（法医学）を開拓されてきた様子が語られた。生徒のワークシートからは「感動
した 「はじめての体験だった」など、生徒が心を動かされた様子がよく伝わっ」、
てきた。

№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 213 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

使用機器等

東北大学

脳科学

教諭　瀬々将吏

・脳と科学技術の関係が深いことが分かった。今まで「脳＝考える」ということしか考えたことがな
かったけど、科学技術の進歩でここまでいろいろなことが解明されていることを初めて知りました。
「こころ」がどこにあるのかよく考えてみたいと思った。文系の私でも楽しく学ぶことができてよかっ
たです。
・こころのエネルギーをチャージするのに、睡眠・運動・栄養が大切！心理学からも脳科学が勉強
できることがわかりました。自分は心理学を将来勉強したいと思っています。とくに犯罪心理学な
んですが、脳科学とつながりがあるのなら脳科学も勉強してみたいです。
・科学が発達することで、人ができるようになることは増えていくが、その中でやってはいけないこ
とも増えると思う。今回の脳科学という分野では、人の脳を操作してしまうような技術が生まれるか
もしれないことを知った。しかしそれは許されないことだ。そのことがとても印象的だった。科学の
世界の広さと怖さを同時に教えてもらう貴重な機会だった。
・今日の内容で最も気になったのは、ヒトの脳は神経機能は高いが、再生能力が低いということで
した また 生涯脳細胞がつくられていること 新生細胞の量に関係して学習能力が違っているこ

ＩＶＩＣＴ講演

講義題

講義内容

脳科学の未来

東北大学の先生による約１時間半程度の講義。最先端技術の紹介を
中心とした講義に加えて、先生自らの職業観や勉強の思い出などにつ
いても講演していただく。

平成２２年８月２５日（水）　

高校１年生全員、高２ASコース

清陵ホール

プロジェクタ、パソコン

大隅　典子

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
32.5% 42.3% 16.3% 8.1% 0.8%
44.7% 40.7% 13.0% 1.6% 0.0%
26.0% 50.4% 17.1% 6.5% 0.0%
66.9% 28.2% 4.0% 0.8% 0.0%
26.8% 47.2% 17.9% 6.5% 1.6%Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

した。また、生涯脳細胞がつくられていること、新生細胞の量に関係して学習能力が違っているこ
とを知って、食べ物や運動、学習に気をつけてみようと思いました。
・一番最初にあった「心はどこにある？」という質問の考えを探しながら見ていましたが、私は体の
全てが心だと思いました。その大本が脳だと思います。
・今までの「脳科学」というイメージがだいぶ変わったきっかけとなった。脳科学だけでなく、今は
「難しそうだな・・・」と思っている他の分野なども、自ら調べて一歩踏み込んでみると意外と印象が
いいイメージに変わるのではないかと思った。
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スーパーサイエンスレクチャー

第一線の研究者による講演に参加することにより、自然科学への興味、１．仮 説
関心、意欲を高めることができる。また、自然科学と人間生活との関連
について新しい知見を得て、科学と自分たちの生活の関わりを意識する
ことができるようになる。

２．検証内容・方法

日 時 平成２２年１０月２０日（水） ５・６校時
場 所 秋田県立横手清陵学院高校 第 体育館1
対 象 中学生 全員 高校生 全員
講 師 長井辰男 氏 （北里大学名誉教）
タイトル 頭脳のスイッチをＯＮにし、無限の可能性を開花させよう

３．検 証

たいへん熱のこもった講義で、長井先生が学生時代から勉学に励み、未開の分野
（法医学）を開拓されてきた様子が語られた。生徒のワークシートからは「感動
した 「はじめての体験だった」など、生徒が心を動かされた様子がよく伝わっ」、
てきた。
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スーパー理数授業（化学）

、１．仮 説 通常授業では行わないようなハイレベルな実験・観察を行うことにより
に要求されるレベルの科学力をつけることができる。SSH

２．検証内容・方法
秋田大学の事業「学びの総合エリア」を活用し、大学教員による理科授
業を行った。

実施日 平成２２年 １１月 １２日（金）

参加者 高校２年生数理コース

タイトル 燃料電池実験教室
- -様々なエネルギー変換を体験しよう

講師 秋田大学教育文化学部自然環境講座
教授 岩田吉弘

内容
太陽電池を組み込んだ燃料電池実験キットにより、様々なエネルギーの
変換を実験します。太陽電池を用いて光から電気エネルギー、燃料電池
を電解槽に用いて化学エネルギーへの変換、さらに燃料電池を用いて化
学から電気 運動エネルギーへの変換を体験します エネルギー変換 理、 。 （
科総合 、電気分解、燃料電池（化学 ）の理解とともに、エネルギA I）
ー、環境問題への関心を高めることをめざします。

３．検 証

生徒アンケートから、授業は大変面白く、高度であり、化学への興味を
喚起されるものであった様子が伺える。 通常授業の枠を越えて、化学
が日常生活やテクノロジー・環境などに及ぼす影響を敏感に感じ取った
生徒の成長がはっきりと確認できた。

－ 44－



№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 44 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

岩田　吉弘

秋田大学

化学

瀬々　將吏・細谷裕

スーパー理数授業

講義題

講義内容

燃料電池実験教室　－様々なエネルギー変換を体験しよう－

燃料電池をついての解説を行った後、燃料電池カーの実習を行う。

使用機器等

平成２２年１１月１２日（金）　３・４校時

高校２年生数理コース

化学実習室

・燃料電池のしくみが発見されてから長い年月が経っても、それをうまく作ること（利用の仕方）が
できなかったし、燃料電池というしくみが無くても生活は成り立っていたのに、今、そのしくみが必
要とされているということは、それだけ地球環境が変わった（変えてしまった）ということを感じさせ
られるお話でした。この燃料電池はクリーンエネルギーで、地球にやさしいので、世界の人々に
使われるような安くて、性能の良い燃料電池ができることを期待します。
・水素電池は中身よりそれを入れる容器を作る方が問題だということを聞きました。是非ともそちら
も知りたいと思いました。水素電池はそこまで熱が発生するものなのでしょうか。
・水素の燃料電池について難しい点や大切な点についてわかった。水素の代わりの燃料電池と
いう発想も大切だと思った。そして、水素の代わりはどんなものがなれるのか、またそのときの触媒
は何が使えるのか興味をもった。
・今日の授業で今までよく分からなかった燃料電池の概要について知ることができたので良かっ
た。燃料電池にはエネルギー効率の良いという利点があることを初めて知った。また、触媒に白
金を使わない方法に いて興味をも たので自分で調べてみたいと思 た

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
34.1% 40.9% 20.5% 4.5% 0.0%
54.5% 45.5% 0.0% 0.0% 0.0%
34.1% 59.1% 6.8% 0.0% 0.0%
38.6% 52.3% 4.5% 4.5% 0.0%
45.5% 52.3% 2.3% 0.0% 0.0%Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

金を使わない方法について興味をもったので自分で調べてみたいと思った。
・燃料電池は環境にやさしく、魅力的なエネルギーだけれども、高価な白金をたくさん使用しなけ
ればいけないと分かりました。現在その問題点を解決するべく研究がされていると聞き、興味がわ
きました。いつか私も役に立つようなものを開発したいです。
・エネルギーが変換される１つ１つの過程を見ることができて良かったです。また、自分で物をつ
くって動かすということに楽しさをおぼえました。日常生活の中でも、エネルギー変換が行われて
いるところを見つけていきたいです。
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スーパー理数授業（生物）

、１．仮 説 通常授業では行わないようなハイレベルな実験・観察を行うことにより
に要求されるレベルの科学力をつけることができる。SSH

２．検証内容・方法
本校教員が特別授業を行う。

実施日 平成２３年２月２３日（水）

タイトル 解析実習～ 法とアガロースゲル電気泳動法DNA PCR

参加者 高校２年生 生物選択者

講師 秋田県立横手清陵学院高校
教諭 信田正之

内容
現代の生命科学において重要な役割を果たしている 法による遺伝PCR
子の増幅ならびに電気泳動法の実習を行う。

３．検 証

生徒アンケートを実施できなかったため、詳細な効果の検証ができない
が、生徒はいきいきと実験をしていた。

一方、本実習が本校教員のレベルアップに果たした役割は大変大きい。
本実習は通常であれば研究者の手を借りて行うほど、高等学校の実験と
しては高度なものであるが、本校では今回用いた「 キット」のマPCR
ニュアルを頼りに、教員独自で行った。担当したのは生物教員ではある
が、分子生物学が専門ではない。にもかかわらずこのような実験が行え
たのは、( ) 予算にて と電気泳動を行うのに必要な器具一式を1 SSH PCR
購入できたこと( )教員がコア の説明会（水沢高校・アブラナ科の2 SSH
植物）に参加しておりだいたいの流れを把握していたこと、が決定的で
あった。まさに に支えられて初めて可能になった実験である。SSH

－ 46－
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SSH
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№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 230 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

講義内容

・数学は嫌いですが、今回中島先生の講演を聞いて、一緒に問題を解いてみて「楽しい!」と感じ
ることができました。数学を楽しいと感じている自分に驚いたし、自分も楽しいと感じれるんだな
と思いました。また、中島先生の学生時代の話や中島先生の言葉を聞いて、自分もいろんな事
にアンテナを立てて自分の道を探して行ければいいなと思います。「100%の道は見つからなくて
もより自分にしっくりくる答えを見つけるのが大切」だとおっしゃったように、私も見つけようと努力
していきたいと思います。
・数学は答えの意味がよく分からないので嫌いでした。しかし、答えそのものの意味より過程の
意味の方が大切だということに気付きました。
・数学はとても難しいので嫌いです。しかし中島先生のお話を聞いて、難しいととらえるとそれま
でですが見方を変えるとおもしろくて奥が深いということがわかりました。これからも数学は苦手
だと思いますが、嫌いという見方ではなくおもしろいものだととらえて取り組めば少しは得意にな
れるかなと思いました。
なんで音楽と数学なんだろうと思 ていたけど 意外と関連性があるということが今回の講義を

平成２３年３月４日（金）　５・６校時

使用機器等

河合塾

スーパー理数授業

数学は面白い！－感性の学問－

中学３年生、高校１年生、２年生中島　さち子

数学

高久　英夫

清陵ホール

講義題

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
17.0% 39.6% 27.4% 12.3% 3.8%
33.6% 41.1% 17.8% 6.5% 0.9%
17.8% 33.6% 41.1% 5.6% 1.9%
64.5% 23.4% 11.2% 0.9% 0.0%
14.0% 39.3% 33.6% 12.1% 0.9%Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

・なんで音楽と数学なんだろうと思っていたけど、意外と関連性があるということが今回の講義を
通して発見できたので、良い経験だったと思いました。感性という点では共通しているので、嫌い
な数学もそういう目で見て学んでいきたいと思いました。
・「数学」というテーマにしぼって、こんなに詳しく聞いたのは初めてだったから、公式などを言わ
れて理解できなかったときもあった。でも、今日の講演を聞いて数学は楽しいのかもしれないと
思うことができたから、これからも数学を頑張っていこうと思った。
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サイエンス・ダイアログ

外国人研究者による科学授業を受講することにより、自然科学研究にお１．仮 説
ける英語コミュニケーションの重要性を意識することができる。

２．検証内容・方法
日本学術振興会（ ）が実施しているサイエンス・ダイアログ事業をJSPS
活用して、英語による科学授業を行った。

実施の概要
( ) 担当者 熊谷梨奈1

( ) 参加研究者 博士2 Mohamad. S.CHIKH ALI

( ) 実施日時 平成 ２２年 ２月 ４日 （金） １３：４５～１５：３５3

( )参加生徒 ２年生 ４２人 （合計 ４２ 人）4
普通科数理コースの生徒

5 Plant viruses : the underestimated threat( )講演題目 （英文）
（和文） 植物ウィルス ： 見すごされる重要性

( )講演概要6
(植物ウィルス)とは何か。どのような研究がなされていて今Plant virus

後の展望は何か。動物ウィルスと比較すると、その重要性が見過ごされて
おり、さまざまなリスクが発生している。講演では、ウィルスに感染した
ジャガイモを発見するための調査実験を実際に生徒と共に行った。ウィル
スをなくすことはできないが、産業発展のためのよりよい活用の方法を模
索している。母国シリアの紹介を交えて講演した。

( )使用言語 英語7
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№

事業名 実施日時

講師 氏名 参加対象

（所属他） 所属 人数 42 名

専門 場所

担当者

備考

実施概要

生徒
　の
変容

（感想等）

Mohamad S.CHIKH ALI

農学

熊谷　梨奈

・聞いていて興味をひかれる内容だったので楽しかったし、実験ありの講義で飽きること
なく聞けた。
・すべて英語での講演ということでしたが、先生が図を使ったり実験をしたり、また分かり
やすい英語で説明して下さって、思ったよりも理解できました。
・植物ウイルスは悪いものだけではなかったということがわかりました。
・まだ自分が踏み入れたことのない世界に入れたことが嬉しかったです。とても勉強にな
りました。また、植物ウイルスの感染率が高いのは何かという疑問が残った。
・植物は私たちの生活の中では欠かせないものなので、ウイルスがなくなるような何かが
できればいいと思いました。
・今回の講演でもっと英語を勉強したいと思ったし、また科学について興味をもった。
・生物を選択していることもあって、知っていた内容もありました。難しかったけれど、とて
も勉強になる講演でした

使用機器等

宇都宮大学

サイエンス・ダイアログ

講義題

講義内容

Plant viruses：the underestimated threat（植物ウイルス：見すごされる重要性）

平成２２年２月４日（金）　５・６校時

高校２年生　数理コース

清陵ホール

パソコン、プロジェクタ

生徒アンケート
５：非常に思う　４：やや思う　３：どちらともいえない　２：あまり思わない　１：全く思わない

5 4 3 2 1
7.1% 33.3% 38.1% 21.4% 0.0%
26.2% 57.1% 16.7% 0.0% 0.0%
21.4% 45.2% 31.0% 2.4% 0.0%
35.7% 50.0% 14.3% 0.0% 0.0%
19.0% 50.0% 28.6% 2.4% 0.0%

も勉強になる講演でした。
・英語だったのであまりわかりませんでしたが、植物ウイルスやDNAなどの内容は少しわ
かった。
・シリアと日本はけっこう遠いし、宇都宮大学に行ったり、たくさんの所に訪れて文化に触
れたりしていること、JAICAは温暖化で調べたのでちょっと参考になりました。

Ｑ５：理科・科学技術への興味が湧いた

Ｑ１：わかりやすかった
Ｑ２：おもしろかった
Ｑ３：もっと知りたい
Ｑ４：高度な内容だった

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

Ｑ５

5

4

3

2

1
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探究発表会・SSH生徒研究発表会

生徒全員が参加する発表会を設けることにより、生徒の発表スキルや研究への意欲１．仮 説
を向上させることができる。

２．検証内容・方法
以下のような発表会を開催し、ワークシートのコメントなどから生徒の変容を捉える。

時 間 内 容

１３：００～１３：２０ 生徒体育館へ移動

１３：２０～１３：３０ 開会行事
13:20～13:21 ①開会宣言
13:21～13:25 ②校長挨拶
13:25～13:27 ③探究推進委員長 挨拶
13:27～13:30 ④事務連絡

※中学１・２年生入場

１３：３０～１４：２０ ＳＳＨ生徒研究発表
13:35～13:50 ①いぶりガッコの活性酸素消費能力
13:50～14:05 ②インターネット望遠鏡によるハートレー第２彗星の光度測定
14:05～14:20 ③シロツメクサの多葉形成の要因について

１４：２０～１４：３０ 準備・移動（中１・２、高１は教室へ）

１４：３０～１５：１０ ポスター発表１
①理系：第１体
②文系：第２体

１５：１０～１５：２５ 準備・移動

１５：２５～１６：０５ ポスター発表２
①理系：第１体
②文系：第２体

１６：０５～１６：１０ 移動

１６：１０～１６：２０ 閉会式
16:10～16:19 ①指導助言（ＪＳＴ主任調査員 北島一雄）
16:19～16:20 ②閉会宣言

参加生徒：高校１・２年生、中学１・２年生
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教員の意見としても、生徒の発表の様子は大変立派であったという意見が多かった。生徒にとって人
前で発表するということは大舞台である。発表会を開催することにより、これに向かって発表の準備
をすすめたり、練習をしたり、本番を体験することにより、これらの活動を全く行わなかった場合に
比べて生徒の表現力は大きく向上すると考えられる。

反省点も多い。昨年度の要望を取り入れて、1単位通年で実施したが、毎回の時間が少なく 「なにか、
をしよう、と思ったところで授業が終わってしまう」という意見があった。また、所属する生徒が多
いゼミではテーマの数が増え教員の指導が困難になった。 これらの意見は来年度の改善に活用して
いく予定である。

28%

10%

25%

18%
19%

23%

12%

8%

2%

12%

ア 課題設定能力

イ 企画力

ウ 情報収集能力

エ 思考力・分析力

オ 表現力

カ 説明力

キ コミュニケーション能力

ク 実践力

ケ その他

コ 特に身に付いたと実感できる力はない。

５ 身に付いた力
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平成２２年度東北・北海道地区ＳＳＨ指定校発表会報告書

東北・北海道地区のＳＳＨ指定校の代表生徒が一堂に会し活動状況や研究１ 仮 説
成果の発表を行うことで、互いに学び会い活動意欲の更なる高揚を図ると
ともに、研究内容の質的向上並びに内容を深化させることができる。

２ 検証内容・方法

期 日 平成２３年１月29日（土）～１月３０日（日）

会 場
発表・講演 大館市民文化会館 （大ホール）
〒017-0822 秋田県大館市桜町南45-1
TEL 0186-49-7066 FAX 0186-49-7069
ポスター発表 大館市中央公民館（展示室）

〒017-0822 秋田県大館市字桜町南４５番地１
ＴＥＬ：0186-42-4369 ＦＡＸ：0186-43-3536

交流会・宿泊 ホテルクラウンパレス秋北
〒017-0892 秋田県大館市片町7番地
Tel. 0186-43-1313 Fax. 0186-43-2126
実 験 秋田県立大館鳳鳴高等学校

参加校
北海道室蘭栄高等学校 北海道旭川西高等学校
北海道札幌啓成高等学校 青森県立三本木高等学校・附属中学校
青森県立八戸北高等学校 宮城県仙台第三高等学校
岩手県立水沢高等学校 秋田県立横手清陵学院中学校・高等学校
福島県立福島高等学校 福島県立会津学鳳高等学校・中学校
福島県立相馬高等学校 秋田県立大館鳳鳴高等学校
秋田県理数科設置校他

参加者
生徒１６０名、教員４４名、ＪＳＴ関係者
大館鳳鳴高等学校ＳＳＨ運営指導委員（講演・助言）

本校 高校１年生 ３名 （自然科学部 シロツメクサ班）
高校２年生 １１名 （アドバンストサイエンスコース）
引 率 ２名 （教諭 瀬々将吏、教諭 鈴木由香）

計 １６名
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日 程
１月２９日（土）
９：３０ 頃 大館駅到着

１０：００ 受付 ポスター展示 口頭発表準備
１０：４０～１１：００ 開会行事（大館市民文化会館大ホール）

開会のことば
校長挨拶 大館鳳鳴高等学校 高橋 充
来賓挨拶 ＪＳＴ 北島一雄 様

秋田県教育庁 菅原 勉 様
来賓紹介
閉会のことば

１１：００～１２：１５ 口頭発表（５テーマ）
１２：１５～１３：０５ 移動・昼食・ポスター閲覧（中央公民館）
１３：０５～１４：３５ ポスター発表（中央公民館展示室）
１４：５０～１６：２０ 口頭発表（６テーマ）
１６：２０～１６：４０ 口頭発表講評 秋田県教育庁高校教育課 佐藤彰久 様

岩手大学農学部 上村松生 様
１６：４０～１７：１０ 交流会会場（クラウンパレス秋北）へ移動

（鳳鳴高校は片付け、交流会準備）
１７：４０～１９：２０ 交流会

開会宣言
生徒歓迎挨拶
交流
閉会

１月３０日（日）
８：００ ホテル出発 秋田県立大館鳳鳴高校へ
８：４０～１０：１０ 秋田県・福島県博士教諭による講義・実験（６テーマ）

（大館鳳鳴高校各教室）
１０：１０～１０：４０ 講演会場（大館市民文化会館大ホール）へ移動
１０：４０～１２：３０ 講演「環境と資源リサイクル」

（DOWAエコシステム株式会社環境技術研究所 所長 川上 智 先生）

１２：３０～１２：４５ 閉会行事
開会の言葉
校長挨拶
閉会の言葉

１２：４５～ 解散
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３ 検 証
今回の発表会に関して、特に生徒に対するアンケート調査や感想文の提出等は行ってい

ない。しかしながら、 このような大きな発表会に参加することにより、 生徒は大きく成
長したと考えている。

・発表会前の準備は、生徒にとってたいへんな労力と試行錯誤を伴うものであった。発表
前２週間ごろには、生徒自信が発表の仕方について自主的に議論を行い、プレゼンテーシ
ョンの準備を行っていた。これによってグループで議論する力が格段に向上したと考えて
いる。

・発表会においては、他校の発表に対して活発に質問する生徒、他県の生徒とすぐに仲良
くなり情報交換を行う生徒など、アクティブな行動が数多く見られた。とくに質問の回数
は参加校の中でも最多であった。このような動きは研究活動を行う上で不可欠であり、今
回の発表会における最大の成果である。
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III－４ 実施の効果とその評価

ア アンケート調査による評価

職員・教師を対象に以下のアンケート調査を実施し、評価の材料とした。

名称 実施時期 回答者
① (高１・２) 高校１・２年生SSH H22. 8
② （職員） 全職員SSH H23.2
③ （ ） アドバンストサイエンスコースSSH ASC H23.3
④探究（高２） 高校 年生H23.3 2
⑤探究（職員） 「探究」担当職員H23.3

それぞれのアンケートの質問内容と集計結果は関係資料に掲載してある。ここでは各アン
ケートの結果を簡潔にまとめ、評価の材料とする。

①SSH (高１・２)
このアンケートは本校の への取組がはじまってから間もない平成 年 月に実SSH 22 8

施された。 指定が 月に入って行われ、本格的な活動が開始されたのは 月以降でSSH 4 5
あったため 「事前アンケート」の意味合いが強い。、
( ) の認知度 ( )i SSH Q3 ~ Q4
本校が に採択されたことを知らない生徒が もおり、研究開発課題も半数程度SSH 16%

の生徒にしか認知されていない。この時点では在校生に の内容が周知されていないSSH
ことがわかった。
( ) 生徒が望んでいる活動 ( )ii Q5~Q7
フィールドワークや国内外での研究施設訪問など、体験的な活動に対するニーズが大き

いことがわかった。一方で、課題研究など、一定のハードルがあるものを避ける傾向があ
ることもわかった。
( )学校の外で自然科学に親しむ機会 ( )iii Q19~Q24
科学に関する新聞記事や書籍を読む習慣が極めて少ないことがわかった。友人との会話
に登場する機会もそれほど多くない。

② （職員）SSH
職員が の活動がよくわからない、もっと成果のあがるものをという意見が多く見らSSH
れた。目標とスケジュールを明確にという意見も多かった。職員全体の共通認識がもてる
機会を多く持つべきであった。今後４年間の活動について、組織のあり方や「市民講座」
の開催などの具体的な提言を計画に活かしていきたい。
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③SSH （ASC）
アドバンストサイエンスコースの生徒は本年度１２名しかいないので、アンケートの統計
的意味は期待できない。しかし８月に実施した高校１、２年生を対象としたアンケートと
比べると、探究する力や発表への意欲を持つようになったことがうかがえる。理数分野に

、 。興味は持っているが 積極的に本を読んだり学習しているわけではなく今後の課題となる
他校の生徒との交流（北海道・北東北地区交流会や横浜全国交流会）で自分たちの枠を広
げていくことの大事さを感じている生徒が多い。

④探究（高２）
昨年度より、生徒自身が充実感を得たり、楽しんでいないことである。 理由については
今後検討が必要であるが、週１時間だったことや調べ学習しかできなかったことが大きい
と思われる。より有意義なものにするために多くの意見を寄せてくれているので改善して
いきたい。

⑤探究（職員）
ゼミ担当者のアンケートからは、サポート体制の不足や個人研究ではテーマが多くて指導
が困難であるという意見が多かった。発表会については２年目であるが、生徒が主体的に
動いていることを積極的に評価している意見が多かった。内容を深めていけば、清陵らし
いユニークな取り組みができていくと思われる。

イ アドバンストサイエンスコースの活動

アドバンストサイエンスコースで設定した研究テーマでは、効率的な高大連携を行うこと
ができた。成果発表は秋頃の各種科学賞には間に合わなかったが、東北・北海道生徒研究
発表会や校内発表会、日本天文学会ジュニアセッションなどで発表した。

発酵文化サイエンス
秋田県立大学の指導のもと、地元の名産品であるいぶりがっこ（だいこんを燻製して

から漬けたもの）の活性酸素消去能力を測定した。他の漬物と比べて消去能力がきわめ
て高いことを見出した。

秋田の星空・横手の星空
秋田大学・東北公益文科大学の指導のもと、慶応義塾大学のインターネット望遠鏡を用

いた天体観測を行った。ハートレー第二彗星の光度測定を行った。彗星の光度は予測する
ことが難しく、観測結果自体が科学的に貴重なデータとなった。本研究によりインターネ
ット望遠鏡が光度測定に耐えうる性能を持つことがわかった。
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ウ 自然科学部の活動

高校１年生６名にからなる自然科学部は、各種コンテストや発表会に積極的に参加し成
果をあげた。

○ シロツメクサ研究班
１ 財団法人齋藤憲三顕彰会「グループ研究」助成
１）応募期日 平成２２年５月１９日
２）認定証交付式
①日 時 平成２２年６月２４日（木）１１：００～１３：００
②場 所 秋田市シャインプラザ平安閣
③出 席 佐藤亘（引率：奥山）
④助成金 ２００，０００円

３）報告書送付期日 平成２３年１月３１日（月）

２ 第４５回秋田県小･中･高等学校児童生徒理科研究発表大会
１）時期 平成２２年１１月１３日（土）
２）場所 秋田大学
３）主催 秋田県高文連自然科学部会
４）後援 秋田県教育委員会、秋田大学
５）協賛 財団法人齋藤憲三顕彰会
６）結果 齊藤憲三賞受賞

３ 第５４回日本学生科学賞秋田県審査
１）時期 平成２２年１０月
２）主催 読売新聞社秋田支局
３）後援 秋田県教育委員会
４）結果 秋田県知事賞（最優秀賞）
５）表彰 平成２２年１１月２９日（月）秋田県総合教育センター

４ 第５４回日本学生科学賞中央審査
１）時期 平成２２年１１月
２）主催 読売新聞社
３）共催 財団法人科学技術振興機構
４）後援 旭化成株式会社

入選３等５）結果
６）表彰 平成２２年１２月２４日（金）日本科学未来館（参加：高野恵）
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I I I －５ 研究開発上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及

１ 学校全体でＳＳＨに取り組む姿勢の確立
残念ながら、ＳＳＨが本校の今後の大きな教育目標となるという意識を全職
員が共有できていない現状がある。理科職員についても人数が少なく増員が必

。 （ ） 、要である 教職員全体の研修やSSH先進校学校視察 今年度６校実施 により
一部の教科や職員だけでない、学校全体の取り組みとしたい。理数系でない教
科や、中学校、総合技術科の取り組みについて検討が必要である。

２ 事業の精選
第１回運営指導委員会や文部科学省の視察では 「内容を盛り込みすぎて、ＳＳ、

Ｈ研究のねらいが不明瞭になっている」という指摘を受けた。様々なな取り組みの
中から事業の精選をして、ねらいを明確にし、今後４年間の詳細な実施計画を再構
築する必要がある。

３ 定例会議の開催
、 、ＳＳＨ指定初年度ということもあって ＳＳＨ研究の１年間の流れが把握できず

運営が一部の職員のみで行われがちになった。職員組織の見直しと各種会議の定例
化が必要である。次年度は定例会議を計画している。

４ 広報活動の充実
広報活動の一環としてホームページを立ち上げ一定の成果をあげたが、地域や保

護者、生徒全体や職員向けなどの広報がまだ不十分である。広報部を組織として独
立に設置し、校内新聞の作成や地域への広報などを充実させたい。また、それらの
内容も事業報告だけでない、生徒の声や成長が感じられるものにしたい。来年度は
ＨＰ作成について外部業者への依頼も検討する。

５ 中学生を対象とした取組の充実
理数系の進路に夢を持たせるような中学生を対象とした事業が少なかった。高校

入学時のサイエンス探究クラスの編成を円滑に行うために、今後は中学校職員と協
力して計画を練り直したい。

６ サイエンス探究クラスの編制
高校１年次より 「サイエンス探究クラス」をつくることが職員の共通理解に、

なった。同じカリキュラムであっても理数の重点的な指導を行い、科学技術への
関心や知識を高める。 の実施により、理数系の進路希望者が今まで以上に進SSH
路実現できるようにしたい。中高一貫校の特色を最大限に活かしたい。
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５ 平成２２年度東北・北海道地区ＳＳＨ指定校研究発表会
１）期日 平成２３年１月２９日（土）～１月３０日（日）
２）場所 秋田県立大館鳳鳴高等学校、大館市民文化会館、大館市中央公民館

６ 第５２回日本植物生理学会年会特別企画「高校生生物研究発表会 （予定）」
１）時期 平成２３年３月２２日（火）
２）場所 東北大学
３）主催 第５２回日本植物生理学会年会委員会

○ アブラナ研究班
１ コアＳＳＨ共同研究に関わる学校訪問
１）期日 平成２２年６月２６日（土）

２ コアＳＳＨ「アブラナ科植物の遺伝的多様性に関する研究」合同研修会
１）期日 平成２２年７月１０日（土）～７月１１日（日）１泊２日
２）場所 岩手大学

３ コアＳＳＨ「アブラナ科植物の遺伝的多様性に関する研究」報告会
１）期日 平成２３年２月２６日（土）
２）場所 岩手県立水沢高等学校

４ 第５２回日本植物生理学会年会特別企画「高校生生物研究発表会 （予定）」
１）時期 平成２３年３月２２日（火）
２）場所 東北大学
３）主催 第５２回日本植物生理学会年会委員会

○ ゲンジボタル研究班
１ ＳＳＨコンソーシアム「ゲンジボタルの遺伝的解析と生息地域に関する共同研究」
研究会
１）期日 平成２２年８月１８日（水）～１９日（木）
２）場所 青森県立八戸北高等学校
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I I I －５ 研究開発上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及

１ 学校全体でＳＳＨに取り組む姿勢の確立
残念ながら、ＳＳＨが本校の今後の大きな教育目標となるという意識を全職
員が共有できていない現状がある。理科職員についても人数が少なく増員が必

。 （ ） 、要である 教職員全体の研修やSSH先進校学校視察 今年度６校実施 により
一部の教科や職員だけでない、学校全体の取り組みとしたい。理数系でない教
科や、中学校、総合技術科の取り組みについて検討が必要である。

２ 事業の精選
第１回運営指導委員会や文部科学省の視察では 「内容を盛り込みすぎて、ＳＳ、

Ｈ研究のねらいが不明瞭になっている」という指摘を受けた。様々なな取り組みの
中から事業の精選をして、ねらいを明確にし、今後４年間の詳細な実施計画を再構
築する必要がある。

３ 定例会議の開催
、 、ＳＳＨ指定初年度ということもあって ＳＳＨ研究の１年間の流れが把握できず

運営が一部の職員のみで行われがちになった。職員組織の見直しと各種会議の定例
化が必要である。次年度は定例会議を計画している。

４ 広報活動の充実
広報活動の一環としてホームページを立ち上げ一定の成果をあげたが、地域や保

護者、生徒全体や職員向けなどの広報がまだ不十分である。広報部を組織として独
立に設置し、校内新聞の作成や地域への広報などを充実させたい。また、それらの
内容も事業報告だけでない、生徒の声や成長が感じられるものにしたい。来年度は
ＨＰ作成について外部業者への依頼も検討する。

５ 中学生を対象とした取組の充実
理数系の進路に夢を持たせるような中学生を対象とした事業が少なかった。高校

入学時のサイエンス探究クラスの編成を円滑に行うために、今後は中学校職員と協
力して計画を練り直したい。

６ サイエンス探究クラスの編制
高校１年次より 「サイエンス探究クラス」をつくることが職員の共通理解に、

なった。同じカリキュラムであっても理数の重点的な指導を行い、科学技術への
関心や知識を高める。 の実施により、理数系の進路希望者が今まで以上に進SSH
路実現できるようにしたい。中高一貫校の特色を最大限に活かしたい。
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７ 特設科目の新設
今年度は数学・理科・英語等の教科指導における特設科目を設置することがで

きなかった。来年度以降は１・２年次に数学と理科の学校設定科目を設定し、探
究活動の土台となる理数の力を育成したい。具体的には、来年度から 特例措SSH
置による「 理科総合Ａ 「 数学Ｉ 「 数学Ａ」実施する。来年度はSSH SSH SSH」、 」、
原稿指導要領に準拠した形で導入するが、今後の新学習指導要領への移行も含め
た検討を行いたい。

８ 探究活動を行う生徒の確保
今年度は希望者からなる「アドバンストサイエンスコース」を対象に、土曜活

用の時間を用いて高大連携研究等の活動を実施した。しかしながらこの方法では
少人数の生徒が集まらずＳＳＨの効果が広く波及しないこと、また、部活動や模
擬試験とのスケジュール調整の必要性があり時間を確保しにくいことが問題とな
った。来年度は、１年次から数理コース希望者の全員を対象とした事業にしてい
く予定である。特に 「探究基礎 「探究」については、数理探究クラスの活動を、 」
他の生徒と分けて実施し、ＳＳＨにふさわしい高度な課題に挑戦させるための内
容や時間数につての検討を行う。

９ 部活動・科学オリンピック等の推進
自然科学系の部活動をさらに充実させ、全国規模の研究発表会等にチャレンジ

させたい。科学オリンピックへの参加については、高校３年生を中心に促進して
いきたい。

１０ スタッフの充実
理数科を持たない本校には理科教員の数が少なく、負担が集中しがちである。

今年度は非常勤事務員を採用したことにより、 事務処理の効率化ができていSSH
る。来年度は加えて非常勤講師を採用し、より充実した教科指導・探究活動の指
導を行いたい。
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平成２２年度横手清陵学院高等学校 普通科 教育課程表

教 科 目 標 準 １ 年 ２ 年 ３ 年
科 単位数 国際コース 人文コース 数理コース 国際コース 人文コース 数理コース

国 語 表 現 Ⅱ ２ ２
国 国 語 総 合 ４ ４

現 代 文 ４ ３ SU1 ３ SU1 ２ ４ SU1 ４ SU1 ２
語 古 典 ４ ２ ２ ２ ２ ２ ２

世 界 史 Ａ ２ １ １
地 世 界 史 Ｂ ４ ４ ３

日 本 史 Ａ ２ １
日 本 史 Ｂ ４ ４ １ ３
地 理 Ａ ２
地 理 Ｂ ４ ３ ２
世 界 史 特 論 １ １

歴 日 本 史 特 論
地 理 特 論
現 代 社 会 ２ ２

公 倫 理 ２ ２★ ２★
政 治 経 済 ２ ２

民 国 際 文 化 ２
人 文 科 学 ２
数 学 Ⅰ ３ ４ SU1

数 数 学 Ⅱ ４ ４ ４ ５ SU1 ２ ２
数 学 Ⅲ ３ ４
数 学 Ａ ２ ２ ★
数 学 Ｂ ２ ２ ２ ２ ２★ ２★

学 数 学 Ｃ ２ ２
数 学 特 論 ２
数 学 研 究 ６ ★
理 科 総 合 Ａ ２ ３

理 物 理 Ⅰ ３
物 理 Ⅱ ３
化 学 Ⅰ ３ ４ SU1 ４
化 学 Ⅱ ３ ４ SU1 ４
生 物 Ⅰ ３ ３ ３
生 物 Ⅱ ３ ３ ３

科 地 学 Ⅰ ３
地 学 Ⅱ ３

保 体 育 ７～８ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３
体 保 健 ２ １ １ １ １
芸 音 楽 Ⅰ ２ ２
術 美 術 Ⅰ ２
外 英 語 Ⅰ ３ ５ SU1

英 語 Ⅱ ４ ５ SU1 ５ SU1 ４ ２★ ２★
国 リーディング ４ ５ SU1 ５ SU1 ５ SU1

ライティング ４ ２★ １
語 英 会 話 １ １ １ １

韓 国 語 ２★ １
家 庭 基 礎 ２ ２家庭
情 報 Ａ ２ ２情報
異 文 化 理 解 ４～６ ２ ２英語

教 科 単 位 数 計 ３０ ３１ ３１ ３１ ３１ ３１ ３１
３～６ ２ １ １ １ １ １ １総合的な学習の時間

Ｈ Ｒ 活 動 １ １ １ １ １ １ １
合 計 ３３ ３３ ３３ ３３ ３３ ３３ ３３

※ それぞれの学科で、同一学年（コース・類型）の同一記号は、その中での選択教科・科目（第３学年での継続履修含む）の組み合
わせであることを表している。

※ ＳＵはスキルアップタイム（１日２５分×２日×３５週＝１単位）を表し、各学年週１単位を履修する。
※ 普通科１学年「数学Ⅰ」の「４ SU1」は、数学Ⅰの４単位のうちＳＵが１単位であることを示している。他の科目についても同様
である。

※ 普通科２学年人文コースの地歴公民の選択では、世界史Ａ・世界史Ｂの一方は必ず選択する。「地理Ａ」と「日本史Ｂ」を組み合わ
せた選択は認められない。
（備考）
※平成２０年度入学生（３年生）は平成２１年度に地歴Ａ科目を１単位分履修している。従って平成２２年度に残りの１単位分を履修。
平成２１年度入学生（２年生）は平成２３年度（来年）地歴Ａ科目を２単位履修する。従って今年度は履修しない。平成２２年度入学
生以降も同様。
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平成２２年度横手清陵学院高等学校 総合技術科 教育課程表

教 科 目 標 準 １ 年 ２ 年 ３ 年
科 単位数 システム工学 情報工学 環境工学 システム工学 情報工学 環境工学
国 国 語 総 合 ４ ３ ２ ２ ２
語 現 代 文 ４ ３ ３ ３
地 世 界 史 Ａ ２ ２ ２ ２

日 本 史 Ａ ２ ２ ２ ２
歴 地 理 Ａ ２
公 現 代 社 会 ２ ２
民
数 数 学 Ⅰ ３ ４

数 学 Ⅱ ４ ３ ３ ３ ２ ２ ２
数 学 Ａ ２ ２◇，１ SU ２◇，１ SU ２◇，１ SU■ ■ ■

学 数 学 Ｂ ２ ２◆，１ SU ２◆，１ SU ２◆，１ SU■ ■ ■
理 理 科 総 合 Ａ ２ ２

物 理 Ⅰ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２
科 物 理 Ⅱ ３ ２◇，１ SU ２◇，１ SU ２◇，１ SU■ ■ ■
保 体 育 ７～８ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３
体 保 健 ２ １ １ １ １
芸 音 楽 Ⅰ ２ ２
術 美 術 Ⅰ ２
外 英 語 Ⅰ ３ ３
国 英 語 Ⅱ ４ ２ ２ ２ ２ ２ ２
語 ライティング ４ ２◆，１ SU ２◆，１ SU ２◆，１ SU ２□ ２□ ２□■ ■ ■

家 庭 基 礎 ２ ２
工業技術基礎 ２～４ ４
課 題 研 究 ２～４ ２ SU ２ SU ２ SU ２ ，２ SU ２ ，２ SU ２ ，２ SU■ ■ ■ ■ ■ ■
実 習 ４～14 ４ ３ ２ ４ ３ ２
製 図 ２～８ ２ SU1 ２ ２◆ ２ ２ ２
工業数理基礎 ２～４ ２◇
情報技術基礎 ２～４ ３ SU1
生産システム技術 ２～６ ２◇ ２□
機 械 工 作 ４～８ ２◇ ２◇，２□
機 械 設 計 ４～８ ４ ２
原 動 機 ２～４ ２◆ ２◆
電 子 機 械 ２～６ ２◆ ２◇
電子機械応用 ２～４ ２◆

工 電 気 基 礎 ４～６ ５
電 力 技 術 ４～６
電 子 技 術 ２～６ ２◇
電 子 回 路 ４～６ ２ ２□
電子計測制御 ２～６ ２◇
通 信 技 術 ２～６ ２□
電子情報技術 ２～４ ２◆
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ技術 ２～６ ２◆ ２◆
ﾊｰﾄﾞｳｪｱ技術 ４～10 ２◇ ３
ｿ ﾌ ﾄ ｳ ｪ ｱ 技 術 ２～６ ２
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ応用 ２～８ ２◇
建 築 構 造 ２～６ ３★
建 築 施 工 ２～５ ２◇

業 建築構造設計 ３～７ ２◇ ４★
建 築 計 画 ３～８ ２◆ ２□
建 築 法 規 ２～４ ２◆
空気調和設備 ４～８ ２◆
測 量 ３～６ ３
土 木 施 工 ３～６ ２◆ ２□
土木基礎力学 ４～８ ２◇ ４★
土木構造設計 ２～４ ２◆
社会基盤工学 ２～４ ２◇
工 業 化 学 ６～８ ３★ ４★
化 学 工 学 ３～６ ２◆ ２◇
創 造 １ １ １

教 科 単 位 数 計 ３０ ３１ ３１ ３１ ３２ ３２ ３２
３～６ ２ １ １ １総合的な学習の時間

Ｈ Ｒ 活 動 １ １ １ １ １ １ １
合 計 ３３ ３３ ３３ ３３ ３３ ３３ ３３
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第 1回横手清陵学院中学校・高等学校ＳＳＨ運営指導委員会 議事録 
  
 日 時：平成２２年６月２３日（水）１４：００～１６：３０ 
場 所：会議室 
参加者：運営指導委員８名 

井上  浩  秋田大学 副学長 
     森  宏一  秋田県立大学 理事 
     山本 裕樹  東北公益文科大学 講師 
     中沢 雅美  東北電力株式会社 秋田支店 副支店長 
     辻田 廣光  秋田県南工業振興会 監事 
     七尾 章三  よこて発酵文化研究所 副所長 
     菅原  勉  秋田県教育庁高校教育課指導班 指導主事 
     佐藤 彰久  秋田県教育庁高校教育課指導班 指導主事 
     白山 雅彦  秋田県教育庁高校教育課 参事(兼)課長 
     横手清陵学院中学校・高等学校参加者１２名 
内 容：１．施設設備案内 
    ２．ＳＳＨ運営指導委員会 
     （１）開会のことば 
     （２）ＳＳＨ指定書の交付 

      （３）県教育委員会あいさつ 
      （４）学校長あいさつ 
      （５）ＳＳＨ運営指導委員自己紹介 
         県教育委員会・本校職員紹介 
      （６）ＳＳＨ事業全体計画について 
      （７）平成２２年度ＳＳＨ事業計画について 
      （８）意見交換 
      （９）閉会のことば 
 
～意見交換内容～ 
 ・ＳＳＨ運営指導委員会の位置付けは事業全体に対する指導・助言をいただく機関になる。 
 ・ＳＳＨの取り組みとカリキュラムの関連は、指定校の発表が遅かったため今現在のカリキ

ュラムはＳＳＨ対応になっておらず、本格的には来年から展開していく。 
 ・ＳＳＨ生徒研究発表会は「探究」や自然科学部等様々な研究課題を対象とし、その中から

の代表者を連れて行くことになる。 
 ・評価に対して、目に見えるような、数値的に表せるよう努めてほしい。 
 ・たくさんの研究課題を今年は現在の職員で進め、来年こそは非常勤講師を採用し、５年後

の指定校として終わった後も再度申請してＳＳＨを続ける意向である。 
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井上先生：この運営指導委員会の位置付けというのはどうなっているのか。 
 
福原先生：運営指導委員会は本校で行っているＳＳＨ事業に関する指導・助言をいただく

機関であります。例えば具体的にこういうふうにやったらどうかということもあ

りますが、それよりも全体に関して、こういうやり方でいいのか、ここはもっと

こうしたらどうか、またはお金の使い方や高大連携ついての意見等をいただきた

い。その都度、運営指導委員の先生方には現在こういうことをやっていますと今

後連絡差し上げますので、また１２月にお集まりいただいたときにはその結果を

見て、ここをもっとしっかりやるようにというようなことを言っていただければ

と思います。 
 
井上先生：高大連携や学内授業について、そういう話がないのだがどうなっているのか。 
 
福原先生：高大連携につきましては今日の委員会の結果をふまえてわたしたちで各大学を

訪問させていただいて具体的な計画を完成させていただければと思っておりま

す。 
 
谷口教頭：他に何かお気付きのことがあればお願いします。 
 
中沢先生：資料の 5 ページについて、探究というのは高校 1 年生と 2 年生と対象者がわか

るが、探究によっていろいろな研究課題があって、⑦生徒研究発表会・交流会が

あり、⑪本校にて「SSH 生徒研究発表会」を開催するとあるが、探究の良かっ

たものを発表するのか、それともまた別の研究をやろうとしているのかを教えて

いただきたい。それからＳＳＨでいろいろやろうとしているプロジェクト内容と

今実際やっているカリキュラム・通常の授業との関連性がよくわからない。全員

でやるのもあるだろうし、希望者を募ってやるのもあるだろうし何がどうという

のが理解できない。 
 
福原先生：ＳＳＨ生徒研究発表会・交流会の中身のことですが、ＳＳＨの希望者がやって

いる研究だけではなく、自然科学部がやっている研究や、うちには中学生もおり

ますけれども、ＳＳＨの対象としている範囲が広いので今年１年間でどこまでで

きるかわかりませんが、いろんな課題をやっていますので、その生徒たちの中の

代表者を交流会に連れて行くことになると思います。もうひとつのカリキュラム

につきましては、私たちも一生懸命おして、ＳＳＨの指定は大丈夫だとは思った

のですが４月８日以降の発表だったので、もう学校全体が動いており、もし受け
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られなかったときはどうするのかという話をしていました。したがって今年の授

業に関しては今の授業を根本的に直すということはしていません。ただし来年か

らは設定科目、探究等を見直すことにしています。ＳＳＨの指定になりますと学

習指導要領の枠を超えた取り扱いができますので、新たな授業を作るということ

も可能になります。生徒が希望者だけだと不安定なので来年からは中学校、また

は高校から本校に入ってきた生徒に対して理数系に興味をもつ生徒のクラスを

作って、その生徒たちにこの事業を主として展開させたいと思っております。 
 
森 先 生：今の話はこの資料の４６ページのＳＳＨ用のカリキュラムで、これ以降ＳＳＨ

用のカリキュラム、そうでないカリキュラムを使う子供達どうなっているのか。 
 
佐々木先生：今年度はどうしても４月に入ってからの指定だったのでカリキュラムをその時

点でＳＳＨ用のカリキュラムに変更するのは無理だということになりました。

現在のところは来年度に向けて中高一貫の研究等をしている委員会等、様々な

部署でＳＳＨに対応したカリキュラムを作成中であります。ほぼ出来上がって

はきたものの、探究の単位数も変わったりして、より深めに１年生のときから

探究というこのプロジェクトをメインにし、２年生、３年生と、その学年に応

じたＳＳＨ対応カリキュラムを研究しています。大きな柱としては理数教育を

充実させたいということですので、理科、数学という関係の単位数を多めにし

て、全貌を今年の秋くらいまでにいろいろ研究して決めたいと考えています。

そして来年度になりましたらＳＳＨ用のカリキュラムでスタートし、まず４年

間はＳＳＨ用カリキュラムでいきたいと考えています。今入ってきた生徒はあ

る程度は理数系の子供達を固めたりしていますが、２年生になり現在のカリキ

ュラムで深さがなくなると困るので、来年度にはＳＳＨ対応のカリキュラムで、

来年の２３年度入学生にはＳＳＨ用のカリキュラムを使ってやりたい。したが

って、３年生だけがＳＳＨ用ではないということになり、今の１年生と今度入

ってくる１年生はＳＳＨ対応のカリキュラムになります。 
 
福原先生：付け加えまして、先生方のところに今年の学校案内のパンフレットがあると思

いますが、ＳＳＨになりましたのでそれを全面に出した案内を作っていただき、

１年生のところにサイエンス探究クラスを用意しました。そこでＳＳＨを中心と

して取り組んでいくことになります。その生徒達が２、３年生になったときどう

なるかというと今までは清陵学院は３つのコース、国際コース、人文コース、数

理コースとなっておりましたけれども、来年からは国際人文コースと数理コース

と簡単に２つに分けて、サイエンス探究クラスがＳＳＨをやるように、数理コー

スがＳＳＨの事業を主に行うという話になりました。こういう形でもう尐しわか
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りやすくやっていきたいと思っております。 
 
森 先 生：こういった事業を考えるときに、生徒からの希望はとっているのか。学校側で

一方的に行っているのか。 
 
吉原校長：とっていません。 
 
森 先 生：評価に対して、どういうふうにフィードバックされる考えなのか。 
 
福原先生：４０ページに評価計画をあげております。科学に対する意識調査、運営指導委

員による先生方による評価、校内での調査、研究報告書、この４つを現在考えて

おります。これ以外にも地域の方々とか、協力いただいた企業の方にもいろいろ

評価に関してはお伺いしなくてはと思っております。数値で表すような評価とは

違うかと思いますが、この事業は３年目に中間評価というＪＳＴで行う評価があ

りまして、我々がやっていることとその報告書を見て全体的な評価を行います。

先日ＪＳＴの方がみえて、いろいろ我々も勉強させていただいたんですが、その

中間評価があまりはかばかしくない評価を得ると学校の評判にも関わると忠告

されました。 
 
井上先生：運営指導委員会は運営を指導しているから、その場合評価される側になるのか。 
 
福原先生：学校評議委員会のような組織を作りなさいということは無いです。 
 
谷口教頭：他に何かお気づきの点、ご意見等がありましたらお願いします。 
 
山本先生：非常にもりだくさんの計画になっているようですが、専門の講師もいない状態

で計画通りに進むのかちょっと心配です。もうひとつ、ＳＳＨは５年間の計画で

あり、期限付きの補助金に対して当然期限内のことも重要ですが期限が終わった

後どうするかというのも重要で、その辺ことはどう見据えているのか。 
 
瀬々先生：事業に関わるスタッフが充分かという質問ですが、もちろん我々は充分とは思

っているわけではなく、人手が欲しいところなのですが、理科教員の数というの

が秋田県の行政では限られております。まずはＳＳＨの枠内で認められている非

常勤講師の確保に向けて今年は残念ながら採れなかったのですが、来年はそれを

目指していきたいと思っております。また終了後どうするかという話ですが、先

日ＪＳＴの方から聞いた限りではほとんどの学校が５年間終わった後も引き続
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きＳＳＨを続けており、ＪＳＴ側としてもぜひ５年で終わらずにまた続けてほし

いということですので、基本的には我々の学校も５年間終わった後も引き続き継

続していく方向で考えており、その際はもう一度申請するということになります。 
 
谷口教頭：また、何かありましたらお願いします。 
 
井上先生：今年はカリキュラムがＳＳＨ用ではなく、部活等だけでは中途半端なものにな

ってしまうのでは。 
 
福原先生：対象となる生徒には希望者や部活があるわけですが、一方探究等につきまして

は理数系の探究をやっている生徒全員が対象になります。それから中学生等への

公演や授業がありますし、そういうことを総合的に今年は判断してもらえればと

思っております。ＳＳＨの指定校を受けている学校のほとんどは理数科をもつ学

校であります。理数科を持つ学校は１年生から理数科目があったりしてそこで集

中的にＳＳＨの事業を展開しているわけですけれども、うちのほうはそういうわ

けではありませんので、これからもそういう問題点がいろいろ浮かび上がってく

ることが予想されますけれども、理数科を持たない学校でもこれぐらいのことは

できるとなれるようにやりたいと思っております。 
 
井上先生：それでは成果が弱いのでは。 
 
吉原校長：今年の高校１年生はＳＳＨの指定をみこしながら、実は今まではそういうクラ

ス編成はしなかったんですが、今年度の高校１年生は理系、文系という適性や本

人の希望で１年生に理系でクラスを試行的に固定してみた。したがってできるだ

け１年生もクラス単位で活動に参加させたいと思っております。 
 
谷口教頭：他にご意見等ございましたらお願いします。 
 
七尾先生：ＳＳＨが始まる前と終わり当然生徒も変わってくると思います。そういう次第

に子供達が育っていく段階が数値的であってもいいし、何か見えるようなアンケ

ートみたいな構築とか、２２年６月の子供たちが３月には変わってきたそういう

成果があればおもしろいと思います。 
 
谷口教頭：それは評価の方で検討させていただきたいです。 
 
辻田先生：会社で何かを活動する場合、最終形のイメージを持って入っていきます。途中
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の段階で最終形のイメージに対して異なってくれば、そこで何かを付け足してい

く。そういったことが必要になってくる。我々企業では計画を立てて達成できな

いということはなかなかありえない。必ず達成します。ところがどうしても途中

でそれがなかなか到達できない。その際は様々な工夫が必要なんです。 
 
中沢先生：運営指導委員会は先ほどの話だと１２月の予定という話ですが、今伺っている

とＳＳＨカリキュラム作成中ということでした。これを１年間やったあとのアン

ケートをとる、評価をしていくというところで結果がでる。そうすると１２月の

段階では中途な形の報告を我々は受けて、評価をするという形になる。例えば、

最初の１年度の成果、評価した結果が出るのは１年後の６月に我々にとっては明

らかにされるので、その１年で我々が評価を行うというのはどうなのか。やはり

１２月のタイミングで行い、あくまで中途の状態の話しをうかがって評価すべき

なのか。１年間やってみての評価や学生にアンケートをとった結果等を説明して

いただいて、それに対する委員会としての指導という形をとるのが望ましいが 
１２月の段階でそれができるとは思えない。 

 
谷口教頭：１２月というタイミングは確かに年度の途中ではありますけれども、それ以降

になりますとそれをまとめてさらにチェックして次の年度に活かすというステ

ップがありますので、あまり直前であるとか年度をまたいでしまうと、委員会の

開催が難しくなってしまいます。途中の段階ではあるかもしれませんが、短期間

のものではなく、５年間という長期間で積み重なっていきますのでそういうスタ

ンスでお願いします。 
 
井上先生：６月５日の京都で行われたサイエンスフェスタはご覧になりましたか。ＳＳＨ

の一環で高校生が参加しポスターセッションをしたのですが、そのレベルがかな

り高い。そこでお願いがあるのですが、目的に対しての取り組み方、「科学の心」

をこれから皆さんで育てていただきたい。 
 
白山参事：もっとたくさんご意見を出していただいても結構です。学校も初めてのことで、

申し込んで指定を受けたのはうれしいが、時期をもうすこし早くしてほしかった

という気持ちがあると思うが、それはもう仕方がないことです。１年目はそうい

う中でスタートし、カリキュラムに関しては改正に向けて動く一方、研究につい

ては進めていかなければならない。今年１年目は大変だと思います。そういうと

ころに対して遠慮なさらずにお話ししていただい。実は高校教育課は環境ものづ

くり人材育成をやって４年目になります。昨年度まで県外のシャープ系の方２人、

ホンダ系の方２人を含め大学関係者、地元の企業の方も委員にいて、ある事業を
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やっています。小さいうちからものづくりの大切さを教えようということでやっ

ているのですが、その時の県外から来たシャープ系の方、ホンダ系の方はやり方

に対してたくさん批判します。私どもが主催している研究を指導している学校の

先生たちは気落ちしてしまいました。それでも学校に帰って言われたことに対し

て工夫して、また行ったらまた批判され、それでもめげずにやりました。そして

今年３月にある高校生がやったものを出して初めてほめられました。そこで学校

の先生たちはやってきて本当によかったと思えました。だから一番最初の今は徹

底的に学校に対して意見していただきたい。また時々学校からいろいろ資料が送
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5 
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になりますとそれをまとめてさらにチェックして次の年度に活かすというステ
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ホンダ系の方２人を含め大学関係者、地元の企業の方も委員にいて、ある事業を
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 日 時：平成２２年１２月１４日（火）１４：００～１６：００ 
場 所：会議室 
参加者：運営指導委員７名 

井上  浩  秋田大学 副学長 
     森  宏一  秋田県立大学 理事 
     表   實  東北公益文科大学 副学長 
     中沢 雅美  東北電力株式会社 秋田支店 副支店長 
     辻田 廣光  秋田県南工業振興会 監事 
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     佐藤 彰久  秋田県教育庁高校教育課指導班 指導主事 
    横手清陵学院中学校・高等学校参加者１０名 
 
次 第：（１）開会のことば 

（２）県教育委員会あいさつ 
（３）学校長あいさつ 
（４）生徒研究発表 
  ・シロツメクサの多葉形成の要因について 
    自然科学部 高野恵 佐藤亘 永沢愛美 
  ・横手清陵学院の太陽光発電システムの設置から運用とその効果について 
    総合技術科 伊藤悠人 
（５）今年度のＳＳＨ事業実施状況について 
（６）意見交換 
（７）県教育委員会あいさつ 
（８）閉会のことば 

 
～意見交換内容～ 
 ・他に真似ができないような本校の特色（例えば中高一貫、自然）を活かした内容にすべき。 
 ・現在は外部資金があり生徒達はその恩恵を受けている状態であるが、その資金が無くなっ

た後にも資産として残っていくようなプログラムにすべき。 
 ・いろいろやることがたくさんあり生徒への負担は大丈夫なのか。また、やらされている感

がないように生徒からの意欲を引き出すようにすべき。 
 ・大きなプロジェクトなので全ての人が同じ気持ちで進めるべき。 
 ・いぶりがっこの研究は特許も絡んでくると思うので、秋山先生と要相談の上、発表する際

には慎重に。 
 
 

7 

５年後この事業が終った後、関わった生徒たちが卒業した後やっぱりＳＳＨやっ

て良かった。あの時は難儀したけれども、自分の力になったと思えるような事業

になればと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
谷口教頭：本日はＳＳＨの運営指導委員の先生方には貴重なご意見を頂戴いたしまして本

当にありがとうございました。今後これらのご意見を活かしましてよりよいもの

となるようにがんばってまいりたいと思います。今後もご指導よろしくお願いい

たします。これにて第１回ＳＳＨ運営指導委員会を終りたいと思います。本日は

どうもありがとうございました。 
 



－ 75－

第２回横手清陵学院中学校・高等学校ＳＳＨ運営指導委員会 議事録 
  
 日 時：平成２２年１２月１４日（火）１４：００～１６：００ 
場 所：会議室 
参加者：運営指導委員７名 

井上  浩  秋田大学 副学長 
     森  宏一  秋田県立大学 理事 
     表   實  東北公益文科大学 副学長 
     中沢 雅美  東北電力株式会社 秋田支店 副支店長 
     辻田 廣光  秋田県南工業振興会 監事 
     七尾 章三  よこて発酵文化研究所 副所長 
     佐藤 彰久  秋田県教育庁高校教育課指導班 指導主事 
    横手清陵学院中学校・高等学校参加者１０名 
 
次 第：（１）開会のことば 

（２）県教育委員会あいさつ 
（３）学校長あいさつ 
（４）生徒研究発表 
  ・シロツメクサの多葉形成の要因について 
    自然科学部 高野恵 佐藤亘 永沢愛美 
  ・横手清陵学院の太陽光発電システムの設置から運用とその効果について 
    総合技術科 伊藤悠人 
（５）今年度のＳＳＨ事業実施状況について 
（６）意見交換 
（７）県教育委員会あいさつ 
（８）閉会のことば 

 
～意見交換内容～ 
 ・他に真似ができないような本校の特色（例えば中高一貫、自然）を活かした内容にすべき。 
 ・現在は外部資金があり生徒達はその恩恵を受けている状態であるが、その資金が無くなっ

た後にも資産として残っていくようなプログラムにすべき。 
 ・いろいろやることがたくさんあり生徒への負担は大丈夫なのか。また、やらされている感

がないように生徒からの意欲を引き出すようにすべき。 
 ・大きなプロジェクトなので全ての人が同じ気持ちで進めるべき。 
 ・いぶりがっこの研究は特許も絡んでくると思うので、秋山先生と要相談の上、発表する際

には慎重に。 
 
 

7 

５年後この事業が終った後、関わった生徒たちが卒業した後やっぱりＳＳＨやっ

て良かった。あの時は難儀したけれども、自分の力になったと思えるような事業

になればと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
谷口教頭：本日はＳＳＨの運営指導委員の先生方には貴重なご意見を頂戴いたしまして本

当にありがとうございました。今後これらのご意見を活かしましてよりよいもの

となるようにがんばってまいりたいと思います。今後もご指導よろしくお願いい

たします。これにて第１回ＳＳＨ運営指導委員会を終りたいと思います。本日は

どうもありがとうございました。 
 



－ 76－
2 

か文系をやりたいのかというのがちょっとよくわからない。別に理数系でなけ 
ればいけないということではないのでは。大事なことはサイエンスだから「ど 
うして？」と思ったことから出発することが一番大事だと思うんです。先ほど 
ちょっと厳しい質問が出たと思うんですが、やはり「どうして？」という感覚 
はちょっと薄いのではないか。だから最後のまとめにそれが出てこない。そこ 
ら辺が、子供さんたちに最初に出発する時のきっかけを与えてしまっているの 
かもしれないという気がする。子供たちが自分からそれを思ったのではないの 
かなという気がしました。それにちょっと気を付けられたらいいかと思います。 
先ほどのアンケートで意外な答えが出てきたとおっしゃったのですが、アンケ 
ートの中でどれのことをおっしゃっているのか。 

 
福原先生：「例えば実験や観察を考えながらすることが楽しいですか。」「強く思う」「尐し

思う」で７割近くの生徒が好きだということを言っているわけで、こういうこと

を我々教員が取り入れていかなければならないのかなと思いました。 
 
表 先 生：教育プログラムであって有機のプログラムである。ひとつのこういうプログラ 

ムには問題があって外部資金が入っている時はお金を使っていろんなことがで 
きるが、ＳＳＨが終わった途端にそういうプログラムが実行できないという問 
題が起きてくる。ＳＳＨを考えるときに、是非外部資金があるときだけの学生 
がその恩恵を受ける、それもあってもいいんですが、その後に続くようなプロ 
グラムの設計というような、ＳＳＨを５年やったことによって清陵高校がこれ 
だけのことをあとの資産として残していく、あとから来た高校生にこういうこ 
とを受け継いでいける、そういうような視点を盛り込んでＳＳＨの内容を考え 
ていかなければと思いました。先ほどアンケートで意外な結果が出ましたとあ 
りましたが、慶応大学の文系の学生全員に実験をやらせて、同じようなアンケ 
ートをとったことがあります。文系に入ったのに実験をやらされる。刺激的な 
魅力はありますかと聞いたら、ほとんどの８０％以上の学生が無いと言います。 
それでいろいろなところでお話しをしたのですが、今、理科離れが起きている 
のはひょっとしたら教師の方も原因ではないかと、我々は反省しないといけな 
いという話しをしたことがあります。このアンケートも意外だというのは本当 
は意外ではないのではないかなと思います。 

 
中沢先生：今この資料をいろいろご説明いただいたんですけれども、ものすごく幅広いと

いうかやるべきことがたくさんあるなと感じました。強靱的な形で羅列されてい

る。これで生徒さんはついてこれるのか、生徒さんの負担はどうなるのかなと、

非常にたくさん行事があるなという感じがします。後ろの方のアンケートに、半

数以上がおらほのスーパーサイエンスについて知らないということがあります。

先生方が一生懸命やられているというのはこの資料でよくわかりますけれども、

1 

 
井上先生：今日お伺いして３点意見を述べさせていただきたいと思います。１つはいろい 

ろなテーマがあるのですが、この学校の一番の特色はもしかしたら中高一貫か 
なと思うのですが、中高一貫のメリットが非常に出たような形が欲しい。中高 
一貫のメリットの追求をもう尐しされると特色がもう尐し出るのではないか。 
いくつか中学生にも波及効果をということ。もちろん学内事情があると思い、 
ここは高校がメインだということでやっていると思いますけれども、尐なくと 
もここは中高一貫だということでそこにつながっていくような何か、かなりト 
ンネルが掘られてきたなというようなイメージが出てくると特色が出るのでは 
ないかという印象を持ちました。それに関連して２番目は、先ほどからすでに 
ご意見があったことですが、どの点に集中するか。今回の進捗状況を拝見して、 
どこに集中するかと、どこにという考え方があまりよく見えなくて、最後アン 
ケートがございましたので子供たちの希望に何か集中したいのかなという印象 
を最後思ったのですが。私たちの方から見れば子供たちの希望がスーパーサイ 
エンスというと正しいかどうかは別の考えがあると思うので、どこに集中する 
かという考え方を早くディスカッションすべきだと思います。３つ目は、先ほ 
どのどこに集中するかにも関係があるんですけれども、本来の意味のスーパー 
サイエンスハイスクールに求められるものにつながるものがどれであるのかを、 
今日うかがった中ではつかみきれませんでした。本来の意味での狙っている「お 
らほのスーパーサイエンス」がどこが一番、どの点が、あるいはどのねらいを 
一番主題にしているのかというのをもうちょっと明確に出されるといいのでは 
ないかなと思います。そして最後に継続性が必要だと思います。継続性をどこ 
に求めるかということが尐し気になりました。先ほど今年はちょっとレベルが 
どうこうという話がありました。毎年レベルのアップダウンはあるということ 
はどういう継続性があるかということと相反した議論になってしまって、カリ 
キュラムが長くなるという最終的な話しになってしまうのではないかなと思い 
まして、継続性があるようなプログラムをどこに着眼するのか。 

 
森 先 生：大変盛りだくさんの内容を見せていただいて私も同じように思ったのですが、 

こんなにたくさんのことはとても出来ない。手抜きするものと、そうじゃなく 
て例えばこの地域、先ほどいくつかあったようですが、これをやるとよそのと 
ころでは真似が出来ない、自然が無いからよそは出来ないとかあるいはそうい 
う文化があるからここしかできないとかいうようなことに特化して、他には真 
似が出来ない、こういう実験をやったら横手清陵学院だと言われるようなもの 
をひとつ作ってもらいたい。それは今、井上先生もおっしゃったように焦点を 
決めることになると思うので、その時のひとつの指標になるようなものが尐し 
欲しい。いろいろサイエンスと言ったときに、別に文化的なことでもいいし、 
理数系のものでもいいんです。今お話しを伺っていると、理数系をやりたいの 
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1 
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理数系のものでもいいんです。今お話しを伺っていると、理数系をやりたいの 



－ 78－
4 

させて、いろんな選択肢の中の１つです。子供たちは非常に関心を持って毎日の

ように外に行って四つ葉を探しに行くところからでした。ただ最初は科学ではな

くて興味中心だったものですから、これを科学にどうやって持って行くかという

ところはアドバイスをしながら進めました。 
 
多賀糸先生：子供たちが積極的にテーマを決めたのであればいいです。その四つ葉は幸運の 

シンボルと書いてありますが、生徒さん方は幸運とはどういうことなのかなと、 
幸運ということに興味があってやったのか、果たしてこの研究がどういうこと 
に応用されれば自分たちが幸せなのかと、抽象的な部分ですけれども、生き生 
きしている部分が感じられなかったと思います。研究に深く入りすぎて、自分 
たちが本当に求めているものを見失ってしまっているのではないかと思いまし 
た。この研究を大学に入って学習したい、継続して学習していきたい、そうい 
う人たちを作る大切な時期だと思います。 
いぶりがっこの件はおもしろいテーマだと思いますが、まだ公表できないでし 
ょうか。 

 
福原先生：本当に不思議なことがあり、他の漬け物には無くていぶりがっこだけが健康に

いい活性酸素をおさえる力が異常に高い。２月９日を楽しみにしてください。 
 
森 先 生：うまくやれば特許に引っかかるかもしれないから、秋山先生とよく相談されて、

発表方法は真剣に考えないと、２月９日発表していいかどうかに引っかかるかも

しれない。本当に引っかかるとすれば、ちょっとまだわかりません。うまくすれ

ばいくかもしれないかなという気がします。 
 
井上先生：そういう微妙な問題が起きてくるとうかつに話せないです。私的財産というの 

がサイエンスには必ず出てくる。 
 
森 先 生：例えばどの学会で発表したか、という学会の指定が出てきたりするので、それ

ならば事前発表はＯＫですとか、そこで発表したのは事前発表にならないという

形にとられると公開されているということになってしまうので。 
 
福原先生：秋山先生と相談して慎重に進めたいと思います。 
 
森 先 生：他の業者さんがそれをヒントにとられると困る。ここで話すのも丁寧に話さな 

いとならない。 
先ほど佐藤指導主事が話されていましたが、前回私も話したと思いますが、外 
部評価のほうはきちんと組織を作られた方がいいと思います。先ほど評価と言 
われていましたが、前回の時にもここにおられる先生方は内部評価委員にはな 

3 

では生徒さん方がどれだけスーパーサイエンスに対して理解されているのか。特

に今回研究テーマを発表してもらい、非常によくまとまって良かったなと思いま

したが、生徒さん方が興味をわかせるようなものを考えていく必要があると思う。

やらされ感が生徒さんになければいいなとちょっと感じました。こういうものを

先生方が企画したからあなた方出てくださいよという形になってなければいい

なという気がします。やはり基本的には生徒さん方がこれおもしろい、こういう

ことが疑問だから調べてみようというような、意欲を引き出すような取り組み、

そういうものが確かにこの中に盛り込まれているだろうとは思いますが、私から

見ると行事がたくさんあるという感じがいたします。盛りだくさんの中で何を求

めていくのかということで絞り込んだほうがいいかなと思います。やはり生徒さ

んに興味を持ってもらうというところが一番大事なところだと思います。 
 
辻田先生：大きなプロジェクトになるわけです。このプロジェクトをやるためにはやはり 

関わる全ての人が同じような意識を持たなければならない。ところが生徒さん、 
先生達の足並みがそろっていないとありました。これがどのように掲示されて 
いるのかわかりませんが、我々会社では掲示板と管理板を２つ分けています。 
管理板に関しては必要なものをそこで見られる。組織をまたいで必要な人に見 
える。そしてやるべきことが見える。そういったことを意識して掲示板とは分 
けて管理しています。我々はものづくりなので改善活動を日常のようにやって 
いますけれども、全社員を小さなグループに分けて毎週活動しています。これ 
を全サークルが全て１枚の管理板に、今どこのチームがどこまですすんでいる 
か、そういったことがわかるようにして掲示しています。改善活動なので非常 
に単純なんですが、必ずそこで取り上げることが「テーマ」、そして取り上げた 
「理由」を必ず突っ込んでやらせています。それから目標の設定、あるいは計 
画日程、現状把握といろいろあるんですが、そういったものを我々は３ヶ月の 
スパンで回しています。３ヶ月で終わらないものもあります。それ以上長くな 
ると惰性になってしまうので、３ヶ月でクローズして終わらないものはまたそ 
こから新たに計画を立てています。ＳＳＨでは１年くらいのスパンになるかと 
思うのですが、必ずけじめをつけてやるべきかなと思いました。先ほど発表で 
話されていましたけれども、目的、ねらい、そして更に応用までいければ。生 
徒さんがなかなかそこまで考えつかなければ、先生方の答えではなくてアドバ 
イスが研究を進める上で非常に大きな力になると思います。ですから教えるこ 
とではなくて、ほんの小さなアドバイスが不可欠じゃないかと思います。 

 
多賀糸先生：生徒さん方が本当に楽しく研究しているのかなと疑問に思いました。このシロ 

ツメクサのテーマを選ぶときにどういう形で決まったのか教えてもらえますか。 
 
信田先生：子供達にいろんなテーマを考えさせまして、どういうことをやりたいかと考え
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徒さんがなかなかそこまで考えつかなければ、先生方の答えではなくてアドバ 
イスが研究を進める上で非常に大きな力になると思います。ですから教えるこ 
とではなくて、ほんの小さなアドバイスが不可欠じゃないかと思います。 

 
多賀糸先生：生徒さん方が本当に楽しく研究しているのかなと疑問に思いました。このシロ 

ツメクサのテーマを選ぶときにどういう形で決まったのか教えてもらえますか。 
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れるけれども外部評価委員にはなれない。実際に運営に関わっているので。外 
部評価委員は作られたほうがいいと思います。よそからのお金が来ている以上 
はお金の使い道、あるいは研究の成果の出し方等は外部から評価を受けた形を 
とられないと。それから、文科省でいろいろな事業をやるときに３年しかお金 
をやらないけれども１０年やれますかという言質を取るんです。多分これも尐 
なくとも１０年は続けないといけない事業だという覚悟を持っていただくと、 
１０年続けられる事業というのはあらかじめ決まってくるような気がするんで 
す。そこら辺は今から選択されたほうが長続きすると思います。 

 



- 1 -

平成２２年８月おらほのスーパーサイエンス アンケート調査

対象生徒 高校１・２年生

本校が、 にとりくんでいることを知っていますか。Q3 SSH

知っている 知らない1 2

本校の のテーマ・目的が、下の表のようなものであることを知っていますか。Q4 SSH

おらほのスーパーサイエンステーマ
目 的 国際的に活躍できる創造的な未来の科学者・技術者を育成するための、秋

田県の自然環境・天然資源を活かした探究活動や、研究機関・地域との連
携を重視した中高一貫教育に関する研究開発

よく知っている 少し知っている あまり知らない まったく知らない1 2 3 4

あなたは への参加によってどのような効果があると思いますか （○はいくつQ5 SSH 。
でも）
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１０年続けられる事業というのはあらかじめ決まってくるような気がするんで 
す。そこら辺は今から選択されたほうが長続きすると思います。 

 



- 2 -

理科・数学の面白そうな取り組みに参加できる1
理科・数学に関する能力やセンス向上に役立つ2
理系学部への進学に役立つ3
大学進学後の志望分野探しに役立つ4
将来の志望職種探しに役立つ5
国際性の向上に役立つ6

あなたが参加したい の取り組みはどれですか （○はいくつでも）Q6 SSH 。

理科や 数学の授業1 SSH SSH
科学者や技術者の特別講義・講演会2
大学や研究所、企業、科学館等の見学・体験学習3
個人や斑で行う課題研究（本校の先生や生徒と一緒にで行う）4

（ 、 ）5 個人や斑で行う課題研究 大学等の研究機関と一緒に または指導を受けて行う

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 
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（ 、 ）6 個人や斑で行う課題研究 他校の先生や生徒と一緒に または指導を受けて行う
科学コンテストへの参加7
観察・実験の実施8
フィールドワーク（野外活動）の実施9
プレゼンテーションする力を高める学習10
英語で表現する力を高める学習11
他の高校の生徒との交流12
科学系クラブ活動への参加13

あなたが参加している、またはこれから参加したい本校の （おらほのスーパーQ7 SSH
サイエンス）の取り組みはどれですか （○はいくつでも）。

・・・中高一貫教育の特色を活かし、ア 科学男子・科学女子プログラム
科学好きな生徒を育成する教育の研究

探究活動「清陵プロジェクト」 中学・高校１・２年1
超一流の科学者による講演「スーパーサイエンスレクチャー」2
秋田県のエネルギーや資源、天文に関する講演「清陵科学セミナー」3

（ ）「 」4 秋田県内の博士号教員による実験・観察授業 中学生 ドリームサイエンス
学校内自然池の制作と研究「ビオトープ」5

・・・効果的な高大連携・地域連携により、イ アドバンストサイエンス
創造的な研究を行える人材を育成する研究
秋田県のエネルギー（風力発電、地熱発電等）やバイオ（発酵等 、地質、資6 ）
源、天文分野（インターネット望遠鏡等）に関する研究「プロジェクト研究」
各種科学オリンピックへの挑戦「清陵科学オリンピック」7
長期休業中の各種課外活動への積極的な参加「サイエンスキャンプ」など8
秋田県内の博士号教員による実験・観察授業（高校生 「スーパー理数授業」9 ）
自然科学系部活動への参加 「ロボット部 「自然科学部 「家庭クラブ 「メ10 」 」 」
カトロ部 「 ものづくり研究班」など」 ICT

・・・地域の科学を発見し、地域ととウ ふるさとスーパーサイエンス

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 
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もに想像する科学教育の研究
本校の太陽光発電と雪冷房システムの体験授業（高校１年）11
小・中学校での理科出張授業「ヤングティーチングアシスタント」12
学校祭での科学教室「清陵・わくわくサイエンス」13

・・・国際的な自然科学研究で活躍する生徒をエ グローバルサイエンス
育成する研究
海外の研究機関視察や高校生との交流「海外研修」14
外国人研究員による、英語での科学に関する授業体験「サイエンスダイアロ15
グ」
プロジェクト研究の研究結果を英語でプレゼンテーションする16

あなたは将来、どのような職業に就きたいと考えていますか。Q8

大学・公的研究機関の研究者 企業の研究者・技術者1 2
技術系の公務員 中学校・高等学校の理科・数学教員3 4
医師・歯科医師 薬剤師5 6
看護師 その他理系の職業（ ）7 8
その他文系の職業（ ） わからない9 10

（大学進学を考えている人のみ答えてください）Q9
大学で専攻したいと考えている分野はどれですか。
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理学系（数学以外） 数学系 工学系（情報工学以外）1 2 3
情報工学系 医学・歯学系 薬学系 看護系4 5 6 7
農学系（獣医学を含む） 生活科学・家政学系 教育学系（理数専攻）8 9 10
その他理系（ ） 文系（ ）11 12
その他（ ） 決まっていない13 14

（ 男 女 ）B 自然科学に関する意識アンケート

1Q10 中学校のとき「理科」が好きでしたか。 →
2Q11 中学校のとき「理科」が得意でしたか。 →

3Q12 現在は「理科」が好きですか。 →
4Q13 現在は「理科」が得意ですか。 →

5Q14 中学校のとき「数学」が好きでしたか。 →
6Q15 中学校のとき「数学」が得意でしたか。 →

7Q16 現在は「数学」が好きですか。 →
8Q17 現在は「数学」が得意ですか。 →

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 
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１ 強く思う ２ 少し思う ３ どちらともいえない
４ あまり思わない ５ まったく思わない

理科のどの分野が得意ですか。Q18

1

物理 化学 生物 地学1 2 3 4

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 
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新聞の自然科学関連の記事を読みますか。Q19

よく読む ときどき読む あまり読まない まったく読まない1 2 3 4

テレビの自然科学関連の番組を見ますか。Q20

よく見る ときどき見る あまり見ない まったく見ない1 2 3 4
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テレビのニュースが自然科学関連のとき見ますか。Q21

興味を持って見る とくに変わらない 見ない1 2 3

自然科学関連の本や雑誌を１ヶ月にどれくらい読みますか。Q22

６冊以上 ４～５冊 ２～３冊 １冊 まったく読まない1 2 3 4 5

実験や観察を考えながらすることが楽しいですか。Q23
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１ 強く思う ２ 少し思う ３ どちらともいえない
１ あまり思わない ５ まったく思わない

友人と数学・理科の勉強や授業の内容についてどのくらい話しますかQ24

よく話す ときどき話す あまり話さない まったく話さない1 2 3 4

%
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数学・理科の授業で、先生や友人に質問したり、疑問をもって考えることがありQ25
ますか。

よくある ときどきある あまりない まったくない1 2 3 4

将来、文系、理系を問わず、やってみたい勉強や研究分野がありますか。Q26

ある ぼんやりとある まだない1 2 3
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何を機会として、 の勉強や研究分野に興味を持つようになりましたか。Q27 Q26

中学校の授業 高校の授業 塾や予備校 本を読んで1 2 3 4
新聞を読んで テレビ インターネット 科学雑誌 その他5 6 7 8 9

卒業後、理系（自然科学系）への進学・進路を希望しますか。Q28
希望している 希望しない わからない1 2 3
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（ ） 、 、 （ ）Q29 進学希望の場合に答えてください 将来 就職するときには 理系 自然科学系
の仕事に就きたいと思いますか。

希望している 希望しない わからない1 2 3

卒業後の進路について、どの程度まで決めていますか。Q30

大学・学部・学科まで 学部・学科まで 文系・理系まで1 2 3
大学への進学だけ4
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研究に携わる者に必要な、現在の自分の力を５段階で自己評価してください。Q31
十分力がある まあまあ力がある どちらともいえない1 2 3
少し力不足である まったく力不足である4 5

( ) 計算力（ ） ( ) 語学力 （ ） ( ) 創造力 （ ）1 2 3
( ) 探求心（ ） ( ) 文章を理解する力 （ ）4 5
( ) 表現・説明する力（ ） ( ) 課題（問題点）を発見する力（ ）6 7

（ ） （ ）( ) 現象等を細かく観察する力 ( ) 論理的・客観的に観察する力8 9
( ) 研究を計画する力（ ） ( ) 報告書を作成する力（ ）10 11
( ) 情報を集める力（ ） ( ) 他人と議論する力（ ）12 13

ご協力ありがとうございました。

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 
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おらほのスーパーサイエンス アンケート調査（本校職員）結果
平成２３年２月

あなたは への参加によって生徒にとってどのような効果があると思いますか。Q1 SSH
＊( )内は実数です。（○はいくつでも）

理科・数学の面白そうな取り組みに参加できる( )1 8
理科・数学に関する能力やセンス向上に役立つ( )2 7
理系学部への進学に役立つ( )3 7
大学進学後の志望分野探しに役立つ( )4 9
将来の志望職種探しに役立つ( )5 3
国際性の向上に役立つ( )6 2

あなたが関心のある の取り組みはどれですか （○はいくつでも）Q2 SSH 。

理科や 数学の授業( )1 SSH SSH 4
科学者や技術者の特別講義・講演会( )2 4
大学や研究所、企業、科学館等の見学・体験学習( )3 7
個人や斑で行う課題研究（本校の先生や生徒と一緒にで行う）( )4 2
個人や斑で行う課題研究（大学等の研究機関と一緒に）( )5 7
個人や斑で行う課題研究（他校の先生や生徒と一緒に）( )6 1
科学コンテストへの参加( )7 2
観察・実験の実施( )8 3
フィールドワーク（野外活動）の実施( )9 4
プレゼンテーションする力を高める学習( )10 5
英語で表現する力を高める学習( )11 2
他の高校の生徒との交流( )12 2
科学系クラブ活動の充実( )13 4

本校のＳＳＨの目標から考えて、現在の生徒の力を５段階で評価してください。Q3
十分力がある まあまあ力がある どちらともいえない1 2 3
少し力不足である まったく力不足である4 5

＊( )内は実数です。
( ) 計算力（ ） ( ) 語学力 （ ） ( ) 創造力 （ ）1 1 0 7 4 1 2 0 2 6 4 0 3 0 2 8 2 0
( ) 探求心（ ） ( ) 文章を理解する力 （ ）4 0 2 7 3 0 5 0 2 6 4 0
( ) 表現・説明する力（ ） ( ) 課題（問題点）を発見する力（ ）6 0 7 3 3 0 7 0 0 9 3 0
( ) 現象等を細かく観察する力（ ）8 0 1 10 1 0
( ) 論理的・客観的に観察する力（ ）9 0 1 8 3 0
( ) 研究を計画する力（ ） ( ) 報告書を作成する力（ ）10 0 1 7 3 1 11 0 4 4 4 0
( ) 情報を集める力（ ） ( ) 他人と議論する力（ ）12 0 1 8 3 0 13 0 1 9 2 0

ＳＳＨの事業についてご意見をお聞かせください。Q4

、 、 。・これにより興味 関心が高まり 自ら探究していく能力が育成されていくことを期待したい
、 （ ）・様々な行事で関心を高めつつ 基礎的な学力を高めていく工夫をしていかないと研究 探究

等が実のあるものにならない。従って先生方がしっかり教材研究をして、いい授業ができる
ようにする態勢も大切。先生方がやる気になるようなシステム構築をお願いしたい。

・全体像がよく見えていないような気がする。ＳＳＨ指定は高校のみという認識だったが中学
校も含まれていると言っている人もいる。

・ＳＳＨとして備品購入した物を全体に知らせてほしい。もったいないと思う。
・来年度スタートでしっかりと共通理解を図れる場が必要。
・講演がとても多いと感じる。
・外部講師を招くなど多岐にわたる事業を展開しとても良いものであったと思う。
・ＳＳＨの対象は数学、理科というイメージが強かったのだが、本校の特色を出すなら、総合
技術科も対象としておもしろい活動ができるのではないか。

・授業をつぶしての講演会が多かったが、土曜活用の時間を活かすなどして、ＬＨＲや授業時
間を確保できないか。土曜の講演会実施であれば、保護者や市民と合同で「市民講座」のよ
うな形もとれるのではないか。土活であれば、２～３回連続で行ったり、複数の講師を招聘
して生徒に選択させるなど、幅がもたせやすいように感じる。ＳＳＨの事業をすべて授業時
間内に消化するのは無理があるように感じる。

・全職員でＳＳＨの共通認識（目標、プロセス、振り返り等）が必要である。
・ＳＳＨ事業を場当たり的でなく、計画的に行って欲しい。
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おらほのスーパーサイエンス アンケート調査（本校職員）結果
平成２３年２月

あなたは への参加によって生徒にとってどのような効果があると思いますか。Q1 SSH
＊( )内は実数です。（○はいくつでも）

理科・数学の面白そうな取り組みに参加できる( )1 8
理科・数学に関する能力やセンス向上に役立つ( )2 7
理系学部への進学に役立つ( )3 7
大学進学後の志望分野探しに役立つ( )4 9
将来の志望職種探しに役立つ( )5 3
国際性の向上に役立つ( )6 2

あなたが関心のある の取り組みはどれですか （○はいくつでも）Q2 SSH 。

理科や 数学の授業( )1 SSH SSH 4
科学者や技術者の特別講義・講演会( )2 4
大学や研究所、企業、科学館等の見学・体験学習( )3 7
個人や斑で行う課題研究（本校の先生や生徒と一緒にで行う）( )4 2
個人や斑で行う課題研究（大学等の研究機関と一緒に）( )5 7
個人や斑で行う課題研究（他校の先生や生徒と一緒に）( )6 1
科学コンテストへの参加( )7 2
観察・実験の実施( )8 3
フィールドワーク（野外活動）の実施( )9 4
プレゼンテーションする力を高める学習( )10 5
英語で表現する力を高める学習( )11 2
他の高校の生徒との交流( )12 2
科学系クラブ活動の充実( )13 4

本校のＳＳＨの目標から考えて、現在の生徒の力を５段階で評価してください。Q3
十分力がある まあまあ力がある どちらともいえない1 2 3
少し力不足である まったく力不足である4 5

＊( )内は実数です。
( ) 計算力（ ） ( ) 語学力 （ ） ( ) 創造力 （ ）1 1 0 7 4 1 2 0 2 6 4 0 3 0 2 8 2 0
( ) 探求心（ ） ( ) 文章を理解する力 （ ）4 0 2 7 3 0 5 0 2 6 4 0
( ) 表現・説明する力（ ） ( ) 課題（問題点）を発見する力（ ）6 0 7 3 3 0 7 0 0 9 3 0
( ) 現象等を細かく観察する力（ ）8 0 1 10 1 0
( ) 論理的・客観的に観察する力（ ）9 0 1 8 3 0
( ) 研究を計画する力（ ） ( ) 報告書を作成する力（ ）10 0 1 7 3 1 11 0 4 4 4 0
( ) 情報を集める力（ ） ( ) 他人と議論する力（ ）12 0 1 8 3 0 13 0 1 9 2 0

ＳＳＨの事業についてご意見をお聞かせください。Q4

、 、 。・これにより興味 関心が高まり 自ら探究していく能力が育成されていくことを期待したい
、 （ ）・様々な行事で関心を高めつつ 基礎的な学力を高めていく工夫をしていかないと研究 探究

等が実のあるものにならない。従って先生方がしっかり教材研究をして、いい授業ができる
ようにする態勢も大切。先生方がやる気になるようなシステム構築をお願いしたい。

・全体像がよく見えていないような気がする。ＳＳＨ指定は高校のみという認識だったが中学
校も含まれていると言っている人もいる。

・ＳＳＨとして備品購入した物を全体に知らせてほしい。もったいないと思う。
・来年度スタートでしっかりと共通理解を図れる場が必要。
・講演がとても多いと感じる。
・外部講師を招くなど多岐にわたる事業を展開しとても良いものであったと思う。
・ＳＳＨの対象は数学、理科というイメージが強かったのだが、本校の特色を出すなら、総合
技術科も対象としておもしろい活動ができるのではないか。

・授業をつぶしての講演会が多かったが、土曜活用の時間を活かすなどして、ＬＨＲや授業時
間を確保できないか。土曜の講演会実施であれば、保護者や市民と合同で「市民講座」のよ
うな形もとれるのではないか。土活であれば、２～３回連続で行ったり、複数の講師を招聘
して生徒に選択させるなど、幅がもたせやすいように感じる。ＳＳＨの事業をすべて授業時
間内に消化するのは無理があるように感じる。

・全職員でＳＳＨの共通認識（目標、プロセス、振り返り等）が必要である。
・ＳＳＨ事業を場当たり的でなく、計画的に行って欲しい。
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対象となる生徒、時間、教育課程の特例等についてご意見をお聞かせください。Q5

・ 探究発展」について、高校３年生の進路決定者ということですが、難しさを感じます （時「 。
間の確保と指導者について）

・英語関係を検討したい。
・中学校や高校１年ぐらいまでは、できるだけ多くの生徒を巻き込んだ方が良い。
・年度はじめの予定外に多くの授業がカットされている。理科や数学のどの分野にどのように
かかわらせ、何の教科として時数カウントするかも考えなければならない。見識は広がるけ
れども学力向上に寄与しているかだと思う。

・ＡＳＣコースの生徒の活動が模試と重なる時があり、調整に難儀した。ある程度計画の段階
で学年部に一言欲しかった。

・数理コース以外の生徒（全生徒を）対象にしても良いと思えるものがあった （講演等）。
・理系生徒には週２時間あった方がもっと中身の濃いものになると思うが、文系生徒には週１
時間で十分なような感じがした。

ＳＳＨの職員組織については見直しをする予定です。ご意見をお聞かせください。Q6

・この組織でよいのか、よくないのかあまりよくわからない。それぞれの組織で話し合う場面
が必要。

・アクティブに動いている人数を増やしたい。
・視察などは、これから核になるＳＳＨ推進委員が行った方が良い。
・ＳＳＨの非常勤講師を捜してもらうとともに、ＳＳＨの核になる理数系教員の業務を少しで
も減らすような分掌の構成、組織作りをした方が固まる。

・先進校視察に行って報告書を出して終わりでなく、行った先生方もＳＳＨ委員の主力メンバ
ーとなり研修成果を本校に生かせるようにすべきである。そうでなければ予算の消化と言わ
れてしまう。

・理数系の職員にかなりの負担がかかっていると思う。
・対象となっている生徒が数理コース、もしくは特定の生徒（科学系の部）というイメージが
強く、ＳＳＨの活動にどう参画すればよいのか立ち位置がわからなかった。

・それぞれの部門（学年、分掌等）で似たような企画が行われていることもあったので、業務
をスリム化するためにも活動内容をすりあわせる必要があると思う。

・実際に動けるサイズにした方が良い。
・授業をカットしてでもＳＳＨについての会議を持った方が良いと思う。
・スタッフの充実、２年部、１年部に担当を配置する （理科以外）。
国際研修部、中学校、自然科学部から各１名。理科全員、数学科２名程度が良い。

事業に伴う予算についてご意見をお聞かせください。具体的な要求がありましたら書いQ7
てください。

・探究で使う道具
・出張に行く費用
・大館に 出発の日程で引率した。部活動でも余裕をもって前泊する。予算があるのであ5:15
れば生徒が少しでも集中できる環境作りを求めたい。

・生徒に還元できるような使い道を考えましょう。ただ物を買うだけで終わらないように。
・もう一度、全体に必要なもののアンケートをとってもらえればと思う。
・ＳＳＨ指定終了後も継続できることを考えていくべきではないか。

その他（公開、広報、評価などを含めて 、ＳＳＨについてご意見をお聞かせください。Q8 ）

・ＳＳＨをもっと大きくＨＰで具体的に紹介した方が良い。
・広報をしっかりやりたい。
・あれもこれもというわけにはいかないので、ＳＳＨに集中できるような他の事業の精選を考
えるべきだと思います。１日２４時間以上は働けませんから。

・職員会議で資料が出されますが、今後まわりが何をすべきかあまり見えていないので、各部
署で動く必要のあるものは、目標とスケジュールを提示してほしい。例えば「ＳＳＨ数学」
はどういう目標で、いつまでカリキュラムを作ってほしいとか。

・年間を通じて様々な事業を行ったようだが、自分自身、他の業務に圧迫されて、ほとんどと
言っていいほど、ＳＳＨ事業内容を理解、把握できないまま１年が過ぎてしまったような感
がある。とても残念であった。

・年間の活動と成果、ねらい等がわかりやすく見えるようにする。
・通信は毎月発行した方が良い。
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２０１１．３ 　手清陵学院探究推進部

「清陵プロジェクト －探究」に関するアンケート  集計結果
（ ） 。 。集計結果の 内は今年度の％です その隣の数値は昨年度のものです

１ あなたは、今年度の「探究」の活動にどれぐらい意欲を感じましたか。当てはまるものを次から一つ選
び、記号を○で囲んでください。

12 11ア とても強く感じた( )
52 65イ まあまあ感じた( )

27 22ウ あまり感じなかった( )
6 3エ 全く感じなかった( )

2 1でアまたはイと答えた人は、その主な理由を次からすべて選び、記号を○で囲んでください。
63 52ア テーマが自分の興味・関心の高い分野だったから。( )

23 28イ 「探究」を通して、自分の知的好奇心を満足させることができたから。( )
16 18ウ 自分の考えに基づいて自主的に活動し、達成感を味わうことができたから。( )

39 48エ 授業では学べない知識や理論に触れることができたから。( )
課題設定能力や問題解決能力、表現力、コミュニケーション能力など、授業だけでは身に付けにくいオ

9 16力を向上させる機会になったから。( )
19 23カ じっくりと時間をかけて深く考える体験ができたから。( )

5 5キ 進学や就職後に役立つ学問や研究の進め方を学ぶことができたから。( )
4 13ク 先生方や友人、外部の人たちの多様な考えに接することができたから。( )

その他ケ
( ) ・地元横手についてより深く知ることができた。2

・疑問に思っていたことが解決できたから。

3 1でウまたはエと答えた人は、その主な理由を次からすべて選び、記号を○で囲んでください。

18 13ア 与えられた作業はできるが、自分で考えて取り組む活動は苦手だから。( )
37 33イ 探究の進め方がよく理解できず、とまどいが大きかったから。( )

10 39ウ ゼミが自分の希望と違っていたから。( )
24 22エ 設定したテーマが、自分として納得のいくものでなかったから。( )

- 2 -

対象となる生徒、時間、教育課程の特例等についてご意見をお聞かせください。Q5

・ 探究発展」について、高校３年生の進路決定者ということですが、難しさを感じます （時「 。
間の確保と指導者について）

・英語関係を検討したい。
・中学校や高校１年ぐらいまでは、できるだけ多くの生徒を巻き込んだ方が良い。
・年度はじめの予定外に多くの授業がカットされている。理科や数学のどの分野にどのように
かかわらせ、何の教科として時数カウントするかも考えなければならない。見識は広がるけ
れども学力向上に寄与しているかだと思う。

・ＡＳＣコースの生徒の活動が模試と重なる時があり、調整に難儀した。ある程度計画の段階
で学年部に一言欲しかった。

・数理コース以外の生徒（全生徒を）対象にしても良いと思えるものがあった （講演等）。
・理系生徒には週２時間あった方がもっと中身の濃いものになると思うが、文系生徒には週１
時間で十分なような感じがした。

ＳＳＨの職員組織については見直しをする予定です。ご意見をお聞かせください。Q6

・この組織でよいのか、よくないのかあまりよくわからない。それぞれの組織で話し合う場面
が必要。

・アクティブに動いている人数を増やしたい。
・視察などは、これから核になるＳＳＨ推進委員が行った方が良い。
・ＳＳＨの非常勤講師を捜してもらうとともに、ＳＳＨの核になる理数系教員の業務を少しで
も減らすような分掌の構成、組織作りをした方が固まる。

・先進校視察に行って報告書を出して終わりでなく、行った先生方もＳＳＨ委員の主力メンバ
ーとなり研修成果を本校に生かせるようにすべきである。そうでなければ予算の消化と言わ
れてしまう。

・理数系の職員にかなりの負担がかかっていると思う。
・対象となっている生徒が数理コース、もしくは特定の生徒（科学系の部）というイメージが
強く、ＳＳＨの活動にどう参画すればよいのか立ち位置がわからなかった。

・それぞれの部門（学年、分掌等）で似たような企画が行われていることもあったので、業務
をスリム化するためにも活動内容をすりあわせる必要があると思う。

・実際に動けるサイズにした方が良い。
・授業をカットしてでもＳＳＨについての会議を持った方が良いと思う。
・スタッフの充実、２年部、１年部に担当を配置する （理科以外）。
国際研修部、中学校、自然科学部から各１名。理科全員、数学科２名程度が良い。

事業に伴う予算についてご意見をお聞かせください。具体的な要求がありましたら書いQ7
てください。

・探究で使う道具
・出張に行く費用
・大館に 出発の日程で引率した。部活動でも余裕をもって前泊する。予算があるのであ5:15
れば生徒が少しでも集中できる環境作りを求めたい。

・生徒に還元できるような使い道を考えましょう。ただ物を買うだけで終わらないように。
・もう一度、全体に必要なもののアンケートをとってもらえればと思う。
・ＳＳＨ指定終了後も継続できることを考えていくべきではないか。

その他（公開、広報、評価などを含めて 、ＳＳＨについてご意見をお聞かせください。Q8 ）

・ＳＳＨをもっと大きくＨＰで具体的に紹介した方が良い。
・広報をしっかりやりたい。
・あれもこれもというわけにはいかないので、ＳＳＨに集中できるような他の事業の精選を考
えるべきだと思います。１日２４時間以上は働けませんから。

・職員会議で資料が出されますが、今後まわりが何をすべきかあまり見えていないので、各部
署で動く必要のあるものは、目標とスケジュールを提示してほしい。例えば「ＳＳＨ数学」
はどういう目標で、いつまでカリキュラムを作ってほしいとか。

・年間を通じて様々な事業を行ったようだが、自分自身、他の業務に圧迫されて、ほとんどと
言っていいほど、ＳＳＨ事業内容を理解、把握できないまま１年が過ぎてしまったような感
がある。とても残念であった。

・年間の活動と成果、ねらい等がわかりやすく見えるようにする。
・通信は毎月発行した方が良い。
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２０１１．３ 　手清陵学院探究推進部

「清陵プロジェクト －探究」に関するアンケート  集計結果
（ ） 。 。集計結果の 内は今年度の％です その隣の数値は昨年度のものです

１ あなたは、今年度の「探究」の活動にどれぐらい意欲を感じましたか。当てはまるものを次から一つ選
び、記号を○で囲んでください。

12 11ア とても強く感じた( )
52 65イ まあまあ感じた( )

27 22ウ あまり感じなかった( )
6 3エ 全く感じなかった( )

2 1でアまたはイと答えた人は、その主な理由を次からすべて選び、記号を○で囲んでください。
63 52ア テーマが自分の興味・関心の高い分野だったから。( )

23 28イ 「探究」を通して、自分の知的好奇心を満足させることができたから。( )
16 18ウ 自分の考えに基づいて自主的に活動し、達成感を味わうことができたから。( )

39 48エ 授業では学べない知識や理論に触れることができたから。( )
課題設定能力や問題解決能力、表現力、コミュニケーション能力など、授業だけでは身に付けにくいオ

9 16力を向上させる機会になったから。( )
19 23カ じっくりと時間をかけて深く考える体験ができたから。( )

5 5キ 進学や就職後に役立つ学問や研究の進め方を学ぶことができたから。( )
4 13ク 先生方や友人、外部の人たちの多様な考えに接することができたから。( )

その他ケ
( ) ・地元横手についてより深く知ることができた。2

・疑問に思っていたことが解決できたから。

3 1でウまたはエと答えた人は、その主な理由を次からすべて選び、記号を○で囲んでください。

18 13ア 与えられた作業はできるが、自分で考えて取り組む活動は苦手だから。( )
37 33イ 探究の進め方がよく理解できず、とまどいが大きかったから。( )

10 39ウ ゼミが自分の希望と違っていたから。( )
24 22エ 設定したテーマが、自分として納得のいくものでなかったから。( )
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32 35オ 途中で研究が行き詰まってしまったから。( )
26 28カ 見通しが甘く、活動が遅れて最後のまとめが不十分になったから。( )

21 13キ 文章を書くのが苦手で、論文をうまくまとめることができなかったから。( )
16 20ク 人前で発表したりディスカッションしたりすることに抵抗感があったから。( )

その他ケ
( ) ・探究の意義がよくわからない。(３)21

・先生の放置。
・本当に自分のやりたかったことが十分にできなかった。
・それほど調べたいものがなかったから。
・面倒だったから。
・時間が少なく、思うように進められなかった。
・担当の先生にいろいろまちがわれて意欲が落ちた。
・活動しても意味がないと思ったから。
・テーマを変えればよかった。

4 「探究」の活動の中で、最も難しかったことは何ですか。当てはまるものを次から一つ選び、記号を○で
囲んでください。

21 25 6 11ア イ課題（テーマ）を設定すること。( ) 仮説や検証計画を立てること。( )
19 18 22 17ウ エ必要な情報を収集すること。( ) 実際に検証を行うこと。( )

16 17 23 21オ カ検証結果に基づいて結論を導き出すこと。( ) 論文をまとめること。( )
6 7キ 発表したりディスカッションしたりすること。( )

その他ク
( ) ・限られた少ない時間の中で研究を進めること。1

5 次のうち 「探究」を通して以前より自分に身に付いたと実感できる力はどれですか。当てはまるものを、
すべて選び、記号を○で囲んでください。

28 39ア 自ら課題を見出す力（課題設定能力）( )
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10 19イ 見通しをもって効率的に課題解決を図るための力（企画力）( )
25 40ウ 課題を解決するために必要な情報を効率的に収集する力（情報収集能力）( )

課題を解決するために論理的に思考したり情報を客観的にエ
18 24分析したりする力（思考力・分析力）( )

19 33オ 研究成果を分かりやすく論文や資料にまとめる力（表現力）( )
23 21カ 自分の考えを他の人に論理的に説明する力（説明力）( )

12 17キ 他の人と考えを伝え合い高め合う力（コミュニケーション能力）( )
8 20ク 問題解決に主体的に取り組む力（実践力）( )

その他ケ
( )2

12 5コ 特に身に付いたと実感できる力はない。( )

6 5のア～クのうち、自分の将来のために特に身に付けておきたい力はどれですか。必要と考える順に３つ
まで選び、記号を記入してください。

１ ２ ３

19 21ア 自ら課題を見出す力（課題設定能力）( )
24 26イ 見通しをもって効率的に課題解決を図るための力（企画力）( )

34 25ウ 課題を解決するために必要な情報を効率的に収集する力（情報収集能力）( )
課題を解決するために論理的に思考したり情報を客観的にエ

37 30分析したりする力（思考力・分析力）( )
36 40オ 研究成果を分かりやすく論文や資料にまとめる力（表現力）( )

34 36カ 自分の考えを他の人に論理的に説明する力（説明力）( )
55 57キ 他の人と考えを伝え合い高め合う力（コミュニケーション能力）( )

36 37ク 問題解決に主体的に取り組む力（実践力）( )

7 「探究」に取り組んだことをきっかけとして、自分の考え方や態度に何か変化がありましたか。次の中か
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ら当てはまるものをすべて選び、記号を○で囲んでください。

21 22ア 身の回りの現象や出来事等に、注意深く目を向けるようになった。( )
以前であれば見逃していた身の回りの現象や出来事等に 「なぜ？」という疑問を抱くことが多くなっイ 、

20 33た。( )
11 15ウ 授業の中で積極的に疑問点を見出そうと考えるようになった。( )

家庭学習では、先生から与えられた課題だけでなく、エ
5 5自分で見付けた課題に取り組む時間が増えた。( )

学習や生活の中で生じた疑問をそのままにせず、積極的に調べたり、先生や友人、家族に質問したりオ
12 20するようになった。( )

学習の中で見出した疑問に対して、調べる前に答えを予想をしたり、時間をかけてじっくり考察したカ
14 18りするようになった。( )

4 3キ 授業中、積極的に発言するようになった。( )
3 4ク 授業で発言するときは、根拠をもって論理的に説明しようとするようになった。( )
25 22ケ 「探究」で自分が設定したテーマに関連のある教科について、関心が高まった。( )

6 9コ 「探究」で自分が設定したテーマに関連がある大学や職業について、関心が高まった。( )
16 17サ 新聞やテレビのニュース、人のうわさ話などを鵜呑みにせず、客観的に考えるようになった。( )

9 14シ 自分の将来の生き方を深く考えるようになった。( )
その他ス
( )0

28 11セ 特に変化は感じない。( )

８ 探究」をより有意義なものにするためには、どのような点を改善したり工夫したりすればいいと思いま
すか、具体的に記述してください。今のままで十分である場合は 「なし」と記述してください。、

・時間に少し余裕がないので校時数を増やした方が良い(１０)
・授業が１時間毎だと中途半端なところで終わってしまう。
・もっと機材を増やしてほしい(２)
・テーマ設定の段階で「探究」にならないテーマは、教師側から生徒に指摘したり一緒に研究方法を考
えた方がよいと思う。

・予備（事前）調査の時間をもっとしっかり取るとよい。テーマ設定だけに時間がかかりすぎる。
・諦めずに考え抜き、方向性を高めて、様々な面から調べてみる
・ やらされている」と思わない取り組み方をする必要があると思うし、自ら望んで行わなければ良いも「
のにならないと思う

・なにかしらの実験を行うこと(２)
・必要な本がなかった
・本当に調べたいと思ったことでないと意味がないと思う
・もっと短期に集中してやった方が良いと思う
・情報の伝達（場所や内容）が上手くいってなかった
・もっと計画的に行えればよかった(３)
・テーマ設定や仮説を立てることに重点をおくべきだと思う
・テーマを決めるのをもっと早くした方が良い（２）
・日頃から疑問に思ったことを書き留めておけば、テーマ設定のときに楽だと思う
・個人発表だと人気のパネルとの差が激しく、誰一人来ないパネルも多々あった。ゼミ内で評価しあい
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良かったものを発表するような形が良いと思う。
・調べ学習で終わらないように、研究や実験を取り入れたものにする
・必ず自分のテーマについて検証や実験をする
・テーマに対する取り組み方など、もっと担当の先生などと会話をしておけば良かった
・先生のミスをなくして欲しい （テーマも分野も間違われ知らん顔された）。
・ 探究」をやめた方が良い(２)「
・研究、プレゼン、論文の作業を平行して行えばいいと思う
・とりかかる前に計画をしっかり立てることが必要。計画なしでは毎日何をしていいのかわからない。
目標を立てて取り組むこと。

・内容を深める必要がある。
・論文を書く時間が少ない(４)
・グループで探究した方がよい
・物事を考える上で、あらゆる可能性までを考え、想像していくようにすればいいと思う。
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２３年２月探究に関するアンケート（職員用） ゼミ名 [ 集計 ]
＊( )内は実数です。

１ 「探究」を通して、自分のゼミの生徒は意欲的に活動に取り組みましたか。

ア 全員が意欲的に取り組んだ。( ) イ 半数以上は意欲的に取り組んだ。( )4 5
ウ 意欲がない生徒が多かった( ) エ 全員に意欲が感じられなかった( )4 0

２ １でイ、ウ、エと答えた人は 「意欲を感じなかった生徒」が生じた原因は何であると考え、
ますか （自由記述）。

・個々の生徒に対してのカウンセリングが不十分だった
・ すぐできる」と感じた生徒が多かった。「
・毎回パソコンを使える環境になかったり、一人一人のテーマが異なるため、指導者以外になか
なか相談事ができなくて一人で抱え込んでしまう生徒もいたのではないかと思う。

・テーマの絞り込みにおいて、やや生徒個々が思い描いていた部分との差異が生じたためと思わ
れる。

・テーマの設定の仕方が漠然としている。あまり興味、関心がないのに芸術分野に来た。調べ学
習の途中でテーマがころころなどの生徒がいた。

・その時間、時間に具体的に何をすべきか指示を出してあげられなかったので、見通しを持って
行動できなかったのではないか。

・探究の目的を理解していない。一年生の時の動機付けがとても大事であると思います。
・学力不足と意欲不足。
・担当ゼミの担当者に対してのサポート体制が少ない。

「 」 、 「 」 。 、３ 探究 の目的は 生徒に 探究する力 を身に付けさせることにあります このねらいは
今後の横手清陵学院の教育活動として有効であると考えますか。

ア 大変有効である。( ) イ 方法を工夫することによって有効になると考える。( )5 8
ウ あまり有効性を感じない。( ) エ 全く有効性を感じない。( )0 0

４ ３でイと答えた人は、どのような工夫が必要か、考えられるものを書いてください （自由。
記述）

・同時間に活動する生徒が多い。総技と普通科を同時間帯でやるのは難しい。探究の方向性が総
技と普通科（理系と文系も）では違うのでないか。

・通年１時間では間延びする。２時間半期がよいと思う。２時間通年も多すぎる。
・発表会を多くする （生徒の前で発表することが大事だと思う）。
・個人ではなくグループ探究にする。
・中間発表の機会を増やし、進度について危機感を持たせながら行う。
・個人研究で始めから終わりまでを一人の能力で遂行するのには限界がある場合が多い。グルー
プ研究でお互いに補いながら高めあう方が良いのではないだろうか。

・職員研修が必要。探究活動の目的や方法等について、職員で共通理解を図る。
・生徒の実態や能力、本校の他の教育活動全般を踏まえて取り組まなければ効果が出ないと思わ
れます 「探究する力」と「主体性」は非常に近い気がするのですが。。

・もう少し調べ学習から探究のレベルに上げたい。中間発表のようなものを何度か設定する。発
表時は、生徒同士の評価があってもおもしろいと思う。

・時間の確保と研究数を減らす （グループ研究にする）。
・検証可能な取り組みやすいテーマを設定する。
・探究で身につけた力を他教科や進路活動に結びつける。
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・テーマ設定に十分な時間をかける。
・過去の優秀な探究論文をみんなで学習する。

５ ３でウ、エと答えた人は、その理由を書いてください （自由記述）。

６ 「探究する力」の要素として、下記の４つを考えますが、それぞれについて今年度の取り組
みは生徒の力を高める上で有効であったと考えますか。

ア 大変有効であった イ ある程度有効であった ウ あまり有効でなかった
エ 全く有効でなかった

①自ら課題を見いだす力（課題設定能力） [ア ３ イ ７ ウ ３ エ ０]
多くの面談が必要。

②自ら課題を解決する力（問題解決能力） [ア ２ イ ４ ウ ７ エ ０]
読解力が必要。

③新しい情報を生み出す力（創造力） [ア １ イ ２ ウ ９ エ １]

④互いの考えを認め合い高めあう力（コミュニケーション能力）
[ア １ イ ４ ウ ４ エ １]

７ 「探究」を通して生徒にどのような力や態度を身に付けさせることが重要であると考えます
か （３つ選択）。

ア 課題設定能力( ) イ 問題解決能力( ) ウ 創造力( ) エ コミュニケーション能10 5 3
力( )0

オ 主体的に問題を解決しようとする意欲や態度( ) カ 論理的な思考力・判断力( )5 4
キ 論理的な説明力・表現力( ) ク 物事に対する多様な見方や考え方( )6 2
ケ 進路に対する意欲( ) コ 学習への積極性( )0 3
サ その他（情報収集、取捨、読解能力）( )1

８ 「探究」を進める上で、課題となることは何ですか （３つ選択）。

ア 生徒の意欲や主体性の欠如( )3
イ 生徒の基礎的な知識の不足( )9
ウ 生徒の思考力の不足( )2
エ 教員の指導内容の理解や指導力の不足( )4
オ 組織的な取り組みや計画性の不足( )8
カ 活動時間の不足( )4
キ 予算や施設・設備などの基盤整備の不足( )2
ク 図書資料など情報の不足( )4
ケ 外部講師など人的支援の不足( )1
コ その他（ ）

９ 「探究」の取り組みによって、生徒の考え方や態度に変容を感じますか （複数回答）。

ア 授業に対して以前より集中して取り組むようになった。( )1
イ 積極的に疑問点を質問する生徒が増えた。( )4
ウ 発問に対して積極的に発言するようになった。( )3
エ 発問の答えを論理的に説明できるようになった。( )3
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オ 家庭学習の時間が増えた。( )0
カ 進路への意欲が高まった。( )2
キ その他（発表資料作り、パワーポイント操作能力の向上）( )1

「探究発表会」について気づいた点やご意見を自由に書いてください。10

・準備、片付けの時間がとれれば良かった
・生徒司会など、生徒中心の進行はよかった。
・聞き手側の指導が必要 （内容に対する興味、関心ではなく、人間関係で何を聞くかを選んで。
いる生徒が多い）

・冬期の発表は厳しいのではないか。
・探究推進部主導であることに異議はないが、分担をもっと学年部に割り振ってもらった方が、
より円滑に生徒も動けたのではないかと思う。

・探究発表会が形になることがわかった。今後の課題はそれぞれの内容をどのように深化させる
かだと思う。今は自分の研究をまとめるので精一杯だが、他の研究と比較することで内容の浅
さを認識できるような工夫があればよいと思う。

・プレゼン能力等は問題ないが、探究についての認識（意気込み）が足りないような気がする。
・各ポスターセッションのブースで見学した際に、ポストイットに良かった点を書き、貼ってお
いていくことをすれば、発表を聞いての反応を知ることができると思う。

、 。 、 、・生徒同士の評価があると もう少し真剣に発表を聞くと思う また 聞く生徒がいないときに
発表する生徒がプラプラ動き、帰って来ないシーンを多々見ました。はりついて発表させるべ
きではないでしょうか。

・研究の深まりが不足していた （調べ学習が大半）。
・発表や質疑応答は立派だった。
・会場をもっと狭いところにして少数が発表できる空間を設定する。

その他 「探究」について気づいた点やご意見を自由に書いてください。11 、

・来年度は内容を深くしていきたい
・資料探しに多くの生徒はインターネットを使用する。学校では、規制があり、なかなかわかり
やすい説明等を拾うことが困難。専門の論文ページはあるが、文系ゼミの場合そのまま引用し
てしまう例が多かった。課題である。

・テーマ決め、分野の決定の際にある程度の制限も必要ではないかと思う。
・ゼミによって探究の仕方は異なるように感じた。理系の場合はテーマ設定が大切だと思うが、
文系の場合は、調べ学習を進めていくうちにテーマや仮説を設定した方がよいように思う。文
系の場合、探究を始める前に十分な知識を持たせることが必要であると思った。

・もう少し時間的な余裕が必要。実験が不足してしまった。
・発表会では、目を輝かせて自分の研究を伝えようとしていて良かった。友人の発表を聞く態度
も良かったと思う。

・総合技術科は３年次に「課題研究」の授業があるので、普通科のみ実施した方が良いのではな
いだろうか。人員を集中して取り組んだ方が効果があるのではないか。

・総合技術科も実施する場合は、普通科と別時間の実施が望まれる。例えば、普通科は火曜日の
６校時、総合技術科は金曜日の６校時など。ＰＣの使用状況を考えても分かれた方が良いと思
う。

・探究をするには生徒の読解力、思考力がとても必要だと痛感した。
・内容の深い発表会にして、保護者や近隣の高校からも聞きに来るような発表会を目指したい。
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おらほのスーパーサイエンスアンケート調査 集計結果
平成２３年２月（アドバンストサイエンスコース）

＊選択肢の最後にあるのは実数です。
（ 男８ 女４ ）A S S H活動に関するアンケート

あなたは 高校 普通科（ ２年１１ ） 総合技術科（ １年０ ２年１ ）Q1
２年生コース・類型 （ 数理１１ ）Q2

( システム工学１）
あなたは への参加によってどのような効果があったと思いますか （○はいくQ3 SSH 。
つでも）
理科・数学の面白そうな取り組みに参加できる（１１）1
理科・数学に関する能力やセンス向上に役立つ （７）2
理系学部への進学に役立つ（７）3
大学進学後の志望分野探しに役立つ（２）4
将来の志望職種探しに役立つ（３）5
国際性の向上に役立つ（０）6

あなたが参加した の取り組みはどれですか （○はいくつでも）Q4 SSH 。
理科や 数学の授業 （７）1 SSH SSH

科学者や技術者の特別講義・講演会 （１１）2
大学や研究所、企業、科学館等の見学・体験学習 （８）3
個人や斑で行う課題研究（本校の先生や生徒と一緒にで行う （９）4 ）
個人や斑で行う課題研究（大学等の指導を受けて （５）5 ）
個人や斑で行う課題研究（他校の先生や指導を受けて行う （２）6 ）
科学コンテストへの参加 （８）7
観察・実験の実施 （６）8
フィールドワーク（野外活動）の実施 （４）9
プレゼンテーションする力を高める学習 （４）10
英語で表現する力を高める学習 （０）11
他の高校の生徒との交流 （１０）12
科学系クラブ活動への参加 （２）13

あなたは将来、どのような職業に就きたいと考えていますか 。Q5 。
大学・公的研究機関の研究者（３） 企業の研究者・技術者（１）1 2
技術系の公務員（０） 中学校・高等学校の理科・数学教員（０）3 4
医師・歯科医師 （１） 薬剤師（０）5 6
看護師 （１） その他理系の職業（０）7 8
その他文系の職業（０） わからない（５）9 10
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（大学進学を考えている人のみ答えてください）Q6
大学で専攻したいと考えている分野はどれですか。
理学系（数学以外）２ 数学系 ０ 工学系（情報工学以外）２1 2 3
情報工学系 医学・歯学系 ３ 薬学系 看護系 １4 5 6 7
農学系（獣医学を含む） １ 生活科学・家政学系 教育学系（理数専攻）8 9 10
その他理系（ ） 文系（ ）11 12
その他（ ） 決まっていない ２13 14

B 自然科学に関する意識アンケート
中学校のとき「理科」が好きでしたか。Q7
１ 強く思う ( ) ２ 少し思う ( ) ３ どちらともいえない ( )4 3 1
４ あまり思わない ( ) ５ まったく思わない ( )1 0
中学校のとき「理科」が得意でしたか。Q8
１ 強く思う ( ) ２ 少し思う ( ) ３ どちらともいえない ( )4 4 1
４ あまり思わない ( ) ５ まったく思わない ( )0 0
現在は「理科」が好きですか。Q9
１ 強く思う ( ) ２ 少し思う ( ) ３ どちらともいえない ( )2 6 4
４ あまり思わない ( ) ５ まったく思わない ( )0 0
現在は「理科」が得意ですか。Q10
１ 強く思う ( ) ２ 少し思う ( ) ３ どちらともいえない ( )1 4 5
４ あまり思わない ( ) ５ まったく思わない ( )2 0
中学校のとき「数学」が好きでしたか。Q11
１ 強く思う ( ) ２ 少し思う ( ) ３ どちらともいえない ( )4 6 2
４ あまり思わない ( ) ５ まったく思わない ( )1 0
中学校のとき「数学」が得意でしたか。Q12
１ 強く思う ( ) ２ 少し思う ( ) ３ どちらともいえない ( )5 3 2
４ あまり思わない ( ) ５ まったく思わない ( )2 0
現在は「数学」が好きですか。Q13
１ 強く思う ( ) ２ 少し思う ( ) ３ どちらともいえない ( )1 3 5
４ あまり思わない ( ) ５ まったく思わない ( )1 0
現在は「数学」が得意ですか。Q14
１ 強く思う ( ) ２ 少し思う ( ) ３ どちらともいえない ( )4 1 1
４ あまり思わない ( ) ５ まったく思わない ( )5 1
理科のどの分野が得意ですか。Q15

物理 ( ) 化学 ( ) 生物 ( ) 地学 ( )1 1 2 10 3 1 4 0
新聞の自然科学関連の記事を読みますか。Q16
よく読む ( ) ときどき読む ( ) あまり読まない ( ) まったく読まない ( )1 1 2 4 3 6 4 1
テレビの自然科学関連の番組を見ますか。Q17
よく見る ( ) ときどき見る ( ) あまり見ない ( ) まったく見ない ( )1 1 2 5 3 5 4 0
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テレビのニュースが自然科学関連のとき見ますか。Q18
興味を持って見る ( ) とくに変わらない ( ) 見ない ( )1 3 2 9 3 0

自然科学関連の本や雑誌を１ヶ月にどれくらい読みますか。Q19
６冊以上 ( ) ４～５冊 ( ) ２～３冊 ( ) １冊 ( ) まったく読ま1 1 2 0 3 1 4 3 5

ない ( )7
実験や観察を考えながらすることが楽しいですか。Q20
１ 強く思う ( ) ２ 少し思う ( ) ３ どちらともいえない ( )2 8 0
４ あまり思わない ( ) ５ まったく思わない ( )1 0
友人と数学・理科の勉強や授業の内容についてどのくらい話しますか。Q21
よく話す ( ) ときどき話す ( ) あまり話さない ( ) まったく話さない ( )1 0 2 6 3 3 4 3
数学・理科の授業で、先生や友人に質問したり、疑問をもって考えることがありQ22

ますか。
よくある ( ) ときどきある ( ) あまりない ( ) まったくない ( )1 2 2 7 3 2 4 0
将来、文系、理系を問わず、やってみたい勉強や研究分野がありますか。Q23
ある ( ) ぼんやりとある ( ) まだない ( )1 4 2 6 3 2

何を機会として、 の勉強や研究分野に興味を持つようになりましたか。Q24 Q26
中学校の授業 ( ) 高校の授業 ( ) 塾や予備校 ( ) 本を読んで ( )1 1 2 1 3 0 4 0
新聞を読んで ( ) テレビ ( ) インターネット ( ) 科学雑誌 ( )5 0 6 1 7 1 8 0
その他 ( )9 6
卒業後、理系（自然科学系）への進学・進路を希望しますか。Q25
希望している ( ) 希望しない ( ) わからない ( )1 5 2 5 3 2

（ ） 、 、 （ ）Q26 進学希望の場合に答えてください 将来 就職するときには 理系 自然科学系
の仕事に就きたいと思いますか。

希望している ( ) 希望しない ( ) わからない ( )1 4 2 3 3 3
卒業後の進路について、どの程度まで決めていますか。Q27
大学・学部・学科まで ( ) 学部・学科まで ( ) 文系・理系まで ( )1 5 2 3 3 1
大学への進学だけ ( )4 2
研究に携わる者に必要な、現在の自分の力を５段階で自己評価してください。Q28

十分力がある まあまあ力がある どちらともいえない1 2 3
（ ）内は実数です。4 5少し力不足である まったく力不足である

( ) 計算力（ ） ( ) 語学力 （ ） ( ) 創造力（ ）1 0 5 4 3 0 2 0 1 3 7 1 3 0 4 4 4 0
( ) 探求心（ ） ( ) 文章を理解する力 （ ）4 1 3 5 3 0 5 0 5 2 3 2
( ) 表現・説明する力（ ） ( ) 課題（問題点）を発見する力（ ）6 1 2 3 4 2 7 0 2 6 3 1

（ ） （ ）( ) 現象等を細かく観察する力 ( ) 論理的・客観的に観察する力8 0 4 4 4 0 9 0 4 6 2 0
( ) 研究を計画する力（ ） ( ) 報告書を作成する力（ ）10 0 3 3 3 3 11 1 3 3 3 2
( ) 情報を集める力（ ） ( ) 他人と議論する力（ ）12 1 4 3 2 0 13 1 6 4 1 0

B アドバンストコースの活動に関する意識アンケート
今年度の活動でもっとも印象に残ったことはどんな事だったでしょうか。具体的に書いてQ28

ください。

－ 107 －



- 4 -

・いぶりがっこの実験
・８月に横浜で行われたＳＳＨ生徒研究発表大会に参加し、他の高校の発表を見て、ハ
イレベルな内容や興味のある発表も多く、自分たちの高校も研究を頑張らなくてはい
けないと思った

・北東北ＳＳＨ発表会に行き、他校の発表を聞いたこと
・望遠鏡を使った月の観察 月の明るさやクレーターの凹凸などを見ることができて楽
しかった

・横浜や大館で他校の人と交流したこと ( )2
・東北のＳＳＨ指定校が集まり、発表や交流したこと
・授業に遅れ、テストの点が落ちた
・大館での発表会がとても印象に残った
・北海道、東北地区のＳＳＨ発表会で、自分の将来を考えていく上でとても参考になっ
た。
今年度活動してみて、自分が成長したなと思える点はどんな事ですか。自由に書Q30

いてください。
・わからないことが実験をとおしてわかる楽しさ
・生徒研究発表大会に参加して以前よりも他人とコミュニケーションをとる能力が向上
したように思う。

・物事を論理的に考えたり、文章にまとめたりできるようになったと思う
・ディスカッション能力や他人の発表時に疑問を持って接することができた点
・コミュニケーションがとれるようになった
・たぶん一人だとすぐに諦めていたところもグループでやったから成し遂げることがで
きた

・一つのことについて研究を進めていくことのおもしろさを知ることができた。
・他人の発表を聞くときに論理的に考えて聞くことができるようになった
・少し他人と仲良くなれた

今年度活動してみて、来年度の活動について提案したいことや、考えたことを自Q31
由に書いてください。

・今年度はＳＳＨとして始まったばかりだったので、とてもいい活動ができたとはいえ
ないので、来年度は高度な内容にこだわらずに、内容と研究がしっかりとした研究を
した方がいいと思う。

・今年度私たちが行った研究を継続したり、発展させたりしてほしい。
・生徒に研究テーマを決めさせることはすごく良いことだと思うので是非やってもらい
たい

・もっと他校と交流すれば良いと思う
・直前でなくもっと前から計画を立てておくべき
・土曜活用でなく探究の時間にやった方が良い
・先生などの専門の人がいないと研究が進まなかったので自分たちでもコツコツとやっ
ていくべきだと思った。

・もっと他の高校や大学と交流を広げ深めていけると視野が広がりいいと思う。
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分野 探究テーマ

自然科学 犬の吠え方に理由はあるのか

自然科学 カブトムシの蛹室の向きの違いの要因は何か

自然科学 プラナリアの再生の限界を解明せよ

自然科学 蛍光灯の光が植物に与える影響

自然科学 植物の種類と花弁の細胞の形との関係

自然科学 地球に人間がいなくなったら

自然科学 ヒトはなぜ貧乏ゆすりをするようになったか

自然科学 髪の毛の伸びる速さの検証

自然科学 ウキゴケが生育する環境要因

自然科学 横手川の水質環境調査

自然科学 ヒトが嘘をつくときの原因と反応

自然科学 重力はなぜ存在するのだろうか

自然科学 チリ、ホコリはどのタイミングでできるのか

自然科学 タイムマシンは作れるのか

自然科学 人間の眼でとらえられる速度について

自然科学 飲料とメントスについて

自然科学 人は透明になれるのか

自然科学 昔からある明日の天気の調べ方

自然科学 雨について

自然科学 水切りに適当な角度と石

自然科学 表面張力の限界はどのくらいか

自然科学 くつひもをほどけにくくするには

自然科学 録音した声がいつもと違うのはなぜか

自然科学 なぜ風呂の水を流すと回転するのか

自然科学 ハイジの大ブランコについて

自然科学 電気クラゲの電気の有効利用

自然科学 雷の活用法

自然科学 体内時計の正確さ

自然科学 エレキギターの音の鳴るしくみ

自然科学 食べ物の香りはかぎ続けても消えないのか

自然科学 味覚判断に嗅覚とは関係あるのか

自然科学 石油に代わるエネルギーについて

自然科学 酸性雨について

自然科学 カメムシのにおいの有効利用

自然科学 クモの糸の活用法

数学 ドラえもんのポケット・超能力・瞬間移動を説明できるか

数学 ロト６～数の選び方～

数学 いちかばちか～宝くじの損得について～

数学 くじの可能性

数学 浮力のしくみ

数学 蜂の巣の構造

工学 ロボット制御と人間の運動との違い

工学 太陽光と電気が放つ光では、どちらが植物が良く育つかだろうか。
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工学 高音質のスピーカーと低音質のスピーカーの違い

探究テーマ一覧
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工学 電力を電波で飛ばす未来はくるのか

工学 各プログラム言語の特徴と今後の発展についての考察

工学 雨の力で発電は可能か？

工学 生ゴミでエネルギーはつくれるか？

工学 音力発電は可能か？

工学 雪発電、ペルチェ素子の利用

工学 床発電の利用

工学 エコ電池の活用

工学 さびない鉄を作るためには

工学 浦島太郎の竜宮城

工学 １年を通して快適な家

工学 リサイクルできる家は作れるのか

工学 木の組み方の強度について

工学 なぜ木造ビルがないのか

工学 蔵の謎

工学 髪の毛の利用

工学 なぜピラミッド型の建造物は普及されなかったのか

工学 色つきコンクリートはできないのか

工学 なぜ土壁が消えつつあるのか

工学 ＡＴＯ（自動列車運転装置）が都市部でしか普及しない理由

工学 ディーゼル車には未来があるのか

工学 2010年からのＦ１のタイヤ交換

工学 ガードレールの構造と使われている金属について

工学 エンジンの種類による燃費の違い

工学 一番良い紙飛行機

工学 くもらないメガネは作れるのか

工学 横手市で太陽光発電は利用できるか

工学 交通事故を防止する対策

国文学 竹取物語の五つの難題は本当にクリアできないのか

国文学 平安「浮かれ女」の日記　超現代語訳

国文学 方言の分布

人文科学 寝言とストレス

人文科学 自分の声を聞くことはできるか

人文科学 源氏物語とアラビアンナイト

人文科学 よくでる日本史１問１答はほんとうによくでるのか

人文科学 夢を自由に見ることはできないか

人文科学 家業を継ぐメリット・デメリット

人文科学 ゲシュタルト崩壊について

人文科学 両声類について

人文科学 日本人の死生観について

人文科学 ばれないウソのつきかた

人文科学 拍手と手拍子について

人文科学 癖について

人文科学 青年期の心理と教育

人文科学 日本の時代背景とゆとり教育・詰め込み教育

人文科学 人間が反抗期なしで成長したらどうなるか

人文科学 子供の絵と心理の関係

人文科学 天才キッズを育てるには

人文科学 成績を上げるには
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人文科学 舞妓さんの昔と今

人文科学 貴族の暮らし
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人文科学 暗記力をＵＰさせるためには

人文科学 記憶のメカニズム～一番覚えやすい方法は？～

人文科学 夢は操ることができるか

人文科学 夢を見る仕組み

人文科学 夢を見る仕組み

人文科学 授業中眠くならない方法

人文科学 歯ぎしりとストレス
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人文科学 天気と感情の関係
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スポーツ・健康 バレーボールと筋肉
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スポーツ・健康 緊張が人体に与える影響

スポーツ・健康 筋肉痛とその回復について
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スポーツ・健康 なぜ緊張の時にご飯が食べられなくなるのか

スポーツ・健康 野球でボールを遠くに飛ばす方法

スポーツ・健康 効率よく睡眠を取るには

スポーツ・健康 外国人と日本人の足の速さの限界の比較

スポーツ・健康 反抗期のおそろしさ

スポーツ・健康 環境や身体の状態と睡眠の関係

スポーツ・健康 精神面は弓道に影響するのか

スポーツ・健康 マッサージの効果

スポーツ・健康 身長を伸ばす・縮めるためには

スポーツ・健康 スポーツの運動と筋肉の変化

スポーツ・健康 脳のリミッタはずし

芸術 音痴は克服することができるのか

芸術 絵における効率的練習案

芸術 ピアノとギター・音の表現

芸術 色彩心理学と人の性格との関係

芸術 色が人間に与える影響

芸術 ベートーベンとショパンのピアノ曲の比較　～音の感じ方を考える～

生活科学・医療福祉 左利きとは？

生活科学・医療福祉 縮毛について

生活科学・医療福祉 カラオケで高得点を出すには？

生活科学・医療福祉 記憶力を長時間維持するためにはどうしたらよいか

生活科学・医療福祉 お菓子の家を建てることは可能なのか

生活科学・医療福祉 ストレスと健康～笑顔と病気の関係性～

生活科学・医療福祉 爪の病気の種類と防止策

生活科学・医療福祉 秋田県のがん死亡率

生活科学・医療福祉 これからのインフルエンザ

生活科学・医療福祉 マジカル・アイ

生活科学・医療福祉 リハビリの効果について

生活科学・医療福祉 人間の睡眠時間と睡眠障害について

生活科学・医療福祉 集中力を高めるにはどうすればよいか

生活科学・医療福祉 秋田県・自殺率№１からの脱却

生活科学・医療福祉 理想の子供を作るには・・・

生活科学・医療福祉 知られざる風呂の適温について

生活科学・医療福祉 身長について

生活科学・医療福祉 身長は何歳まで伸びるのか？

生活科学・医療福祉 身長を高く見せるための方法

生活科学・医療福祉 身長を高く見せる方法

生活科学・医療福祉 髪の伸びる速さには何が関係しているのか

生活科学・医療福祉 ドクターヘリと救急車のしくみ

生活科学・医療福祉 毒物を有効に利用するためには

生活科学・医療福祉 薬の剤形どのような条件で決まるか

生活科学・医療福祉 乗り物酔いについて

生活科学・医療福祉 長生きの秘訣

生活科学・医療福祉 がん細胞からみる最良のがんの治療法とは

生活科学・医療福祉 食品を調合して新薬を作る法則を見つける

生活科学・医療福祉 健康的な髪を保つには

生活科学・医療福祉 効率の良い手洗い

生活科学・医療福祉 ストレスによる髪の影響
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